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　前哨戦　七月十日（火）　プールにて







　真夏の太陽が、湧わき上がる入道雲の遥はるか上空から、光を降り注いでいる。


　俺は、高等部の五十メートルプールのプールサイドにいた。何故なぜ、こんな所にいるのかを考えながら。


　と、斜ななめ後方、かつ上方から、聞き慣れた声が聞こえた。


「タマキー！」


　振ふり返りつつ見上げると、視界いっぱいに、透すき通る青い空と、こちらにも湧き上がる入道雲と、そして、巨きよ大だいなウォータースライダーが目に飛び込んできた。


　五十メートルプールのほぼ半分の面積、かつ校舎二、三階分くらいの高さの空間を、うねうねと蛇だ行こうする半分に切ったチューブ状の滑すべり台が縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。


　チューブの中は水が流れていて、スクール水着の生徒達が次々と滑り台に飛び込み、キャーキャーと男女問わず楽しそうに叫さけびながら滑り下りて、やがて下のプールに着水していた。


「こっちー！」


　声の方に視線を向けると、その滑り台のスタート地点で、水み那な斗とるうるがこちらに向けて大きく手を振っているのが見えた。これから滑り始めるようだ。


　後ろに並んでいる生徒はスクール水着なのに、るうるは猫ねこの着ぐるみを着ていた。もこもこした頭と手足、そして体は毛皮っぽいセパレートの水着を身につけていた。


　それは、不思議の国のアリスに出てくるチェシャ猫の着ぐるみ水着だった。


　猫が浮うかべるにやにや笑いの中にるうるの無表情な顔がすっぽり嵌はまっている。けれど、その瞳ひとみからは歓かん喜き80％が大きく浮かんでいるのが、この距きよ離りからでも分かった。


「ターマーキー！」


　もう一度呼ばれる。なにかしら反応を返さないといつまでも名前を叫ばれ続けるのだろうと考え、俺はしょうがなく手を振り返した。


　るうるはそれを見て、満足そうにこくんと頷うなずく。髪かみが着ぐるみの中にあるので、いつもの薔薇ばらの髪かみ飾かざりも、そこから伸のびる一枚葉も見えなかったけど、猫の耳がぴょこぴょこ動いている。


「アイ、行くよー？」


「ちょ、ちょっと待って下さいぃっ！　ま、まだ心の準備がががが！」


　るうるは一人でスタート地点に座っていた訳では無かった。背中から、小こ春はるアイさんがしっかりとるうるの腰こしに抱だきついていた。ペアで滑り下りるつもりなのだろうけど、小春さんはここから見ても分かるくらい、滑り台を怖こわがっていた。
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　その小春さんの格好も、普ふ通つうの水着では無くて、赤と黒を基調とした派手なドレス姿だった。頭のティアラからすると、多分トランプの女王様をイメージしてるのだとは思うのだけど、何故かＳＭの女王様が混ざっていた。


　赤いドレスはラバー製でテカテカに光っていて、小春さんの見事な体のラインを綺き麗れいに映し出していたし、スカート部分も太ももが剝むき出しになるよう大だい胆たんにカットされている。そして黒の網あみタイツに扇せん情じよう的なガーターベルト。紛まごう方無きボンテージルックだ。


　胸むな元もともこれでもかという感じに開いていて、こぼれ落ちそうなバストがるうるの背中にしっかりと密着している。その光景が、なんと言うのか、こう、くるものがある。


「あの！　やっやっぱり、私、こういうの苦手でっていやああああぁぁぁぁぁあああ！」


　るうるが小春さんの体を引っ張るようにスライダーに体を傾かたむけると、二人は抱だき合った形で蛇行するスライダーに飲み込まれていった。小春さんのか細い叫び声が残ざん響きようのように響ひびく。


　ウォータースライダーは、真夏の日差しを受けて、キラキラと輝かがやいていた。二人がどの辺を滑っているのか、下から見上げている俺にも確かく認にん出来た。というのも、この滑り台、全部氷で出来ているのだ。透とう明めいのチューブの中を、チェシャ猫と女王様がしっかり抱き締め合って滑り下りて行くのが分かる。


　高等部の生徒の他ほかに、中等部や初等部の小さな子達もいて、手を繫つないだり、逆向きになったりと、それぞれチャレンジングな格好で滑っていた。


　やがて、滑り台の出口から、るうると小春さんが一塊のまま吐はき出されてプールに落ち、大きな水しぶきが上がった。


　すぐチェシャ猫が水面から顔を出す。無表情の顔に水しぶきが飛んでいて、その一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが、太陽の光で輝いていた。


「もっかいやる！」


「あ、あの、私メガネがどっかに……」


　小春さんが慌あわてて周りを捜さがす。濡ぬれた髪と格好が相まって、より色っぽいように見えた。


　俺はぷかぷかと目の前に浮かんでいたメガネを取り上げ、小春さんに渡わたす。


「はい」


「あ。ありあり、ありがとうございます。犬いぬ海かい君！」


「アイ、行こう！」


「えっ、また滑るんですか!?」


　強ごう引いんにチェシャ猫に引っ張られるボンテージ女王様を見ながら、俺はもう一度考える。


　何故、俺はこんな所にいるんだったか。


　俺達はどこか外に遊びに来ている訳じゃない。ここは私立帆ほ群むら守もり学園の五十メートルプールだ。


　断っておくが、ウチの学園のプールには本来ウォータースライダーは常設されていない。そんなのは当たり前だ。しかも氷製とか、あり得ない。


　そう。あり得ない。


　これは、魔ま術じゆつで作った滑すべり台なんだ。


「わーっ！　すごーいっ！」


　プールの反対側で歓かん声せいが上がる。そちらを見ると、この氷の滑り台を作り上げた魔ま術じゆつ師し、御み剣つるぎ言こと乃のが、プールサイドに腰こし掛かけて、初等部の子供達と遊んでいた。


　るうるのチェシャ猫や小春さんの女王様の格好は、この場に全く合っていなかったが、御剣の場合はそれ以前の問題として、その格好がまず御剣自身に合っていなかった。


　水色の半はん袖そでワンピース。前は白地になっている。いわゆるエプロンドレスって奴やつだ。


　そう。誰だれもが一度は見た事のある格好。「不思議の国のアリス」の、アリスの格好だった。


　元々子供用のデザインだからか知らないけど、御剣がそれを着ると服がピッチリして、胸元がきつそうに自己主張していた。また、スカートが超ちようミニになっていて、パニエからすらりと伸びる足と、純白のストッキングとの間に、むっちりとした太ももが現れている。本人は、自分の格好がどう見られているかなんて、まったく気にしてないみたいだけど。


　御剣は自信に満ちた顔で、右手に持ったかんざしを空中に泳がせる。


　と、まるで、かんざしが絵筆になったかのように、そして空気がキャンバスになったかのように、御剣がかんざしを走らせた所に、虹にじ色いろの線が描えがかれていく。


　やがて、線の繫がりが文字になり、文章に変わる。今は子供達の名前を書いてあげているようだ。一文字書く度たびに、周りの子供達が歓声を上げる。


　プールの真ん中あたりでは、イカレ帽ぼう子し屋の格好をした碓うす氷い圭けい次じが鬼おに役になって、子供達が投げてくるビニールボールを嬉うれしそうに体で受け止めている。


　そして俺、犬海丸たまきは、子供と遊ぶのに疲つかれて、立ち尽つくしていた。公平を期す為ために自分の格好を言っておくと、俺はチョッキを着たウサギだ。髪かみの毛の間から二本、綺麗な白い耳が空に向かって伸のびている。


　何故なぜ、俺はこんな所にいるんだったか。何故、こんな格好をして、立っているんだったか。


　俺達はただ、るうるが欲しがっていた飲み物を買いに部室を出ただけじゃなかったか？


　俺は、三十分前の出来事を思い返していた。




　第一章　同日（三十分前）　燃える小屋







「……暑い」


　開け放された窓に腰こしをかけ、正直外より暑いと思われる部室内に向かって呟つぶやく。と、大テーブルで団扇うちわを扇あおぎながら勉強していた碓氷が、視線だけこちらに向けて笑った。


「おめでとう」


「……なにがめでたいんだ？」


「今のは今朝からタマぴょんが呟いた通算百回目の『暑い』だよ」


「んなもん数えるな！　余計暑く感じんだろ！」


「情報の収集と分ぶん析せきが趣しゆ味みなんでね」


　そう言って、碓氷は瞳ひとみを僅わずかに細めた。狐きつねに似た吊つり目気味の目から、その奥に隠かくしているギラリとした光が少しだけ漏もれたような気がした。『噂うわさ屋や』の店主としての顔だ。





『噂屋』は、帆群守学園で流行はやっている「噂」を売買するネットワーク上のサービスの事だ。売買と言っても、現金をやりとりする訳じゃない。自分の持っている「噂」を売って、別の「噂」を買ってくる。俺は利用していないけど、システムは大体そんな感じだ。


　そして、その『噂屋』を管理運営している店主が、目の前にいる狐顔なのである。先月、碓氷の後こう輩はいである保ほ住ずみ香か奈な恵え嬢じようがもたらしたトラブルを解決する過程で俺がその事に気づいて、碓氷にそれを指し摘てきし、認めさせた。


　トラブルが解決した後、もう碓氷が『噂屋』を続ける理由は無くなった筈はずなのだけど、その後も店主を続けているらしい。まあそれは別に好きにすればいいと思う。


　ただ、碓氷がこの学園の噂流通ネットワーク『噂屋』の店主であるという事は、既すでに知ってしまった俺と香奈恵嬢以外には依い然ぜんとして秘密のままになっている。生徒はもちろん、欧おう文ぶん研けんの他ほかのメンバーも知らないままだ。碓氷がそれを望んだからなのだが、その事については、俺は、少し抵てい抗こうがあったりする。別にバラしてもいいと思うのだけど。


　以来、碓氷は俺と二人っきりでいる時は、『噂屋』の店主という裏の顔を隠さなくなっていた。まあ、別に嫌いやな気はしない。いや、むしろ信しん頼らいされているという気も──





　──ああ、どうでもいい狐顔の事で無む駄だに頭を回転させる事は無い。余計に暑くなる。俺は窓の側そばに膝ひざをつき、上半身をぶらりと外に投げ出した。部室の窓はサッシがとても低いのだ。


「ちなみに、そうやって窓から体を乗り出すのは今日五回目」


「熱気の籠こもってる部室より外の方がまだ風があって涼すずしいんだよ」


「おや、それだけじゃないだろ？　身を乗り出せばグラウンド脇わきの道が見えるもんね」


「それがどうした？」


「るーちゃん達が来ないか見てるんだろ？」


　笑いながら聞いてくる碓氷をジト目で睨にらむ。ちなみに、「るーちゃん」というのは碓氷がるうるを呼ぶ時のあだ名だ。質問には答えず、碓氷が数えたところの、今日六回目になる身の乗り出しを敢かん行こうした。


　下を見下ろすと、グラウンド脇の道を、高等部の生徒達がぞろぞろと校門に向かっている。今日は七月十日。学期末試験前という事で、大たい抵ていの部活は自主的な休み期間に入っている。用の無い生徒は続々と下校していく。一応は、さっさと帰宅して勉強するという名目で。


　ただ、友達とお喋しやべりしながら下校している彼らの表情からは、もっと別の情熱を感じる。確かにテスト勉強は憂ゆう鬱うつだし、テスト自体はもっと憂鬱だ。でも、その先には夏休みが控ひかえている。四十日に及およぶ長期休きゆう暇かである。期待するなという方がおかしい。テストはもちろん嫌だけど、それを越こえれば楽園が待っているのだ。そう思えば、多少は頑がん張ばれるというもの。


　窓の下を歩く生徒達からは、そんな活気を感じた。


「……しかし、暑いな」


「百一回目」


「数えなくていい」


　俺は体を窓から引きはがし、碓氷の方に歩き出した。勉強している碓氷の足あし下もとには、小さな扇せん風ぷう機きが稼か働どう中なのだ。ゴミ置き場で拾った物で、壊こわれているのを碓氷が直して使えるようにしてしまった。器用な奴やつだ。


「しっかし、なんでこの部室にはエアコンが無いんだ？　教室には普ふ通つうについてるのに」


「ああ、それなんだけどさ」


　今度は視線だけでなく、体を起こして、碓氷がこちらを向いた。


「この前、るーちゃんと一いつ緒しよに生徒会にエアコン設置の申しん請せいしに行ったんだけどね。あ、これホントはタマぴょんの仕事なんだぜ？　タマぴょん副部長なんだから。その時にさ……」


「駄だ目めだったのか？」


「ああいや、申請は通ったよ。サークル棟とうでエアコン付けてない部室ってウチだけらしいんだ」


「なんだ、良かったじゃないか。いつ付くんだ？　エアコン様は」


　扇風機の前にパイプ椅い子すを置き、どかっと座る。分かっていたけど、そんなに涼しくない。


　そして、次の碓氷の言葉は俺をもっと暑苦しい気分にさせた。


「それがね、二学期まで待たなきゃいけないんだとさ」


「……なんだって？」


「なんか今年ってちょうど設備の更こう新しん時期らしくて。学園中の空調設備を業者さんが交こう換かんしてくれてる最中で、その順番待ちが起きててね。僕達の番まで回ってくるのは九月過ぎ」


「じゃあなにか。もしるうるが夏休みも部活したいって言い出したら、俺達はその扇風機だけでゲームしなきゃなんないのか」


「『嫌なら来なきゃいいじゃん』なんて言わないよ。男が僕一人だけだと寂さびしいからね」


「俺、やっぱり夏休みは田舎いなかに帰ろうかな……」


「まあそう言わないでよ。でね、ちょっと気になったんだよね」


「なにが？」


「生徒会の対応だよ」


「対応？」


　碓氷は笑えみを抑おさえ、少しだけ真しん剣けんな表情で頷うなずいた。


「どうも、欧文研は生徒会から良く思われてないみたいなんだな」


「どうして」


「理由は色々あるさ。六月になっても部員名めい簿ぼの更新も提出もしてない文化系部活はウチだけだったし」


　うっ、それを言われるとつらい。


「でもそれは提出しただろ」


「まあね。ただ、他にも理由はあるさ。筆頭は──」


　調子良く喋っていた碓氷の言葉が急に止まる。俺は言いたい事が分かったので、言った。


「るうる、か」


「──そういう事」


　欧おう文ぶん研部長のるうるは、その魔ま術じゆつ師しとしての可能性ポテンシヤルの圧あつ倒とう的な高さから、逆にあらゆる所からお荷物扱あつかいされているのだ。


「もしかしたら、エアコン工事の順番を最後に回されたのは、ちょっとした嫌いやがらせなのかも」


「くだらん」


　俺が一いつ蹴しゆうすると、碓氷は耐たえきれなくなったように噴ふき出した。


「なんだよ？」


「タマぴょんならそう言うと思ってたよ。あ、それと、実はもう一つあるんだ。これは僕も下調べが足りなかったと反省する事しきりなんだけどさ、生徒会会則によると──」


　碓氷の言葉は最後まで聞こえなかった。それよりも大きな叫さけび声が窓の外から響ひびき、碓氷の声をかき消したからだ。


「タマキ！」


　聞き慣れた声に窓を振ふり返った俺が見たのは──





　桃もも色いろの巨きよ大だいな二枚の翼つばさを背中に羽ばたかせて、一直線にこちらに飛んで来る、るうるだった。





　──そして、るうるはそのまま俺に向かって頭から真っ直すぐ突つっ込んで来た。





　ドムッ、ガンガラガッシャンッ！





　突とつ然ぜん胸むな元もとを強打され椅子ごと吹ふき飛ばされた俺は、るうると一緒になって部室の床ゆかをごろごろ転がり、ようやく静止した。床に寝ねそべった状態で俺は叫ぶ。


「なんなんだお前は！」


　俺の腹の上に馬乗りになったるうるは、不満30％を浮うかべた瞳ひとみでこちらを見下ろす。


「女の子が胸に飛び込んで来たのに陳ちん腐ぷな台詞せりふ。８ptポイントダウン」


「いや『胸に飛び込んで来た』なんて表現で済む速度と威い力りよくじゃねえっ！　しかも窓から！」


　びしっと窓を指差すと、その窓の外から、やはり桃色の翼を背中に生やした御剣と小春さんが、ばっさばっさと羽ばたかせながら部屋の中に入ってきた。


　御剣は床に寝ている俺とそれに跨またがっているるうるに気づくと、両手を腰こしに当て、蔑さげすむような瞳を俺に向けた。


「……最っ低」


　小春さんも顔を真っ赤にしてうつむき、スカートを両手でぎゅっと握にぎっている。


「あのあの！　が、学校でそういうのは良く無いと思うんです！」


「冤えん罪ざいだ！　なにが最低なのか知らないが冤罪なのは間ま違ちがい無い！　大体なんなんだその──」


「水那斗、なんで部室に寄るのよ」


「聞けよ！」


　御剣は俺の弁明を無視してるうるを見る。るうるはちょこんと立ち上がってから、床に寝そべっている俺をぴっと指差した。


「タマキがいたから」


「答えになってないでしょ……」


　額に指を当ててイライラを抑える御剣。その通り答えになっていない、が、状じよう況きようはそれ以前の問題だ。俺はようやく起き上がり、改めて聞いた。


「御剣、その翼はなんなんだ」


「あ、これ？　水那斗が大学生協に行きたいって言うから。いちごオレが欲しいんだって」


　そう言って、御剣は片手に持っていた財さい布ふを振って見せる。ちなみに、いちごオレはるうるの中でぷちヒット中の飲み物だ。大学生協でしか売っていない。


　しかし、俺が聞きたいのはそういう事でも無かった。


「だーかーらー、なんで大学生協に行く為に、背中に翼を生やす必要があるんだ？」


「大学への連れん絡らく通路が今工事中で通れなくて、遠回りする必要があるのよ。面めん倒どうだから飛んでいこうと思って。しかし、それにしても──」


　そう言うと、御剣の背中で畳たたまれていた翼がばさあと広がる。透すき通った桃色の羽う毛もうで覆おおわれた翼が、太陽の光を反射して、室内がぼんやりとピンク色に染まる。そして頷うなずく。


「──ふむ、我ながら中々いい出来よねこれ。今日は調子いいみたい」


「……分かった。好きにしてくれ。頼たのむから買った物を空中から落とさないでくれよ」


「ご忠告どうも。ほら水那斗、行くわよ」


　俺が倒たおれたパイプ椅い子すを起こして座ると、るうるが俺の袖そでを引っ張る。


「なんだ？」


「タマキも行こうよ。言乃にコレつけてもらって」


「嫌だ」


　俺がスパッと断ると、るうるは小首をちょこんとかしげた。


「どうして？」


「俺は高い所が嫌きらいなん────はっ！」


　慌あわてて口を塞ふさぐが、時既すでに遅おそし。御剣がにやにやしながら俺の顔を覗のぞき込んでいた。


「へえ、犬海、あんた高い所苦手なんだー？」


「い、いや、今のは言葉の綾あやで」


　御剣と距きよ離りを取るべく椅子から立ち上がろうとしたら、急に後ろからがしっと両りよう肩かたを押さえ込まれた。振り向くと、満面の笑えみを浮かべた狐きつね顔がおがそこにいた。


「う、碓氷!?」


「いやあ、僕もたまたま生協に行きたいなあと思っていたんだよ。僕らも御剣さんに翼をつけてもらって、大空を羽ばたこうじゃないか、タマぴょん！」


「楽しそうに目を細めるな！　お前は単に俺が怖こわがってるところを見たいだけだろ！　離はなしてくれ！　俺は翼なんか欲しく無い！　空を飛びたいなんてちらとも思ってない！　小春さん！　助けて！　こいつらになにか言ってやってくれ！」


　急に助けを求められ、小春さんは慌てふためいた。


「え!?　えっと、あのあのそのその。あ、そうだ！　早く行かないと、いちごオレ売り切れちゃうかも！　だから──」


「そうね、早くしなきゃね。さっさと犬海に翼をつけちゃいましょう」


　小春さんフォローしてくれたのはありがたいけど逆効果だった！


「いいからやめろ！　そ、そうだ！　俺は祖母の遺ゆい言ごんで『決して空を飛んではならん』と──」


「もう遅い」


　御剣が髪かみに挿さしていた赤いかんざしを引き抜ぬき、こちらに向ける。ほどけた黒くろ髪かみがばさあと落ちる。同時に、俺の視界が立ちくらみのようにぐにゃりと歪ゆがみ、それが元に戻もどった時には、全すべてが終わっていた。


　後ろを見なくても分かる。俺の背中には大きな翼つばさが生えていた。何故なぜかその動かし方も、それを使って空を飛ぶ方法も、まるで歩き方を知っているのと同じように、既に理解していた。


　理り操そう魔ま術じゆつは世界の《理ことわり》を上書きする能力だ。《人間には翼があり、空を飛べる》という《理》が、今俺の体に上書きされたのだ。だから、翼の先まで感覚があり、体の一部としてそれを動かす事が出来る。動かさなくても、それが分かった。


「さ、行くわよ」


　言いながら、御剣が俺の右手を握る。顔を上げると、いつになく楽しそうな表情の御剣が俺を見下ろしている。同時に、左手を碓氷に摑つかまれた。碓氷の背中にも、もう翼が生えていた。


　こうなったら、もう諦あきらめるしかない。飛ぼう。生協まで。いちごオレが待つその地まで。


　るうるが嬉うれしそうに小春さんと手を繫つなぎ、俺達を先導するように先に窓から飛び出した。


　俺は渋しぶ々しぶと椅子から立ち上がり、窓の側そばに立った。


　小春さんとるうるが空に作る軌き跡せきを見ながら、俺はせめてもの抵てい抗こうで愚ぐ痴ちった。


「魔術ってのは万ばん能のうじゃないんだな」


「はあ？　突とつ然ぜんなによ」


「俺の体に翼を生やせるなら、高い所が怖い感情も消えてくれてもいいじゃんか」


「ああ、そんな事」


　御剣は、サッシに足をかけてから、またにやにやとした笑みを俺に向けた。


「それは、わざとしてないの。だってそうじゃないと、あんたが怖がる顔が見れないでしょ？」


「ちょ、お前──うわぁぁぁぁぁあああああああ!!!!」


　二人に腕うでを引かれて、俺はサークル棟とうから飛び立った。


　自転車で坂道を下るのと似たような物で風を切って空を飛ぶと意外に涼すずしいというのは新しい発見だったが今の俺にそれを楽しむ余よ裕ゆうなど無く御剣と碓氷がいつ手を離すか分からないので必死に翼を羽ばたかせてかつ下の景色は見ないように試みるのだが高い所から見下ろす事で湧わき上がる恐きよう怖ふ感かんとは裏腹に普ふ段だん見た事の無い俯ふ瞰かんからの学内の景色がそれ以上の好こう奇き心しんをもたらし俺は怖がると同時に通り過ぎて行く景色と俺達を見上げている生徒達を眺ながめて楽しむという奇き妙みようなごちゃまぜの感情を抱いだいていたのだがそれはそれとしてやっぱり怖い物は怖い。


「あら、随ずい分ぶん余よ裕ゆうっぽいじゃない。期待外れよ」


　御剣が俺の方を向いてつまらなそうに、でも瞳ひとみでは笑いながら言った。ここで弱みを見せられない俺はなんとか気勢を保ち、せいぜい虚きよ勢せいを張って言った。


「こういうのも、悪く、ない。たまに、ならな」


　講堂や体育実技棟を飛び越こえ、高等部の屋外プールが見えてきた。あの先に今は封ふう鎖さされているという連れん絡らく通路があり、それを抜けた所が大学のキャンパスになっている。


　目的地が近づいて来た俺は──二人から手を放す事は絶対に無理だったけど──眼下のプールに意識を向ける余裕が出来た。五十メートルプールではスクール水着の生徒達が泳ぎ回っていた。水泳部が部活動をしているという感じではなく、どちらかというと遊んでいるように見えた。


　プールを眺めながら、呟つぶやく。何か喋しやべっていた方が、恐きよう怖ふが紛まぎれたから。


「人間ってのは、不思議な生き物だな」


「なんの事よ？」


　俺は少し気取った答え方をした。平常心を保っているというアピールのつもりだった。


「人間は陸の生き物なのに、水の中を泳ぎたがったり、空を飛びたがったりする。そもそも、そんな風には人間の体は出来てないのに。人間には水中を泳ぐ為ためのヒレも無いし、本来、《人間は──」


　急に御剣が驚おどろいた顔をして叫さけぶ。


「犬海駄だ目め！　今それを口にしたら──!!」


　普ふ通つうに考えれば当然言ってはいけない事だった。結局、俺は平常心を保っていなかったのだ。


「──空を飛ぶ為の翼なんか持って無い》」





　ぱちん。





　しまった、と思ったのは、頭の奥で巨きよ大だいなシャボン玉が壊こわれるような音が聞こえた後だった。





　俺には、他ほかの人には無いちょっとした能力がある。それは、魔術によって書き換かえられた《理》を、言葉によって否定する事で、その魔術を破ってしまえるという物だ。俺は魔術に詳くわしく無いからよく分からないのだけど、御剣の言葉を借りれば「魔術は本来そんな適当な方法で制せい御ぎよ出来るような物じゃない」んだそうで、この力を持つのは御剣の知る限り俺だけらしい。





　という訳で、今何が起きたのかを思い返して欲しい。俺は、御剣が書き換えた《理》を、無意識に口にしてしまった。そして、魔術が破られた事を示すあの音が、頭の中で響ひびいたのだ。


　自分の背中を確かめる必要も無い。俺の手を引っ張っていた御剣と碓氷の背中から、桃もも色いろの翼は綺き麗れいさっぱり消えていた。


　突然、体が重力に引かれ、落下を始める。


「うわあっ！」「あのあのーっ！」「わーい！」「犬海あんたねえっ！」「すまん！」


　俺達五人はそのまま眼下に広がるプールに落下した。





　ドッボオオオーン！





　巨大な水柱を上げながら着水。プールの底に体をぶつけた後、両りよう腕うででなんとか水をかき分けて水面を目指す。


「ぷはっ！」


　生きている。素す晴ばらしい。世界が輝かがやいて見えた。


　青空を見上げて生命の尊さに思いを馳はせていると、見慣れた顔が平泳ぎで近づいて来た。


「あれえ？　マルじゃん」


　おでこにゴーグルをかけたスクール水着の女子は、幼なじみの神じん宮ぐう晶あきらだった。とりあえず、いつもの返事をする。


「俺をマルと呼ぶな」


　晶は俺の事をガキの頃ころのあだ名である「マル」と呼ぶ。俺はちょっと理由があって、今、このあだ名で呼ばれる事に抵てい抗こうがあった。


「なにしてるの？」


「まあ、色々、あってな」


「色々？」


「そうね、色々、あるわね。犬海」


　怨えん嗟さの念が籠こもった声が聞こえてきた方をそおっと見ると、濡ぬれ鼠ねずみになった黒くろ髪かみの和風美人が俺を睨にらみ付けていた。他の欧おう文ぶん研のメンバーも、水面から顔を出していた。


「あんた、あんな所で魔ま術じゆつを破るとか、あり得ないでしょ……。いくら着地地点がプールだったとはいえ、アタシがフォローしてなかったらみんな無事じゃ済まなかったわよ……？」


　そう言いながら、両手をこちらに伸のばした御剣が迫せまってくる。正直に言おう。怖こわい。


　御剣は俺の胸むなぐらを摑つかみ、持ち上げ、今にも火を噴ふきそうな勢いで口を開いた。


「言い残しておく事は？」


「……白地に、赤の水玉」


「はあ？」


　御剣は怪け訝げんな顔をした後、急に目を見開いて、足あし下もと、というか、自身の格好を見た。


「なっ!!」


　靴くつから頭の先までプールに浸つかった御剣は、当然ながら全身ずぶ濡れだった。今日はジャケットを脱ぬいでいたので、ブラウス一枚がぴったりと肌はだに張り付き、その下の衣料の色と形状があらわになっていた。つまり、白地に赤の水玉のブラジャーが。





　ぼっこーん。





　殴なぐり飛ばされた。顔を真っ赤にした御剣の右ストレートが一直線に伸びて俺の頰ほおに綺麗に決まり、冗じよう談だんみたいな音がして俺は空中に放物線を描えがいて飛び、再びプールに着水した。





　ぼちゃーん。





　慌あわてて起き上がって叫さけぶ。


「なにすんだよ！」


「こっちの台詞せりふよ馬ば鹿か！」


　御剣は叫びつつ、両の腕うでで透すけ透すけのブラウスを隠かくそうとした。けど、その前に、何も持っていない両の手をポカンとした顔で見下ろした。何かを忘れているという顔。


　と、その顔からすっと血の気が引き、叫ぶ。


「さっ、財さい布ふ！　アタシの財布！　落とした！」


　そういえば、教室で俺に見せたあの財布、飛んでる時も片手に持ってたな。


「どこっ!?　どこ行ったの!?」


　御剣はやたらと真しん剣けんな表情で水を搔かき始める。ただでさえ制服が水を吸って動きが取りにくいのに、構わず乱暴に体を左右に動かして、視線を巡めぐらせている。


　いつにない、御剣らしからぬ必死さだった。


　自然、俺達も御剣の財布を捜さがし始める。と、


「あ」


　飛び込み台のすぐ横に、茶色の固まりが見えた。あれじゃないか？


　上半身だけ平泳ぎして、飛び込み台に向かう。コツを摑つかむと、割と泳げるなこれ。


　近くで見ると、確かに二つ折りの財布だった。たまたまプールの外に落ちたらしい。


　俺はそれを取り上げ、御剣に呼びかける。


「おい御剣、財布ってこれじゃないか──」


　その時。


　たまたま、手が滑すべった。


　たまたま、二つ折りの財布がパカッと開いた。


　たまたま、開いた内側が、俺の方を向いていた。


　だから、そこに差し込まれていた写真が俺の目に入ったのは、たまたまだった。


　どこかの砂すな浜はまの写真だ。風景に海水浴の客と、水平線が見える。


　三人の顔のアップ。手前に子供が二人、その二人を抱だきかかえるように、後ろに水着を着た大人の女の人が写っている。笑え顔がお。二人のお母さんだろうか。


　子供達は幼よう稚ち園えんか、小学校に入ったばかりくらいの年ねん齢れいだと思う。首から上しか写って無いから、二人の格好は分からない。でも多分水着だろう。というのも、両名ともお揃そろいのピンク色のシュノーケルと大きなゴーグルを装着していたからだ。潜もぐる気満々である。


　特に右の子は気合いが入っていて、まだ砂浜なのにゴーグルをぴったり顔に嵌はめていた。おかげで顔がよく見えない。髪かみが短いので男の子なのかな、くらい。


　左の子は、シュノーケルを頭に載のせているので顔が見え、表情から女の子だと分かった。黒くて長い髪と、可愛かわいげのある笑顔が、誰だれかを連想させる気がした。ええと、この子は──





　すぱっ。





　目の前から写真、というか財布が消える。


「勝手に見るんじゃないのよ」


　いつの間にか御剣が近づいていて、俺の手から財布を引き抜ぬいていた。財布を両手で持ち、俺から目を逸そらして、少しだけ顔を赤くしていた。


　ん？


「なあ、その写真の左の子って、お前──」


「さっきのあんたのえっちい発言は、これでチャラって事にしておく」


　俺の言葉を無む理り矢や理り遮さえぎって、御剣はざっぱざっぱと水をかき分け戻もどっていった。


「ええと、とりあえずみんな、上がらない？」


　晶が提案する。


「制服乾かわかさなきゃいけないし、それに」


「それに？」


　晶は周囲に視線を振ふって、肩かたをすくめた。


「君達、大注目されてる」


　周りを見ると、俺達を遠巻きにして、スクール水着の生徒達が輪を作っていた。空から見た時は気づかなかったけど、いたのは高等部の生徒だけじゃなかった。中等部、いやもっと小さい子達も沢たく山さんいた。こちらに向けて好こう奇き心しんの目を向けている子もいたし、怖こわがって隣となりの子にしがみついてる子もいた。


　晶はニカッと笑った。


「まあ、楽しいから、たまにはこんなアクシデントも歓かん迎げいる」


　俺達はバツの悪さを感じつつ、水を吸った制服を引きずって、プールサイドに向かった。


　その間、俺はさっき見た写真の事を思い返していた。


　写真の子供は、御剣のように思えた。まあ、あいつの財布に入ってたんだから、そうだろう。


　でも、


「あんな風に笑ってる御剣、見た事無いような……？」





　　　　◆





「交流会？」


「そだよ。小中高等部合同、体育会系部活動プール交流会」


　周りの視線を気にしつつ、俺達はプールから上がってベンチに座っていた。一番端はしには晶が座り、その横に俺、そしてずらりと欧おう文ぶん研メンバーが並んでいる。


　制服はびしょ濡ぬれだけど、カラッと晴れている事もあって、意外に不快じゃない。このまま太陽の光を浴びていれば、そのうちに乾かわいてしまうだろう。


「それでちっちゃい子がいるのか」


　プールでは、高等部の生徒が中心になって、初等部、中等部の生徒が泳ぎ回っていた。ビニールボールを投げ合ったり、浮うき輪で人間輪投げをしている所もあった。しかし、交流会と言う割には──


「交流会って言う割には、内容がショボいわね」


　俺が思っても口にしなかった事を、御剣が普ふ通つうに言った。晶が少し目を大きくしてから苦く笑しようした。俺は少しだけカチンと来て、御剣の方に振り向こうとした。


「あのなあ御剣、そういう事は──」





　ぐに。





　るうるの楓かえでみたいにちっちゃな両手が、ぺたっと俺の頰ほおに押しつけられ、俺の首の回転は途と中ちゆうで止まった。


「るうる？」


「タマキはこっち見ちゃだめ」


「なんでだよ」


「まだアタシ達は服が乾いてないのよ。そんな事も分かんないの？」


「すすす、すみません。もう少し待って下さい……」


　御剣の偉えらそうな物言いと、小春さんの申し訳なさそうな言葉で、俺は今の二人の姿を──


「想像するな。切り落とすわよ？」


「何をっ!?　っていうか俺の思考を読むな！」


「って事はホントに想像してたわけ？　最っ低」


「してない！」


　未み遂すいだったけれども。


「というか、だったら碓氷はどうなんだ？」


　少なくとも、碓氷はるうるより向こう側にいる筈はずだ。


「大だい丈じよう夫ぶよ、たまたまビニールテープがあったから」


「ビニールテープがあると、どう大丈夫なんだ？」


「目と鼻と耳と口を塞ふさいだから、見ようと思っても見れない」


「いや死ぬだろそれ！　口は開けとけ！」


「あ、そっか」


　すぐに「ぷはーっ！」という碓氷の声が聞こえた。どんな格好にされていたのか、いや現在進行形でどんな格好にされているのか想像するのも怖い。


　俺はるうるにぷにぷに頰を押されながら──多分遊んでるだけだ──御剣を諫いさめた。


「他ほかの人が頑がん張ばってやってるイベントをちょっと見ただけで口出すのはおかしいだろ」


「ふむ、まあ、それは正論だわ。神宮さん」


　御剣は俺の頭越ごしに晶に話しかける。


「今のは失言だったと認めるわ」


　よし。御剣はいつも偉そうだし、俺に対しては何をやるにしても命令形だし、謝るという事を基本しない人間だが、間ま違ちがった事は大だい嫌きらいで、筋は必ず通す奴やつなのだ。


「なんか犬海に馬ば鹿かにされた気がする」


「だから俺の思考を読むな！　そして馬鹿になんてしていない！」


「あはは、欧文研の人達はホント面おも白しろいねえ」


　晶が笑いながら手をパタパタと振ふる。


「いいのいいの。ショボイのはホントだから。計画が失敗したの」


「計画？」


「予定ではね、大きな滑すべり台を作るつもりだったの。ほら、あそこにあるでしょ」


　晶が指差したプールの端には、確かに組み立て途中のオブジェのような物が置かれていた。


「ちょっとした事があってね、高等部で手伝ってくれる人が減っちゃってさ。間に合わなかったんだ。今日も人手が足りなくて、ちょっと小規模の交流会になっちゃって残ざん念ねんる」


　確かに、来ている子供達に比べて、高等部の人員が足りていないように思える。そのせいか、五十メートルあるプールの半分はほぼ使われていなかった。


　ただ、俺はそれよりも、晶が微び妙みように言葉を濁にごしたのが気になった。


「『ちょっとした事』って、なにがあったんだ？」


「うーん、ま、いいじゃない」


　晶は笑って見せる、が、少し弱々しかった。こいつがこんな顔をするのは珍めずらしい。多分、晶も今日の交流会を楽しみにしていたから、今の結果が残念なのだろう。


　俺が黙だまっていると、やがて、御剣が言った。


「そっか。努力はしてたのね。なら、アタシも手を貸さないではない。服もそろそろ乾いたし」


　立ち上がる音。今度は振り向いてもるうるは俺を止めなかった。


　御剣は髪かみから赤いかんざしを引き抜ぬいて右手で持ち、水平に腕うでを伸のばした。かんざしの先を、プールの使われていない方に向ける。俺は聞いた。


「何をする気だ？」


「滑り台を作ればいいんでしょ？」


　御剣が口の中で何かを呟つぶやく。と、俺の視界が僅わずかに歪ゆがみ、その直後、水面がぐにゃぐにゃと波打ち始める。小さく、ごごごご……と、地じ響ひびきまで聞こえた。波が徐じよ々じよに大きくなる。


「タマぴょん、あそこ！　渦うずを巻いてる！」


　碓氷が驚おどろいた声を上げてプールを指差すと、既すでに嵐あらしの大おお海うな原ばらかのようにまで波しぶきが上がっている一角が、ぐるぐると渦巻いていた。渦はどんどん大きくなり、プールの三分の一を覆おおい尽つくそうとしていた。


「こんなんで驚いてんじゃないのよ。本番は──」


　御剣は事も無げに言う。太陽の光を美しく反射する赤いかんざしを、ゆっくり回しながら、


「──ここからよ」


　そして、くいっと手首を捻ひねって、かんざしの先を空に向けた。すると、





　ドバババアアァッ！





　プールの中にあった渦が、その濁だく流りゆうの勢いを保ったまま空に向かって打ち上がった。それは、水で出来ているのに、俺にはそこに竜たつ巻まきがあるように見えた。真夏の太陽から降り注ぐ光が、空中を渦巻く水の固まりの中を通って乱反射し、とても綺き麗れいだった。


　御剣がかんざしの端はしっこをピンッと弾はじく。と、水の竜巻が一いつ瞬しゆんで五本に分ぶん裂れつし、それが空中で絡からみ合い始める。まるで、巨きよ大だいな五匹ひきの蛇へびが空中で戦っているようだった。


　御剣はそこでまた何かを呟いた。ぐにゃり、と視界が歪む。と、碓氷がまた叫さけぶ。


「……凍こおった!?」


　蛇の大群の固まりが、空中に固定されていた。確かに、凍っているように見える。


「ま、こんなもんね。出来たわよ」


　御剣が出来を確かく認にんするように小さく頷うなずく。俺は慌あわてて聞き返した。


「出来たって、なにが!?」


「決まってるでしょ、滑り台よ」


　御剣は平然と言ってのけた後、「うーん、まあ」と言葉を続けた。


「ウォータースライダーと言った方が、近いかな？」


　御剣の言葉を誰だれも理解出来ず、一瞬の沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　と、三たび碓氷が叫ぶ。今度は、歓かん喜きの声で。


「ホントだ！　スライダーになってるよあれ！」


　言われてみれば、何匹もの蛇に見えた物は、どれもチューブ状のスライダーになっていた。チューブの中はちょろちょろと水が流れている。ご丁てい寧ねいに、上に登る為ための階段がプールサイド脇わきに設置されていた。


　それは、御剣の言う通り、氷で出来たウォータースライダーだった。


　直後に、プールの中に歓かん声せいが沸わき上がる。見ると、小さい子達が大喜びでプールに飛び込み、一直線にウォータースライダーの方に向かって泳ぎ始めた。新しいおもちゃを発見したのだ。ちなみに、高等部の生徒達は最初啞あ然ぜんとして、氷の建造物を見上げていたが、やがて、恐おそる恐おそる、小さい子達の後を追い始めた。


「凄すごい凄い凄い！　大感謝！」


　晶が大喜びで御剣の手を握にぎり、ぶんぶんと振った。


「いいのよ。アタシ達迷めい惑わくかけちゃったし」


「全然ＯＫる！　そうだ！　みんなも遊んで行きなよ！　ね、いいでしょマル！」


「マルと呼ぶな。そんな事言われても、水着とか持って無いしな」


「えー。あ、そうだるーるん！」


　晶はるうるの事を「るーるん」と呼ぶ。晶は欧おう文ぶん研メンバー以外では、とても珍しい、学園内でのるうるの友達の一人なのだ。


「なあに？」


「魔ま術じゆつでみんなを水着に着き替がえさせるって、出来ないの？」


　るうるは、指を顎あごに当てて少し考え、答えた。


「タマキがいいって言えば、できる」


　そして、期待に満ちた視線を俺に向ける。俺はため息をついて「分かったよ」と言った。


「るうる、《欧文研メンバーをプールで泳げる格好にしてくれ》」


　こくん。小さな顔が頷く。


「わかった」


　るうるは首から提さげている懐かい中ちゆう時計をパカッと開けた。六時四十三分を示したまま止まっている文字盤ばんが、太陽の光を反射してきらりと光った。るうるが小さく何かを呟く。


　視界がまたぐにゃりと曲がり、そしてすぐに戻もどる。近くで魔術が発動すると、目眩めまいがするのだ。俺特有の現象らしいのだが。


　俺は水着に替かわったであろう自分の姿を確認して──


「なんじゃこりゃああっ！」


　──と、叫んだ。


　俺は白いズボンに緑と茶のチェックのジャケットを着ていた。もちろん制服じゃなくて、もっと高級な奴やつ。革かわの靴くつに、白い手て袋ぶくろ。それに片方だけのメガネ。真夏のプールサイドで、これ以上不似合いな格好は無いと思われた。


　すぐ横で、俺の姿をポカンと見ていた碓氷が、我が慢まん仕切れなくなって「ぷふっ」と笑った。


「タマぴょん、頭から耳が生えているよ。ウサギの」


「なにいっ!?」


　慌てて頭に手をやると、髪かみの間から確かに白くてもふもふした物が二本伸のびている。そして、それを俺に指し摘てきした碓氷は、やはりど派手な色のチョッキを着て、ツギハギだらけのフェルト帽ぼうを被かぶっていた。


「あはは！　マル最高！」


　晶が俺の格好を見て腹を抱かかえて笑った。俺はるうるに文句を言う為に辺りを見回す。


　るうるはるうるで、何故なぜか猫ねこの着ぐるみを着ていた。というか、セパレートの毛皮っぽい水着プラス、猫頭と猫手足のかぶり物という格好だった。


「おいるうる！　これ水着じゃねーだろ！」


　るうるは肉球のある手をぐーにして前に突つき出し、親指をぴっと立てた。


「通気性は抜ばつ群ぐん」


「『泳げる格好』ならなんでも良いいって訳じゃねえ！　第一この格好は一体な──」


「かわいすぎるううううっ！」


　俺の言葉を遮さえぎって、小春さんがるうるに抱だきついて頰ほおずりを始めた。


「ああもうやっぱりこの世に落ちた天使だったのね！　いいわお姉さんも一いつ緒しよに墜おちてあげる！　二人で背徳の世界に身をやつし甘美な快楽に浸ひたりましょう。大だい丈じよう夫ぶお姉さんに任せておいて。その体に一つずつ刻みつけるように、忘れられない快感を教えてあげる。さあ、あなたの熟し切っていない秘密の果実の園そのをお姉さんに見せてご覧なさい。そして自分の手で──」


　もはや何を言っているのかよく分からない。小春さんは男性恐きよう怖ふ症しようの気があり、普ふ段だんはとても小心者なのだけど、可愛かわいい物を目の前にすると性格が豹ひよう変へんしてしまうのだった。


　その小春さんの服装も変化していた。赤と黒を基調としたドレスを身にまとっている。ただ、服の一部がボンテージっぽかったり、胸むな元もとが大きく開いていたり、あらわになっている太ももの上を走るガーターベルトが淫いん靡びさを強調していた。


　それぞれの衣い装しようの不可思議さに俺と碓氷が首を捻ひねっていると、やがて「……ああ、そうか」という、御剣の苦々しげな声が聞こえた。


「うかつだったわ。そういえば水那斗、昨日『不思議の国のアリス』を読んでた。小春の格好はトランプの女王様ね」


「ああ、言われてみれば！」


　碓氷が腑ふに落ちたという笑え顔がおで叫さけぶ。御剣は続ける。


「水那斗はチェシャ猫、碓氷はイカレ帽ぼう子し屋。犬海、あんたは時計のウサギよ」


　振ふり返ると、そこには腕うでを組んだ御剣がつま先で地面をカツカツ鳴らしていた。


「御剣、じゃあお前のその格好は……」


　キッと睨にらみ返される。


「なあに？　なんか文句あんの？」


「とんでもない！　とっても素す敵てきだよ！　御剣さんはアリスだね！」


　碓氷が両手を上げて喜ぶ。御剣は水色に白のエプロンドレスだった。スカート丈たけはミニで、ふりふりのパニエが見え隠かくれしている。間ま違ちがい無い。アリスだ。御剣とアリスには共通項こうは見られないが。特に性格的な面で。


「犬海、あんた、アタシにはアリスが似合わないって今考えたでしょ。悪かったわね」


　どうして考えている事が分かるんだろう。


「いや、でもその格好はよく似合ってるんじゃないか？　可愛いし」


「なっ!!　うっ、うるさいのよ!?」


　御剣は顔を真っ赤にして、腕を組んだままそっぽを向いてしまった。俺は碓氷を見る。


「何か怒おこらせる事を言ったのか俺は？」


「いや、大丈夫だと思うよ、タマぴょん」


　碓氷が笑いをかみ殺しながら俺の肩かたをポンポンと叩たたく。意味が分からん。


　俺達の格好を見てさっきからずっと笑い続けていた晶が、ようやく落ち着いて、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ふきながら言った。


「君達最高！　子供達もきっと喜ぶからさ、その格好で遊んで行ってよ！」


　俺はなおもるうるをぎゅうぎゅう抱だきしめている小春さんを引きはがしながら、まあ、こんな日もたまにはいいだろうと思っていた。いつもインドアの活動だし、第一今日は暑い。プールで日が暮れるまで遊ぶのも悪く無い。るうるはいちごオレを買いそびれるだろうが。


　たまには何事も無い日があってもいい。そう思っていた。


　甘かったのだ。俺は。


　この時、俺達は既すでに今回の事件に足を踏ふみ入れていたのである。





　　　　◆





　かくして、冒ぼう頭とうに戻もどる。


　アリス御剣は虹にじで文字を描えがくファンシーなショーで女児達の心を鷲わしづかみにし、帽子屋碓氷は今もビニールボールの的として逃にげ回っている。ウサギたる俺は、子供達がこのもふもふウサギ耳に触さわりたがるので、延々と交こう替たいで肩車をしていた。チェシャ猫るうると女王様の小春さんは……ずっとウォータースライダーで遊んでいたような気がする。ま、別にいいんだけど。


　さすがにちょっと疲つかれたので、俺はプールから上がり、ベンチに腰こし掛かけた。スッと目の前に、黄色の水すい筒とうが差し出される。


「あげる。水分補給した方がいいよ」


　見上げるとスクール水着の晶がにかっと笑っている。


「さんきゅ」


　中身はスポーツドリンクだった。冷たい液体が体中に染み渡わたっていく。気持ちがいい。


　晶は俺の横に座り、足をぶらぶらさせながら、光がキラキラと反射しているプールを眺ながめた。


　水面に顔を向けたまま、晶が言う。


「ねえ。マルと一緒に遊んだの、久しぶりだね」


「マルって呼ぶなってば」


　こいつはさっき子供達に混じって俺に肩車を求め、ウサギ耳をぎゅうぎゅう引っ張っていたのだ。さすがに高校生を肩車するのは重かった。その事を伝えたら「女子に向かって『重い』とか、口が裂さけても言っちゃいけない言げん動どうる」と怒られたのだが。


「久しぶり、か。そういえば、そうかもな」


「そうだよ」


　言われてみれば、中学入学のタイミングで田舎いなかから出て行った晶とは、俺が高校進学して晶の両親が経営するアパートに住むようになるまでは三年間ほとんど連れん絡らくを取っていなかった。高校に入ってからもそれはあまり変わらなかった。晶は俺と同じアパートに住んでいるから、登校時は一いつ緒しよになる事が多いけど、クラスも部活も違ちがうから学校で会う機会はあまりない。


　るうる絡がらみでトラブルに一緒に巻き込まれる事はあっても、こんな風に遊んだのは久しぶりかもしれない。


「昔はさ、たっくさん遊んだよね。マルが考えたゲームしてさ」


「まあな」


　俺達の田舎は本当に何も無い所で、そして同年代の子供が俺と晶しかいなかった。だから、俺と晶はいつも一緒にいて、毎日俺がその日やるゲームを考えては、日が暮れるまでそれを遊んでいたのだ。今思えばくだらない事しかしてなかったが、楽しかったのは確かだ。


「ね。マルは夏休み帰るの？　田舎」


「マルじゃねっつの。お前は帰るのか？」


「うん。部活もあるけど、お盆ぼんは家族みんなでおばあちゃんの家」


「そうか……。どうしようかな。俺は部活次し第だいかなあ」


　とはいえ、あの超ちよう暑い部室で毎日ゲームするのかと思うと、田舎に帰る方がやはり選せん択たくとして正しい気がする。


　と、思い出す。


「ああ、そういえば、俺夏休みはバイトするんだった。一週間くらい」


「バイト？　なんの？」


　ちょっと考えてから、答える。


「教えない」


「えーなんでよー。男が隠し事とかカッコ悪いー！」


　晶はむくれるが、言えないものはしょうがない。


　バイトは、交こう換かん条件なのだ。その時の事を思い出す。





　　　　◇





　三日前。





「ああ。俺は欧おう文ぶん研のＯＢだよ」


　喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」のマスター、甲か斐い歩あゆむさん──と言っても、俺はこの人の本名をつい最近知ったのだけど──は、事も無げに言った。





　俺とるうるは、定休日の「ねこのあしあと」に来ていた。と言っても、居い候そうろうのるうるはここの二階に住んでいるので、俺が来るタイミングでマスターと一緒に下に降りてきただけだけど。


　目的は一つ。マスターに、るうるの兄の話を聞く為ためだ。


　碓氷の初はつ恋こいにまつわる──今となってはそう言っていいのかよく分からないけど──事件の後、俺達は、るうるの兄である水那斗繫つなぐさんが、十年前に欧文研を立ち上げた時、他ほかに二人、創立メンバーがいた事を知った。


　そして、そのウチの一人、甲斐歩という人の事をるうるが知っていた。なんと、るうるの叔父さんである「ねこのあしあと」のマスターがその人だと言うのだ。ちなみに、もう一人の創立メンバーである、「月城舞花」なる人の事をるうるは知らなかった。名前の読み方も分からないと言う。


[image: ]


　欧文研の謎なぞ、ひいてはるうるの兄の謎を調べると、るうると約束した俺は、最初の手がかりとして、甲斐さんに話を聞く事にしたのだ。





　オールバックに垂れ目のマスターは、眠ねむそうな、それでいて楽しそうな目でアイスコーヒー二つとオレンジジュース一つをお盆に載のせ、四人にん掛がけのテーブルに俺達を座らせた。そして開口一番、欧文研のＯＢである事を白状したのだ。


　俺は少し抗こう議ぎの思いを込めて聞く。


「なんで今まで教えてくれなかったんですか」


「聞かれなかったから」


　目で笑いながら答える甲斐さん。俺の隣となりに座っているるうるは、オレンジジュースに口をつけず、不満60％を両目に滲にじませ、甲斐さんをじっと見つめている。


「お兄ちゃんの事、秘密にしてた」


「聞かれなかったからな」


　るうるの抗議にも飄ひよう々ひようとしたスタイルを崩くずさない。俺はイライラする前に脱だつ力りよくしていた。真面目まじめな話をしづらい人というのは確かにいて、甲斐さんがそのタイプなのだ。


　それでもなんとか、話を引き出すべく、俺は聞いた。


「とにかく、十年前の事を教えて欲しいんです」


「知って、どうするの？」


　その口調はさっきまでと変わらないのに、何故なぜか、冷たく感じた。


「欧文研を十年間見守っていた誰だれかがいるかもしれないんです。その人を見つけたいんです」


「見つけて、どうするのさ？」


　そう言われて、俺は言葉に詰つまった。


　るうるは、その『誰か』はお兄さんだと思っている。でも俺は、そこまで確信を得ている訳じゃない。ただ、るうるの心の中にある暗い物を、取り除いてやりたいだけなのだ。


　俺が黙だまっていると、甲斐さんは俺をにやにやと見つめていた。


　と、





　とんっ。





　るうるが両手で机を叩たたいた。あんまり大きな音がせず、全く迫はく力りよくが無かった。


　でも、るうるが二つの大きな瞳ひとみに真しん剣けん85％を浮うかべて甲斐さんを見つめるのには、意志の力を感じた。るうるは言った。


「タマキを困らせないで」


　しばらくるうるを見つめ返していた甲斐さんは、やがてため息をついて頭を搔かいた。


「……分かった分かった。悪かったよ、姫ひめ」


　「姫」というのは甲斐さんがるうるを呼ぶ時のあだ名だ。甲斐さんは肩かたをすくめて俺を見る。


「とはいえ、タダで喋しやべるつもりは無い」


「おじさん！」


　るうるが珍めずらしく強い口調で言うが、甲斐さんは火の点ついてないタバコを咥くわえながら笑った。


「いやこればっかりは姫が怒おこったって駄だ目めだ。情報には対価が必要だ。それにな」


　ソファに体を沈しずめながら、甲斐さんはほんの少しだけ視線を下げた。


「昔の話は、あんまりしたくないんだ。特にいい思い出だった訳でもないしな」


　その寂さびしげな口調に、俺もるうるも黙ってしまう。と、甲斐さんの目がまたにやりと笑う。


「いやいや、しょんぼりすんなよ。喋らないとは言って無い。対価が必要だと言ったんだ」


「でも俺達、お金とか無いし……」


「学生から巻き上げるつもりは無いよ。どうだい二人とも、夏休みウチでバイトしてくれよ」


「バイト？」


「夏はお客さんが増えるから、言乃一人じゃ回らないんだよ。一週間でいいからさ。バイト代はちゃんと出す。その上で、俺の知ってる話で良いいなら、話すよ」


「やる！」


　るうるが期待75％の瞳をキラキラさせながら両手を挙げる。甲斐さんはまたにやにや笑いに戻もどって俺を見た。


「タマキ君、君はどうする？」


　当然、答えは決まっていた。


「やります」





　　　　◆





「──今考えると、単に先延ばしにされただけな気もするな……」


「え？　なに？　なんか言った？」


　晶が俺の顔を覗のぞき込む。小麦色の頰ほおについた滴しずくが太陽を反射してキラキラ光っていた。幼なじみとはいえ、水着姿の女子に至近距きよ離りで迫せまられると、そのむっちりとした肌はだとテカテカ光る水着の、どこに視線を向ければいいのかよく分からない。顔だけ見てればいいのか？


　とりあえず、晶から距離を離はなすように椅い子すに座り直して、俺は言った。


「いやなんでもない。独り言」


「ふーん」


　晶はにやにやとした瞳で俺を見続けた。


「なんだよその顔。気持ち悪いな」


「マル、変わったよね。高校入ってから」


「変わった？」


「うん。なんて言うのかなー、田舎いなかにいた頃ころも遊ぶの大好きだったけど、なんか、いつも遠くを見てる感じだったんだよ。マルは」


「遠くを見てる？　なんだそれ」


「上手うまく説明出来ないけどさ。自分の居場所はここじゃない。行かなきゃいけない所がある。って感じかな。時々、そういう目をしてた」


　全く自覚が無い。けれど、一番仲が良かった晶が言うんだから、多分そうなのだろう。


　晶は笑え顔がおのまま、プールの方を向く。いつの間にか欧おう文ぶん研メンバーがプールの中央に集まっていて、子供達と水の掛かけ合いっこをしていた。何故かるうるだけ子供側のチームにいる。


　その光景を見て、晶は少しだけ、目を細めた。


「もしかしたら、マルが探していた場所って、ここなのかもしれないね」


「……晶？」


　普ふ段だんとは違ちがう大人びた口調に、俺は思わず声をかけた。と、晶の顔がぐりんとこちらを向く。


「で、マルはあの三人の内、誰を狙ねらってるわけ？」


「なっ!?　狙ってる!?　きゅ、急に意味の分からない話題を振ふるな！」


「この程度でキョドるようじゃ、まだまだ甘いなー、マルは」


　ニカッと笑う。ホントは、その顔にはまだ少し寂しげな表情が残っていたのかもしれない。けれど、微び妙みように混乱していた俺はその事に気づけずに、無む理り矢や理り話題を変えた。


「さっ、さっき、高等部の参加者が減ったって言ってたよな」


「ああ、うん」


「さっきははぐらかされたけど、教えろよ。なにがあったんだ？」


「うーん。ま、せっかくだから聞いてもらおうかな」


　そう言って、晶は話し始めた。





　　　　◆





　──あそこ、プールの端はしっこに細長い建物あるでしょ？　あれさ、プール用具置き場と、休きゆう憩けい所と、実じつ況きよう室がセットになってる長屋なのね。


　実況室っていうのは、競技大会とかで放送部の人がアナウンスをする為ためのちっちゃな個室で、プールが見み渡わたせる大きな窓がついてるのね。普段は使わないし、高価な放送設備があるから、鍵かぎがかかってて生徒は入れないの。窓もほら、ブラインドが下りてるでしょ？


　あそこがね、ちょっと問題になったの。


　放課後にここで滑すべり台を作ってた女の子が、たまたま一人になった時に、その実況室の窓から、なんか視線を感じたんだって。そういうのってさ、気のせいだって分かってても、一度気にするとどんどん意識しちゃうものじゃない。実況室が施せ錠じようされてて誰だれも入れない事はその子も知ってたんだけど、我が慢まんできなくて、確かく認にんしに行ったのね。


　そしたらさ、その日に限って、鍵が開いてたんだって。


　ブラインドが所々壊こわれてて、微妙に中が覗けたんだけど、暗くてなんにも見えないわけ。それで、女の子は中に入ろうと思ってドアノブに手をかけて、開けた。


　その途と端たん。


　扉とびらの隙すき間まから、その子に向かって炎ほのおが噴ふき出したの。


　少なくとも、その子は、そう言ってる。


　まるで、中に入るなって、脅おどされてるみたいだったって。


　女の子は、あんまり怖こわくて、その場で気を失うしなっちゃったの。


　そして一時間後くらいに、遅おくれてきた別の子に介かい抱ほうされて目が覚めた。


　女の子は目が覚めるなり、火事だよって叫さけんだんだけど、長屋はどこも燃えてなかった。


　恐おそる恐おそる確かめたけど、実況室にはしっかり鍵がかかってたんだって──





　　　　◆





「──で、その子は怖くなって交流会に参加するのやめちゃったのね。私は、その子が夢でも見てたんじゃないかと思ってるんだけど」


「ふうん……」


　なんともよく分からない話だ。晶はスポーツドリンクをぐいっとあおった。


「でまあ、その話が噂うわさで広がっちゃってさ、気味悪がってプールに来たがらない人が増えちゃって、今回の交流会は人手不足だったってわけ」


「……それは最近学園で噂になっている〝三不思議〟の一つだよ～、タマぴょん」


「わっ！」


　突とつ然ぜん耳元で囁ささやかれて驚おどろく。いつの間にか、プールから上がったらしい帽ぼう子し屋碓氷がすぐ横にいて、笑いかけていた。俺は聞く。


「〝三不思議〟、だって？」


「そうさ、今日の『噂屋』、チェックしてないのかい？」


　碓氷はどこから取り出したのか、自分の携けい帯たいをさっと差し出す。所々水すい滴てきがついている。これ持ったまま泳いでたのか？


　受け取って、画面を見る。『噂屋』のトップページだった。





●７月９日（月）の噂ヘッドライン


［★★★］今、最もＨｏｔな話題、「帆群守学園の〝三不思議〟」の謎なぞを追う！


［★★］　昨年度文化祭ミスコン一位の演劇部部長、及おい川かわ生いく埜のさん。今年は参加辞退!?


［★★］　顔を水につける事も無理？　学園の頂点に立つあの男は生まれついてのカナヅチ！


［★］　　明日は高等部プールで体育会系部活交流会が開かい催さい予定。しかし、準備不足が……。


［★］　　野球部エース伝でん田だ君、美人マネージャーと交かわした「三つの約束」が明らかに！





「……相変わらず、安っぽいタイトルが並んでるな」


「ありきたりな物こそ、より多くの人に受け入れられるのさ。ほら、この三つ星記事を見てよ」


「『帆群守学園の〝三不思議〟』……？　今の話が、その〝三不思議〟だってのか？」


「そうさ。プールの実況室の話は『燃える小屋』だね。後の二つは──」


「いやいい聞きたく無い興味が無いここで話すな口を閉じるんだ碓氷」


　嬉うれしそうに話し始めた碓氷の口を塞ふさぐ勢いで、俺は続きを喋しやべらせなかった。


「突然なんだいタマぴょん。凄すごく面おも白しろい話なのに」


「今話したら、こういう事に首を突つっ込みたがる奴やつの耳に入るかもしれん。せっかく伸のび伸のびとプールバカンスを楽しんでいるのに、俺は余計な厄やつ介かい事に首を突っ込みたくはない」


「うーん、それは手て遅おくれじゃないかな」


　碓氷がにんまりと瞳ひとみに笑えみを浮うかべ、視線で俺の背後を示す。嫌いやな予感がした。


　振ふり返ると好こう奇き心しん95％で満ち溢あふれた大きな瞳が二つ並んでいた。チェシャ猫ねこ、じゃない、るうるだ。


「……聞いてたのか？」


　こくん。


「面白そう。調べたい」


　俺は頭の中で五個ほど話を逸そらす手段を考え、それを全部ゴミ箱に投げ捨ててからため息をついた。諦あきらめよう。るうるはあれで意外に頑がん固こなのだ。


「分かったよ。調べてみよう」


　るうるは無表情のままながら、瞳に歓かん喜き30％が上乗せされて、こくこくと何度も頷うなずいた。


　……まあ、楽しそうだから、いいか。


　俺は空を見上げながら呟つぶやく。


「しかし、俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだろう……」


　碓氷が笑いながら答えた。


「ブロードウェーでスターになるって書き置き残して出てったよ」


「なんて夢見がちな奴だ」


「タマぴょんの安寧だって、夢を見る権利はあるさ」


　俺と碓氷がくだらない言葉遊びをしてると、晶が不思議そうに首をかしげた。


「二人とも、なんの話してるの？」


「いや、気にしなくていい。それより、その実じつ況きよう室っての、案内してもらってもいいか？」


「別にいいよー。じゃ、行こっか」


　晶は勢い良く、俺は微び妙みように安寧への後ろ髪がみを引かれながら、ベンチから立ち上がった。





　　　　◆





　という訳で、プールの端はしにあるコンクリートの建物までやって来た。


「あのあのそのその、危なく無いんですか……？」


　女王様ルックの小春さんが長屋を見ながら恐おそる恐おそる言う。その可愛かわいげな声、幼さを感じる表情と、首から下の格好がアピールする肉感のギャップが正直たまらない。黒の網あみタイツと、強調するように露ろ出しゆつされている胸むな元もとが、元々のスタイルの良さをより際きわ立だたせていて──


「あああ、あんまり見つめないで下さい……」


　小春さんが俺の視線に気づき、真っ赤になってチェシャ猫るうるの後ろに隠かくれた。


「ホント男ってこういうの弱いのね」


「目つきがやらしい。６ptダウン」


　さっきからるうるが言っているこの「ptポイント」ってのは、俺がるうるのパートナーに相応ふさわしいかどうかを判断する評価なのだそうだが、それが何を意味するのか俺自身よく分かっていない。というか、最近ダウンしか聞いていないので総評価は相当マイナスの筈はずだ。


　ジト目を向けるるうると御剣に俺がたじろぐと、碓氷がフォローを入れた。


「まあまあ、せっかく〝三不思議〟を前にしてるんだから、状じよう況きようを楽しもうよ」


「なにが〝三不思議〟よ馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうせサボる口実で適当な事言っただけじゃないの？」


　水色のエプロンドレスを大きく翻ひるがえしながら、腕うでを組んだ御剣は不満げに言う。子供達と遊んでいるのを中断させられたのを怒おこってるのだろうか。普ふ段だんの言動からはとても子供好きとは思えないので、ちょっと意外だ。


「ん？　なによ」


　振り返ったアリスと至近距きよ離りで目が合う。何故なぜか、言葉が胸に詰つまった。


「い、いや、なんでもない」


「？　変なの。ほら、ちゃっちゃと調べるのよ」


「お、おう」


　晶の話によれば、コンクリートの長屋は用具置き場、休きゆう憩けい所、実況室の三部屋から構成されている。それぞれ別の入り口があって、中は繫つながっていない。実況室は俺達がいる所の逆側、細長い長屋の一番奥に位置していた。


　歩いて行くと、やがてブラインドの嵌はまった大きな窓と、その横にドアが現れた。


　ドアの上には確かに「実況室」と書かれたプレートがある。とはいえ、プレートはマジックの手書きで、生徒の手作りのようにも見えた。正式な名めい称しようじゃないのかもしれない。


「ここね……」


　御剣がジロジロと窓を覗のぞいている。言動とは裏腹に、割と積極的に動いているように見える。俺も御剣の横で窓を観察してみた。


　とはいえ、ブラインドが下りているので、窓から中の様子を見る事は出来なかった。ブラインドが所々壊こわれていて隙すき間まが空いているけど、真っ暗で何も見えない。


　ドアノブをガチャガチャ回しながら御剣が呟く。


「鍵かぎかかってるわね。ま、当然か。犬海」


「なんだ？」


「水那斗にこの扉とびら開けてもらって」


「魔ま術じゆつで？　自分でやれるんじゃないのか？」


「プールでちょっと遊びすぎたのよ。あの子達が魔術見せてって何度もねだるから……」


　御剣が目を伏ふせ、珍めずらしい表情で小さく笑う。が、すぐに顔を赤くしてキッとこちらを睨にらみ、


「何言わせんのよ！」


「いや、俺は何も言ってないけど？」


「うるさい！　とにかく魔術を使いすぎて今エンプティ気味なのよ。わかるでしょ」


「わかんねーよ。俺が魔術の事なんにも知らない事、お前知ってるだろ」


「……あー、そうだったわね、そういえば」


「エンプティって、マジックポイントが切れたって事か？」


　俺の魔術の知識はゲームくらいしか無いのだ。


「まあ、似たようなもんね。分かりやすい数字で示せる訳じゃないけど、そんな感じ」


「そういえば回復に時間がかかるって前に言ってたな」


「そういう事。だから水那斗にしてもらいたいの」


　何故御剣がそれを俺に頼たのむのかというと、るうるは俺の指示でしか魔術を使わないからだ。


「分かったよ」


　振ふり返って「るうる！」と呼びかけると、窓をじっと覗き込んでいたチェシャ猫ねこ着ぐるみ水着が、とてとてと歩いて来た。


「なに？」


「《このドアを鍵の無いドアにしてくれ》」


　こくん。


「わかった」


　どこにしまってあったのか、るうるは毛皮の隙間から懐かい中ちゆう時計を取り出し、ドアに向けた。


　ぐにゃりと視界が歪ゆがんだ後、そこには鍵かぎ穴あなの無いドアがあった。


「入るわよ」


　言い終わる前に御剣はドアノブを回して扉を開け、中に足を踏ふみ入れていた。


「なんか色々機材が置いてあって、足の踏み場が無いわね……」


　中から聞こえる御剣の声に、晶が反応した。


「年に一回くらいしか使わないから、整理とかしてないのかも」


　俺はドア越ごしに中を覗き込む。薄うす暗ぐらい空間をごそごそと動いている御剣がうっすら見えた。ブラインドの壊れてる所の隙間から光が入っているのだ。


「俺も入っていいか？」


「あー、無理。物が多すぎて、一人入るのが精せい一いつ杯ぱいな感じ。それより、明かりつけてくれない？　思ったより暗かった」


「分かった」


　ドアの近くを見回すと、スイッチが一つあった。これだな。


　俺がそこに手を伸のばそうとした時、御剣が「あら？」と呟つぶやいた。


　そして、俺がスイッチを押すのと、姿勢を変えながら御剣が喋しやべったのは、ほぼ同時だった。





「なんだろう、これ──」


　カチッ。





　その瞬しゆん間かん。視界が一瞬で明るくなった。最初、明かりがついたからだと錯さつ覚かくしたが、違ちがった。一瞬の後、猛もう烈れつな熱波が体を包み込んだ。反射的に腕で顔を覆おおい、目を瞑つぶる。


「犬海君っ！　御剣さんっ！　逃にげて！」


　外から小春さんが叫さけぶ声が聞こえた。「逃げて」？　どういう意味だ。


　目を開く。


　部屋が、炎ほのおに包まれていた。


　明るいのは、壁かべ一面に広がる炎のせいだった。


　部屋全体が明るく照らされていた。床ゆかも、壁も、天てん井じようも、窓にかかるブラインドも、机の上や床の上に雑多に積み重ねられた機材も、あらゆる物の表面を炎が包んでいた。


　部屋の中で火が点ついてないのは一つだけ。


　御剣だ。


　その御剣は、部屋の真ん中に突つっ立っていた。


　部屋の奥の方をぼんやりと見つめている。放心しているように見えた。


　考えている暇ひまは無かった。


「御剣！」


　俺は叫びながら御剣の腰こし辺りを両手で抱かかえ込み、背中から飛ぶように床を蹴けり、燃えさかる部屋から外に転がり出た。


　プールサイドのコンクリートに背中から落ちる。





　ドムッ。





　上には御剣が乗っているので、更さらに痛い。


「タマキ！　言乃！」


　顔から血の気が引いたるうるが駆かけ寄ってくる。


「俺は大だい丈じよう夫ぶだ！」


　答えている間に、御剣がのそりと俺の上から起き、立ち上がった。俺も急いで続く。


　長屋は、その外側も、炎に包み込まれていた。


「御剣！　怪け我がしてないか？」


　水色のエプロンドレスにも、そこから伸びる手足にも、見たところ火傷やけどを負ったようには見えない。とりあえず一安心する。


　御剣は、呆ぼう然ぜんとした顔で、燃える長屋を見つめている。俺はもう一度呼びかける。


「御剣！」


「えっ？　あ、うん、大丈、夫」


　視線は炎に向いたまま、御剣は心ここにあらずといった感じの返事をした。ホントに大丈夫か？　それとも力を使いすぎてエンプティとやらが関係しているのか？


　とりあえず怪我は無いようだけど、同時に御剣が戦力にならないっぽい事を把は握あくして、俺は晶に向かって叫ぶ。


「晶！　みんなをプールから避ひ難なんさせてくれ！　あと先生に伝えて来い！」


「わっ、分かった！」


　晶は震ふるえる声で返事をして駆けだした。


「るうる！　プールの水を長屋にぶっかけられないか？」


「出来るよ」


「頼たのむ！」


　こくん。


　るうるが首から提さげた懐かい中ちゆう時計を持ち、プールの方に向ける。金色の鎖くさりが、炎の光を反射してうねって見えた。


「行け」


　るうるが小さく呟くと、水面から大木のような水の柱が立ち上がり、それが放物線を描えがいて長屋に直ちよく撃げきする。





　バッシャアアアアンッ！





　もの凄すごい音がして、炎と水とが混ざり合う。しかし──


「消えない!?」


　プールからは延々と放水が続いていたが、それで炎の勢いが弱まっているようには見えなかった。むしろ、水を吸ってますます炎が大きくなっていく気さえした。


「どうなってんだ!?　小屋の中に石油でも詰つまってんのかよ!?」


　俺は首筋をかきむしりながらその光景をただ見ているしかなくて──





　──首筋をかきむしりながら？





　突とつ如じよ、猛もう烈れつな違い和わ感かんが頭の中に這はい上がって来る。目の前には炎に包まれた長屋。その壁一面に炎が這い渡わたっていて──


「──！　そんな訳ないだろ！　《なんでコンクリートの壁が燃えてんだよ！》」





　ぱちん。





　巨きよ大だいなシャボン玉が、ゆっくりと割れていくような音が、耳の中でこだました。


　瞬まばたきの直後、炎は、消えていた。


　るうるが放った水の固まりが長屋の壁やその前の床を水みず浸びたしにしているだけで、長屋にはなんの異常も見受けられない。焦こげ跡あとも、なにも無かった。


　長屋が丸ごと燃えていたという痕こん跡せきが、綺き麗れいさっぱり消えていた。


「魔ま術じゆつ、か」


　小さく呟つぶやく。


　実じつ況きよう室への侵しん入にゆう者を拒こばむ為ための魔術が仕し掛かけられていたと考えるのが妥だ当とうだ。多分、前に火事に遭そう遇ぐうしたという女子も、同じトラップに引っかかったんだろう。


　けれど、誰だれが、なんの為に、こんな事を？


　ふと横を見ると、御剣は未いまだに呆ほうけたような顔をして、鎮ちん火かした、というか最初からなんともなっていなかった長屋を見つめていた。


　俺は、もう一度実況室に入ってみようと一歩前に出た。


　と、その時。





「さて、これは一体なんの騒さわぎなんだい？」





　静かで、良く通り、その上で聞いた人が注意を惹ひかれざるを得ない、そんな声がプールサイドに響ひびいた。長屋に入ろうとしていた足を止め、声がした方に振ふり返る。


　そこには、涼すずしげな顔をした男子生徒が立っていた。


　いや、「男子生徒」だと俺が思ったのは、その生徒が魔術クラスの男子の制服を着ていたからであって、その人が本当に男子なのか、確証はなかった。


　そう言いたくなるくらいに、その人の小さな顔は各パーツが綺麗に整っていて、髪かみを首筋あたりまで伸のばしているのも相まって、まるで女の子が男子制服を着ているように見えた。


　口元に僅わずかに微笑ほほえみを湛たたえていて、さっき発せられた言葉の強さからは想像出来ない気品のある可愛かわいげを感じさせた。右手に閉じた扇せん子すを握にぎっていて、それがとても絵になる佇たたずまいだった。


　細い目には責任ある者特有の力強さと、それに伴ともなう自信が表れているように見えた。


　と、同時に、なんとなく俺は、この生徒をどこかで見た事があるような気がしていた。というかむしろ、誰か知っている人に似ているように感じた。


　ん、誰だろう。
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　あれ、さっきも同じ事考えなかったっけ？


　俺達が黙だまっていると、その人は右手の扇子を頰ほおに当て、困ったように笑った。


「ええと、なんの騒ぎなのかと聞いてるんだけどね。誰か答えてくれる人はいないのかい？」


「あの、あなたは？」


　俺が聞き返すと、その生徒は端たん正せいな顔立ちに似合わない、皮肉っぽい笑えみを返した。扇子を頰ほおにポンポンと当てる。


「おや残念。一応この学校では、多少は知られている身だと思っていたんだけどね」


　なんの事だ？　と思っていたら、碓氷が驚おどろく。


「タマぴょん知らないのかい!?　高等部の生徒会長さんだよ！　二年の御み堂どう宣せん一いちさん！」


「……あー」


　そういえば、全校集会とかでたまに見た事がある気がするな。見覚えがあると感じたのはそのせいだったか。名前は今初めて知ったけど。


　碓氷の紹しよう介かいに、生徒会長は満足そうに扇子をばさっと広げ、扇あおぎ始める。


「責任者は誰かな？　今日は体育会系部活の交流会だと聞いているのだけど」


「あ、はい、私です！」


　少し離はなれた所にいた晶が走り寄り、生徒会長に事態を説明し始める。晶は水着の上からタオルを被かぶり、サンダルを履はいていた。後ろを見ると、晶の指示で避ひ難なんしていた生徒達が、恐おそる恐おそるといった感じにプールに戻もどって来ていた。


　晶が説明を終えると、御堂会長は扇子をぱちっと閉じ、


「なるほど。大まかには分かった。で、」


　と言った後、右手を伸ばし、その閉じた扇子を真っ直すぐ俺に向けた。


「君達は何者なんだ？」


　そしてゆっくりと、俺達五人──時計ウサギと、帽ぼう子し屋と、ハートの女王と、チェシャ猫ねこと、そしてアリス──に、順々に扇子の先を向けた。楽しげに。


「何故なぜここで不思議の国のアリスごっこをしているんだい？　交流会の余興の一いつ環かんかな？」


　一応これ水着なんです、という無む駄だな説明は状じよう況きようを混乱させるだけなのでやめておこう。


「ええと、俺達は欧おう文ぶん研の──」


「なんだって？」


　楽しげな顔はそのままに、急に瞳ひとみが細く、鋭するどくなったように感じた。


　会長は数歩歩いて俺の前に立った。扇子を頰ほおに当て、俺の顔を下から覗のぞき込む。


「欧文研と言ったね？　君達は欧おう州しゆう文化研究会の構成メンバーなのかい？」


「はあ、まあ」


「そうか、君達が……」


　会長は何か面おも白しろい物でも見つけたみたいにクックと笑い始める。


「あの、なにか──」


「その前に」


　会長は俺を制して言った。


「実じつ況きよう室に誰か入ったと言っていたね。誰だい？」


　全員が御剣を見る。御剣はみんなに見られて、一歩前に出た。


「……アタシです」


　会長は御剣を見ると、驚きの混じった笑顔になった。


「おやおや！　いつに無く可愛らしい格好をしているから気が付かなかったよ！　君だったのか！　そういえば君も欧文研に所属してると言っていたね！」


　会長は御剣の事を知っているらしい。制服を見る限り会長は魔ま術じゆつクラスの生徒らしいので、そっち繫つながりかもしれない。


　扇子を持った手を広げて会長が御剣に近づき、微笑む。が、応じる御剣の表情はさっきから優すぐれないままだった。いや、更さらに血の気が引いているように見えた。


　会長は俺にしたのと同じように、御剣の顔を下から覗き込み、言った。


「それで？　実況室で何か見つけたりしたかい？　言乃？」


　……言乃？　この男は、御剣を下の名前で呼ぶような親しい間あいだ柄がらなのか？


　御剣は、会長とは目を合わさず、少し横を向いて答えた。両手をぎゅっと握っている。


「……いえ、特に、なにも。……御堂、会長」


「おやおや！　『御堂会長』だって!?」


　会長が空の青さに負けないような、けれど皮肉がたっぷりこもった笑顔を御剣に向ける。


「やめてくれよ堅かた苦くるしい。言乃、学校でも僕のことは兄さんと呼んでくれと、いつも言ってるじゃないか？」


　！　兄さん!?　こいつが!?　御剣の!?


　俺は驚いて、思わず碓氷を見た。碓氷は俺の視線に気づいて、小さく頷うなずいた。


　御剣の兄貴であるらしい美び貌ぼうの男は俺に向かってビシッと扇せん子すの先を向けた。


「君、名前は？」


「犬海、丸です」


「犬海君。いい機会だから教えておこう。あんまり学園の敷しき地ち内で変な事をしない事だ。ただでさえ、欧文研はお荷物団体なのだからね」


　その言葉にカチンと来た。


「どういう意味ですか」


「『どういう意味ですか』だって？　六月過ぎになるまで部員名めい簿ぼを更こう新しん出来ないような事務作業が下手へたな部活は、この学園では君の所だけなんだって知っていたかい？」


　うっ。


「……けれど、提出はしました」


「それだけじゃないさ！」


　会長は、まるで踊おどるように扇子を広げて扇ぎ、楽しそうに言葉を続けた。


「帆群守学園高等部生徒会会則にはこうある。『部活動の運営には、教師が最低一人顧こ問もんとしてその管理監かん督とくを行う』とね！」


　……え？　そうなの？


　再び碓氷に視線を送る。碓氷はまた頷き返した。


「……すみません、知りませんでした」


「そうだろうとも！　じゃあこれは知っていたかい？　顧問のいない欧文研は、本来同好会扱あつかいであり、サークル棟とうに部室なんて持つ権利なんて無いんだよ。ああ、にもかかわらず！」


　会長は芝しば居いがかった口調で広げた扇子を持ち上げ、肩かたを落とした。


「欧文研は実態がよく分からない部活のくせに、十年以上活動が続いているという理由で、慣例的に部室の存続が許されているんだ。既き得とく権益って奴やつかな。はっ！　馬ば鹿か馬ば鹿かしいね。ちゃんと活動実績があるのに部室を持てない部活動が他ほかにいくらでもあるってのに」


　会長はどうやら欧文研が部室を持っている事がお気に召めさないらしい。しかし、そんな事をここで俺に言われてもなあ。


「しかも、そのお荷物団体を率いているのが、かの『世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ』とあっては──」


　その一言が俺の中にある何かを切った。


「っ！　あんた──！」


　思わず会長に向かって一歩踏ふみ出したその時、





　ガシッ。





　右みぎ腕うでを誰だれかが摑つかみ、俺を引き留めた。碓氷か邪じや魔ますんなと思って振ふり返ると、


「──御剣」


「騒さわぎを起こしてしまった事は謝ります。……兄、さん」


　御剣はまだ少し青い顔で、小さくそう言った。もちろん俺は納なつ得とく出来ない。


「待て御剣、騒ぎを起こしたって、別に俺達はなにも──」


「いいから」


　御剣は、鋭するどく、でも小さく、そう呟つぶやいた。


「ここはアタシに免めんじて耐たえて。……ごめん」


「…………！」


　驚おどろいて口をつぐんでいると、会長は俺が納得したと思ったのか、益ます々ます調子を良くし、扇子で口元を隠かくしてにんまりと笑う。


「大体だねえ言乃、御剣の家の跡あと継つぎが、そんなどうでもいいような部活動に所属している事だってホントは良く無いんだからね？　少しは体面という物も気にしてくれよ。お父様方に申し訳が立たないだろう？　君の能力を発揮出来る場所は他にいくらでもあるだろうに」


　この優やさ男おとこを殴なぐり飛ばしたくなる気分が瞬しゆん間かん的に噴ふき上がるが、俺の右腕は御剣に強く握にぎられていた。あまりに強く握るので、少し痛いくらいに。


　御剣はうつむいていた。俺の腕を握るその手は真っ白になっていて、


　そして、小さく、震ふるえていた。


　その震えを感じて、俺は自分が徐じよ々じよに冷静になっていくのを感じていた。


　会長はひとしきり喋しやべって気が済んだのか、パチン、と扇子を閉じ、胸ポケットに挿さした。


「まあ、何事も無かったようで良かった。学園生活が円えん滑かつに行われる事が、僕の本ほん望もうだからね。では失礼するよ。ごきげんよう」


　きびすを返し、軽かろやかな足取りで歩き出す。そして、恐おそる恐おそるこちらを眺ながめていた生徒達ににこやかに手を振りつつ、プールから出て行った。


　残された俺達は、しばらく誰も口を開かなかった。


　やがて、ずっとうつむいていた御剣が顔を上げ、力なげな笑え顔がおを作る。


「シラけちゃったわね。そろそろ、部室に戻もどりましょうか」


「そ、そうだね」


「は、はい……」


　碓氷と小春さんが同意する。俺は黙だまって頷うなずいた。


　と、るうるが両手を大きく振る。


「いちごオレ、まだ買ってない！」





　　　　◆





　結局るうるの主張は通らず、俺達は生協には寄らずにプールから直接部室に戻ってきた。


　なんでかと言えば、制服が乾かわいていなかったからである。


　るうるが俺達にかけた魔ま術じゆつは「今着ている服を水着に替かえる」という物だったようで、魔術が解けた途と端たん、ぐっしょりと濡ぬれた制服がべっとりと体にまとわりついたのだ。この状態ではとても大学生協には行けない。俺や碓氷はともかく、ブラウスの表面に下着の線がくっきり浮うき出ていた小春さんや御剣は──


「タマぴょん、思い出し笑いしてる。スケベっぽい」


「なっ！」


　慌あわてて手で口を覆おおうと、にやにやしているのは碓氷の方だった。


「噓うそだよ。でもスケベな事を考えていたのは当たったみたいだね」


　俺は返答しない事で抗こう議ぎの意を示した。


　部室の外の廊ろう下かに俺達二人はいた。窓の下に出来た僅わずかな日ひ陰かげに座り込んでいる。廊下の窓にはカーテンなんか無い為ため、直射日光が降り注いでいる。端たん的てきに言えば暑い。既すでにプールで遊んだ開放感や清せい涼りよう感かんは底をつき、じっとりした汗あせが額に浮かんでいた。


　欧おう文ぶん研以外の部室にはエアコンがあるので、好きこのんで日差しが降り注ぐ灼しやく熱ねつの廊下にいるのは俺達だけだった。いや違う。好きでこんな所に座ってる訳じゃない。


　なんで部室に入らないかというと、ただ今部室では女性陣じんが着き替がえの最中であり、当然その間は男子禁制だからなのだ。


　ちなみに俺達二人は男子トイレで体操服とジャージに着替えた。


「お前らも女子トイレで着替えればいいんじゃないか？」


　俺がそう聞いたら、


「あんたデリカシーって物が無いの？」


「あの、それはちょっと……」


「無ぶ粋すい。３ptポイントダウン」


　と、一刀両断された。正直、未いまだに納得出来ない。


　そんな訳で、俺と碓氷は廊下に座り込んで部室の扉とびらが開くのを今か今かと待っている訳である。まあ、ここに比べればちょっとは涼すずしいだろう、くらいなのだけど。


「しかし、着替えにどんだけ時間かかってんだよ」


「女の子には色々あるんだよ。きっと」


　分かったような事を言って狐きつね顔がおが笑う。暇ひまを潰つぶすには、碓氷と話をするしか無いようだ。


「さっきの会長、ええと、名前なんだっけ」


「御堂だよ。御堂宣一」


「そうその人。御剣の兄貴なんだよな？」


「そうだよ」


「おかしいだろ」


「なにが？」


　碓氷は俺が何を疑問に思っているのか分からないらしい。


　俺は、嫌いやな予感がした。


　もしかして、これは魔術なのか？


　また誰だれかが魔術をかけていて、俺だけがその外にいるのか？


　俺は、恐る恐る、碓氷に確かく認にんした。


「《なんで、名字が違うんだよ》」





　……





　…………





　………………？





　いつもの「ぱちん」って奴やつが無い。つまり、魔術では無い、という事のようだ。


　碓氷は少し目をパチクリさせてから、何かに気づいたかのように笑った。


「あ、そうか。タマぴょんは知らないのか。そうだったね」


「なんの事だ？」


「御堂さんは、養子に出されたんだよ。御剣家から、御堂家にね。ここの生徒なら、大たい抵てい事情は把は握あくしてるもんだから、タマぴょんが何を疑問に感じてるのか分からなかった」


「養子に出された？　何故なぜ？」


「それが御剣家のルールだからだよ」


「ルール？」


　碓氷は「そうさ」と言って指を一本立てた。


「御剣の家は代々高名な魔ま術じゆつ師しを輩はい出しゆつしてきた名門だって話はしたよね？　してない？　そうだったかな……。まあいいや。そうなんだよ。そして、生まれてきた中で、最も魔術師として優ゆう秀しゆうな素質を持った子供以外は、十歳になる前に養子に出すルールがあるんだ」


「なんの為に？」


「跡あと目め争あらそいを起こさせない為じゃないかな？　御剣家を継つぐというのは、巨きよ大だいな権力を引き継ぐのに等しい。その為に、身内で家か督とくの相続を争う事になるのを避さけているんだと思うよ」


「それ、ここの生徒なら誰でも知ってる事なのか？」


「いや、家督争い云うん々ぬんは、調べないと分からない事」


「じゃあなんでお前は知ってるんだ？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


「いつもながら意味が分からん」


「やれやれ、タマぴょんは、今日は機き嫌げんが悪いようだね」


「え？」


　突とつ然ぜんそんな事を言われて、俺は碓氷を見た。


「機嫌が悪い？　俺が？」


　碓氷は肩かたをすくめて、狐に似た目を細めた。


「顔に出てるよ。そんなに御堂会長との第一次遭そう遇ぐうは不快だったかい？」


　確かに、廊ろう下かで待っている間、俺はずっとプールでの事を考えていた。俺は答える。


「まあ、さすがにるうるの前であの言葉を口にしたのはイラッときたけど──」


　世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ。


　それは世間がるうる──より正確には水那斗兄妹きようだい──に付けた二つ名だ。「世界に災厄をもたらしうる魔術師」という意味で、兄妹が持っている、世界を根本から変化させかねない能力に対する畏い怖ふを表していた。


　そして俺は、るうるがその二つ名で呼ばれるのが大だい嫌きらいだった。


「──でも、あの人の事は別にどうでもいい。相手が会長だろうがなんだろうが、言いたきゃ言わせておけばいい」


「じゃあ、なにをそんなにイライラしているんだい？」


　イライラしている？　俺が？


　思い出す。さっきの出来事を。


　御堂会長が現れて、俺が動いた時、御剣が止めて、それで──


　──そうか。


「……抗こう議ぎしようとした俺を御剣が止めた時、あいつ、俺に『ごめん』って言ったんだ」


「へえ」


　碓氷は少しだけ目を大きくして、小さく驚おどろきを表明した。


「いつも自分の行動に自信と信念を持っていて、俺相手には何があっても謝ったりしないあいつが、部活やるうる、それにあいつ自身が馬ば鹿かにされてるのに、我が慢まんしていたんだ。その上『ごめん』って」


　あの時、俺の腕うでを摑つかむ御剣の手は震ふるえていた。


　あれは兄貴を怖こわがっていたとかじゃない。そんな筈はずがない。


　あれは、怒いかりを抑おさえていたんだ。爆ばく発はつ寸前の怒りを、必死に抑えていたんだ。


　あそこで生徒会長にたてついたら、事態がより悪くなる。御剣はそう考えて俺を止めたんだ。


「……そうか、確かに俺はイラついているのかもしれない」


　会長にではなく、自分に。


　あの場で上手うまく立ち回れなかった、自分に。


　御剣に「ごめん」と言わせてしまった、自分に。


　ふがいない自分自身に、イラついていた。


　未いまだ開かない部室の扉とびらをじっと見つめていると、突とつ然ぜん碓氷が俺のこめかみをデコピンした。


「いたっ！　なんだよ！」


　こめかみを押さえて文句を言う俺に対し、けれど、碓氷は綻ほころばせた顔を向けた。


「タマぴょん。君は本当に仲間思いなんだねえ。僕は君みたいな友達を持って光栄だよ」


「なに？」


「でもね、タマぴょん。一人でなんでも抱かかえ込むのは良く無い。僕達に頼たよってもいいんだよ」


「どういう意味だ？」


「だってね、僕達は仲間なんだから」


「益ます々ます分からん」


「あー、うーん、まあ、すぐには伝わる気がしないから、いいかな」


　碓氷はそう言って、ちょっと困ったように笑った。





　ガラッ。





　部室のドアが開き、御剣がひょいと廊下に顔を覗のぞかせた。


「入っていいわよ」


　その表情も、口調も、いつも通りの御剣だった。俺達は一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから、床ゆかから立ち上がった。





　　　　◆





　部室の中を覗くと、女子は全員体操服に着き替がえていた。部室で制服以外の格好を見る事は滅めつ多たに無いので、ちょっと新しん鮮せんだ。


　俺達を呼びに来た御剣は、冷蔵庫から麦茶のボトルを取り出そうとしている小春さんの横をスタスタと歩いて、窓まど際ぎわ定位置の椅い子すに向かっている。この二人は下にジャージを穿はいていた。体操服やジャージは、一いつ般ぱんクラスと魔ま術じゆつクラスで共通らしい。


　るうるだけがジャージを穿かずにスパッツ姿で、椅子の上にちょこんと座っていた。小さな両手で大事そうに握にぎったいちごオレをちゅうちゅう飲んでいる。


「……あれ？　るうる、なんでお前それ飲んでるんだ？　在庫が無くなったから大学生協に行こうとしてたんだろ？」


　るうるはストローを口からちゅぽんと引き抜ぬいて、ふるふると首を振ふる。


「これは、とっておきの予備。こういう緊きん急きゆう事態に備えてた」


「お前にとって、いちごオレが飲めない事はどんだけ緊急事態なんだ……？」


　まあどうでもいい。碓氷に続いて俺も中に入る。


　陽ひが直接差して無い事、少し強めの風が吹ふいている事で、部室は廊ろう下かに比べれば遥はるかに涼すずしかった。女子三人の制服を通したハンガーが窓にかかっていて、夕方の風がブラウスとスカートを揺ゆらしていた。


「あんた達も制服干しときなさいよ。乾かわかさないと帰れないわよ」


「あ、ああ」


　椅子に座った御剣の普ふ段だん通りの口調に、ついぎこちない返事になってしまう。


「タマぴょん、僕かけとくから、制服貸して」


　俺の手から制服の固まりを受け取った碓氷が窓際に向かう。


　窓際に到とう着ちやくした御剣は、パイプ椅子に腰こしをかけ、左足を持ち上げて椅子に乗せ、それを抱だきかかえるようにして窓に寄りかかった。いつものポーズだ。


　そして、一瞬俺の方を見て、すぐ窓の方に逸そらし、言った。


「さっきは悪かったわね。あの人とは昔からソリが合わないの。気にしないで」


　それはなんとなく「これ以上詮せん索さくしないで欲しい」という先制攻こう撃げきのようにも聞こえた。御剣が普段通りの調子に戻もどっていたので、更さらに話を振りにくい雰ふん囲い気きになっていた。もしかしたら、質問させない為ためにわざとそう振る舞まっているのかもしれない。


　ハンガーが無くなったので俺のワイシャツとズボンだけ窓の縁ふちに干して「これでよし」と満足そうに頷うなずいた碓氷がこちらを振り向く。いや「よし」じゃないんじゃないかそれ。


「さて、今日は何をする？」


　部屋の中の微び妙みような空気を脇わきに寄せるように碓氷がそう言うと、るうるが右手をぴっと真上に伸のばし、小さな手のひらを見せて「はい」と言った。


「るーちゃん、なに？」


「〝三不思議〟を調べるの」


　……忘れてた。というか、るうるには忘れていて欲しかった。


　碓氷はるうるの発言を予測していたらしく、満面の笑えみでパンと手を打った。


「そうそれ！　『燃える小屋』があったって事は、残り二つの怪かい事件もあったって事だよね！」


「あのあの、『燃える小屋』って、さっきの長屋の事ですか？」


　麦茶の入ったグラスを机に並べながら小春さんが聞く。るうるは、無表情ながら瞳ひとみに真しん剣けんさを25％浮うかべて碓氷を見ていた。御剣は、碓氷の話を聞いているのかいないのか、ぼんやり窓の外を見ているようだった。るうるが聞く。


「あとの二つは、なんて言うの？」


　るうるが尋たずねると、碓氷は待ってましたとばかりに両手を広げる。


「それでは説明しよう。二つ目の事件は『ロッカーの犬』と呼ばれている」


　るうるが小さく首をかしげる。


「ろっかーの、いぬ？」


　と、その時。





　トントンッ。





　ドアをノックする音。


「はーい」


　るうるが答え、椅子からぴょんと飛び降りて、とてとてと入り口に向かう。


「どちらさま？」


　言いながらドアを開けると、そこには見知った顔がいた。るうるが叫さけぶ。


「あきら！」


「やっほーるーるん。さっきはどーもね」


　来訪者はさっきプールで一いつ緒しよだった晶だった。今は制服を着ている。ショートの髪かみが若じやつ干かん湿しめっているように見えた。


　るうるに手を引かれて部室に入ってくる晶に俺は聞いた。


「交流会はもう終わったのか？」


「うん。ま、最後ちょっと変な感じになっちゃったけど」


　晶の弱々しげな笑みに、俺は少しキョドった。


「その事で来たのか？　悪い事したな」


「あ、ううん！　違ちがうの！　みんなにはすっごい感謝してる！　ウォータースライダーもアリスの仮装も大好評だったもの！　感かん謝しや感かん激げきる！」


「ええと、じゃあ、どうかしたのか？」


「あのね、るーるん、というかみんなに、ちょっとお願いがあって来たの」


「おねがい？」


　るうるが晶を見上げて聞き返すと、晶は真剣な表情で頷く。


「あのね、『ロッカーの犬』を退治してくれないかな、って」


　それは、今さっき碓氷の口から出たのと同じ言葉だった。





　　　　◆





　とりあえず俺達は晶を座らせ、事情を聞く事にした。


　小春さんが出した麦茶を一気飲みした後、晶は話し始めた。


「ええと、晶が女子ラクロス部だってのは知ってるよね？」


　俺は頷き返し、るうるは手を挙げて「しってる！」と自じ慢まんげに言った。晶は嬉うれしそうに「良いい子良い子」とるうるの頭を撫なでた。


「じゃあ、ラクロス部の『開かずのロッカー』の話は知ってる？」


「それは、しらない」


「体育実技棟とうの横に体育会系のサークル棟があって、ラクロス部もそこに部室があるのね。で、部室にはロッカーが並んでるんだけど、その中で、三つだけ使用不可のロッカーがあるの」


「使用不可？　鍵かぎが壊こわれてるのかい？」


　碓氷が聞く。


「壊れているって言うか……、まあ、壊れているっていうのも正しいのかな。鍵がかかってて、開けられないんだ」


「そんなの、壊れてるなんて言わないわよ。鍵を開ければいいだけの話じゃない」


　折り曲げた膝ひざの上に頭を載のせた御剣が言った。さっきまではぼんやりしていたけど、今は元の調子に戻もどっているように見えた。太ももの上に置いた携けい帯たい電でん話わをカチカチ操作している。


　晶は「そうしたいのは山々なんだけど……」と笑った。


「鍵がね、無いの。何年も前から」


「どういう事？」


「女子ラクロス部の部室って、前は女子卓たつ球きゆう部だったんだけど、顧こ問もんの人が不ふ祥しよう事じを起こして学校を辞やめちゃったのね。その後、後任の顧問を見つける事が出来なくて、女子卓球部は同好会に格下げ、部室を持つ権利が無くなって、追い出されちゃったの」


　……部室に沈ちん黙もくが降りる。俺はなんとなく、碓氷と視線を交かわした。今まで存在も知らなかった女子卓球部の存在が、欧おう文ぶん研の未来を暗示しているような気がしたからだ。


　俺達が黙だまっていると、晶が慌あわてた。


「あ、あれ？　みんなどうしちゃったの？　急に暗い顔してない？」


「いや、気にするな。こっちの話だ。続けてくれ」


　晶は微び妙みような顔をしながら「う、うん」と答えた。


「その時、女子卓球部の部員は三人だけだったんだけど、部室を引き払はらう時に、ちょっとしたイタズラをしたのね。イタズラっていうか、復ふく讐しゆうかな」


「ロッカーに鍵をかけて、その鍵を持ち帰ったのね」


「そゆこと。合い鍵も無いし、鍵だけ取り替かえる事も出来ないから、ロッカーごと交こう換かんするしか無いんだよね」


「つまんない話。やる事がちっちゃいのよ。顧問を見つけられなかったのは自分たちのせいじゃない」


　……御剣、その言葉、そっくり俺達にも返ってくるかもしれないんだぞ。


「麦茶、おかわりどうぞ……あのあの」


　小春さんが晶の空のグラスをお盆ぼんに載せながら、おずおずと会話に入ってくる。


「開かないロッカーの話は分かりましたけど、それと『犬』はどんな関係が……？」


「あ、そうだった。そっちの話をしに来たんだったよ」


　おかわりの麦茶をやはり一気飲みして、晶がからからと笑う。もっと味わって飲め。


「生徒会にはロッカーの交換を申しん請せいしてるんだけど、これが中々通らなくてさー。しかも、今年は新入生がいつもより多くて、とうとう数が足りなくて、ロッカーを使えない子が出てきちゃったのね。そんなの困るじゃん」


　別にロッカーが無いくらい困る事か？　と口から出で掛かかったけど、るうると小春さんが真しん剣けんにコクコクと頷うなずき、御剣が「そうね」と同意したので、ギリギリの所で止めた。見ると、碓氷がにやにやしてこちらを見ている。俺は、さっき碓氷が言っていた「女の子には色々あるんだよ」という言葉を思い出した。


　ん、待てよ。


「魔ま術じゆつで開けられないのか？　その鍵」


　俺がそう言うと、何故なぜか室内に微妙な沈黙が訪おとずれる。


「うーん、そりゃまあ、ラクロス部にも魔術クラスの子がいない訳じゃないけど……」


　言葉を濁にごす晶。碓氷だけがにこにこと笑っていた。


「？　俺、なんか変な事言ったか？」


　すると、御剣が立ち上がり、腰こしに両手を当てて俺の方を向いた。


「犬海、あんたホントになんにも知らないのね」


「なにがだよ」


「いいわ、アタシが教えてあげる。魔術でロッカーを開けても、根本的な解決にはならないの。魔術では恒こう久きゆう的に《理ことわり》を変え続ける事が出来ないから。これ、前にも言ったわよ？」


　……ああ、そういえばそうだった。


「だから、魔術を使って一時的に鍵を外せたとしても、いずれまた『開かずのロッカー』に戻ってしまうのよ」


「それじゃあ、意味ないな」


「そ。意味無い」


　御剣は椅い子すに座り直して、「話を続けて」と促うながした。晶は頷く。


「ええと、どこまで話したっけ？」


　るうるがぴっと手を挙げる。


「ロッカーが、たりなくなったところ」


「おお、そうだそうだ。るーるんさんきゅ。それでね。部員の彼氏さんが手先が器用だって事で、ロッカーの鍵かぎを開けられないか試ためしてもらったんだよ」


「ほほう！　ピッキングが出来る生徒が帆群守にいるとは知らなかった！」


　碓氷が嬉うれしそうに細長い吊つり目を更さらに細めた。俺は聞く。


「ピッキングってなんだ？」


「特とく殊しゆな工具を使って、鍵を使わずに錠じようを外す事だよ」


「それって犯罪なんじゃないか？」


「ピッキング自体に違い法ほう性せいは無いよ。錠を開けた後、無断で人の家に入ったり、物を盗ぬすんだりしたら、そりゃ当然法で裁かれる対象になるけどね」


　そういうものなのか？　まあ別にどうでもいいけど。


「晶。その彼氏とやらが錠を開けられたとしても、今度は閉められないんだから、ロッカーとしては使えないんじゃないか？」


「そんな事ないよマル。ロッカー自体の鍵は開けっ放しにしておいて、その上から別の鍵をかければいいんだよ。南なん京きん錠じようとか」


「何度も言うがマルって呼ぶな」


「二人は部長の許可を取って、部活の無い日に部室に行って、錠を開けようとしたの」


　俺の注意を無視して晶は話を進め、そして、一度言葉を切った。


「それで、ここからは、その部員の子、つまり、晶の友達に聞いた話なんだけど」


　少し、声のトーンを下げる。


「彼氏さんが鍵かぎ穴あなに針金みたいな細い板を差し込んだ途と端たん、急に、ゴロゴロゴロゴロッ！　って、音が聞こえたのね」


「ひゃっ！」


　静かな口調で話していた晶が急に大きな音を出したので、小春さんが思わず声を漏もらす。晶は怪かい談だんでも披ひ露ろうしているつもりなのか、怖こわがる小春さんの反応を楽しむように話を続けた。


「初めは、彼氏さんは『遠くで雷かみなりでも鳴ってるんだろ』って言って、気にしないで鍵穴をガチャガチャ弄いじってたんだけど、その度たびにゴロゴロ……ゴロゴロ……って音がしたんだって。しかも、段々音が大きくなるのね。で、その時、友達がある事に気づいたの。そして、それを彼氏さんに聞いた」


「……なんて、ですか？」
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　小春さんが思わず聞き返す。この人もしかして怖い話が好きなんだろうか。


「『この音、ロッカーの中から聞こえてこない？』って。『それに──』」


「それに？」


　小春さんが身を乗り出す。るうるの瞳ひとみにも真剣さ35％浮うかんでいる。晶は二人を見た。


「『──それに、この音、雷じゃなくて、犬の鳴き声みたいじゃない？』」


　急に強い風が吹ふいて、窓まど枠わくにかけていた制服が大きく揺ゆれた。ハンガーがガチャガチャと音を立てる。るうると小春さんの体がびくっと跳はねるのが見て取れた。俺は言った。


「晶、あんまり怖がらせるな。怪かい談だん話をしに来た訳じゃねーだろ」


「あはは、ごめんごめん。でもね、ホントに怪談っぽくなるのはここからなんだよね……」


　謝りはしたけど、怪談口調をやめるつもりは無いらしく、晶はゆっくりと話し続けた。


「友達があんまり気味悪がるから、彼氏さんが『んなわけない』って、ロッカーの隙すき間まから中を覗のぞき込んだのね、そしたら彼氏さんは──」


　ごくり。誰だれかが唾つばを飲み込む音が聞こえた。晶はめいっぱい間を溜ためてから、言った。


「──ロッカーの中で光る二つの瞳と目が合ったの！」


「きゃあっ！」


　小春さんが口を覆おおう。うーん、楽しんでるな確実に。まあいいけど。


「それが『ロッカーの犬』か」


「そゆこと。しかも、更に恐おそろしい事があって」


「恐ろしい事？」


　晶は神しん妙みようそうに頷うなずいた。


「彼氏さんは悲鳴を上げて、友達を置いて逃にげちゃったのね。その結果──」


「その結果？」


「──その子、愛あい想そを尽つかして、彼氏さんを振ふっちゃったの！」


「……いやそれはどうでもいい話だろ！」


「そんな訳でさ、『犬』が魔ま術じゆつなのか幽ゆう霊れいなのか分からないけど、るーるん達に調べてもらえないかなと思って」


「聞けよ人の話を！」


　俺が立ち上がりかけると、碓氷が「まあまあ」と手で制した。


「ともあれ、概がい要ようは摑つかめただろタマぴょん。女子ラクロス部に放ほう棄きされた『開かずのロッカー』。そしてその中に潜ひそみ、扉とびらの開放を拒こばむ謎なぞの犬。雰ふん囲い気き満点じゃないか」


　雰囲気満点かどうかは知らないが、るうると小春さんのハートをがっちり摑んでいるのは確かだった。小春さんは恐きよう怖ふと好こう奇き心しんで顔を赤くしていて、るうるの瞳は「早く調査に行きたい」と書き込まれているかのようにキラキラしていた。そして二人はしっかりと両手を握にぎり合っていた。


　俺はまあ、これは行く事になるんだろうなとは思いながら、念の為ため、御剣に尋たずねた。


「どう思う？」


「えっ？」


　御剣は何か考え事をしていたのか、それとも単にぼうっとしていたのか、俺の言葉で我に返ったような声を出し、顔を上げた。太ももの上に載のせた携けい帯たい電でん話わが落ちかけ、慌あわてて拾い上げる。携帯を畳たたみ、御剣が聞き返した。


「何？　犬海」


「聞いてたろ？　『ロッカーの犬』」


「ああ、うん。水那斗が調査したいって言うなら、まあ、いいんじゃない」


　……ん？


「珍めずらしいな。こういう厄やつ介かい事にはいつも消極的なのに」


「え、そう？　そんな事無いと思うけど」


　御剣は努めて軽い口調で答えた。しかし、俺にはそれが、逆にとってつけた感じに聞こえた。今も何か、全然別の事を考えながら喋しやべっているような、そんな気がした。


　表向きは平静を保っているけど、さっきの会長とのやりとりが、まだ心の中でわだかまっているのかもしれない。ここはそっとしておくか。


　とはいえ、とりあえず御剣もＯＫらしい。俺はるうるに言った。


「好きにしてくれ」
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　第二章　七月十一日（水）　唸る犬の影







　次の日。放課後。午後六時。完全下校時刻の三十分前である。


　俺達欧おう文ぶん研のメンバーは、女子ラクロス部の部室の中にいた。


　ちなみに晶は部室の鍵かぎを開けて俺達を中に入れた後、誰だれか余計な人が入って来ないように外で見張ってくれている。


　というのも、部室に入るなり御剣がこう提案したからだ。


「相手が魔術なのかオカルトなのか知らないけど、アタシや水那斗が魔術を使う時に、他ほかの人を巻き込む危険があるから、出来れば室内はアタシ達だけでいたい」


「巻き込む危険って、俺や小春さんや碓氷は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「小春はアタシが守るから大丈夫。あんたと碓氷は自分でなんとかしなさい」


「なんだそれ……」


　微び妙みようどころか全然納なつ得とくいかないが、欧文研での男子の発言権は、北極の氷売りよりも価値が低いのでしょうがない。晶には外で待機してもらう事になった。


「あのあの、私、体育会系の部室に入ったの初めてです」


　小春さんがそう言いながら室内を見み渡わたす。


　縦長の、そんなに広くも無い空間だった。欧文研と同じくらいかもしれない。片側にロッカーが並び、反対側には備品やホワイトボードが置かれている。真ん中にはベンチが二つ。一番奥には曇くもりガラスの窓があって、今はブラインドが下がっていた。


「タマキ」


　るうるが俺を呼ぶ。るうるは窓の少し手前にある、つまり部屋の一番奥のロッカーの前に立っていて、扉とびらをガチャガチャしていた。俺はそちらに歩み寄る。


「どうした、るうる？」


　るうるはロッカーから手を離はなし、端はしから順番に三つのロッカーを指差した。


「たぶんこの三つが『開かずのロッカー』。この三つだけ名札が無い」


「お前、もう少し警けい戒かいとかしろよな……」


　こくん。


「警戒する」


「ホントに分かってんのかな……」


　ロッカーは外見的な特とく徴ちようは特に無かった。俺の身長より少し高いくらいの大きさで、扉の上部と下部に、横に細長いスリットが三本ずつ入っている。俺は碓氷に聞いた。


「なんでロッカーの扉って穴が空いてるんだ？　明かり取りか？」


「タマぴょんがロッカーに移住するつもりなら、確かに明かり取りが無いと困るだろうけどね」


　狐きつね目めが笑う。


「これは通気口だよ。上と下に三本ずつあるだろ？　扉を閉める時にここから空気を逃にがして、閉めやすくしてるんだ。開ける時は逆」


「へえ」


「まあ、換かん気きの意味もあるのかもしれないけど」


「なんでそんな事知ってるんだ？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


　碓氷はいつもの意味があるんだか無いんだか分からない決め台詞ぜりふの後、三つのロッカーの中で、窓から一番遠いロッカーの穴を覗のぞき込んだ。


「今は、何も無いみたいだね。暗くてよく分かんないけど」


「お前もちょっとは警戒しろよ……」


「あはは、僕はあんまり心配してないんだよ」


「どうして」


　すると碓氷はくるりとこちらを向いて、指を二本立てた。


「理由は二つある。一つはオカルトを信じていない事。犬の幽ゆう霊れいよりは、魔ま術じゆつの仕し業わざという方が遥はるかに合理的だね。そして二つ目は、原因が魔術だとしたら、タマぴょんが打ち消してくれるから問題無いって事さ」


「気軽に頼たよってくれるよな、お前」


「いつだってタマぴょんを頼りにしてるよ」


　ポンポンと俺の肩かたを叩たたき、碓氷はにっこり笑った。


　振ふり返ると、女子三人がそんな俺達を眺ながめていた。小春さんの顔が紅潮しているように見えるのは何故なぜだろう。


「男同士でじゃれあってないで、始めるのよ」


　御剣が冷たく言い放ち、るうるが真しん剣けんな表情でこくこくと頷うなずいた。小春さんは「じゃじゃじゃ、じゃれあうだなんて……」と更さらに顔を赤くする。意味がよく分からない。


　俺はるうるに聞いた。


「このロッカーの錠じよう、魔術で《最初から開いてる》事にしてくれるか？」


　こくん。


「わかった」


　るうるは首から提さげた懐かい中ちゆう時計の蓋ふたを開ける。六時四十三分を指した盤ばん面めんがロッカーに向く。いつ見ても時刻が同じなので、あの懐中時計はどうも止まっているっぽい。けれど、そういえばその理由をるうるに聞いた事はまだ無かった。


「タマキ」


「え？」


「できたよ」


「っと、すまん。さんきゅな」


「なにぼけっと自分の世界入ってんのよ。さっさと調べるのよ」


　さっきから妙みように御剣がとげとげしい気がするが、ぼうっとしていたのは確かなので反論しない。適当に提案する。


「じゃあ、せーので開けてみるか」


「ＯＫ。水那斗と小春は一番右のをお願い」


　こくん。るうるが頷き、小春さんと手を繫つないで右のロッカーに手をかける。


「犬海、どっち？」


　聞かれて、考える。まあ、別にどっちでもいい。


「じゃあ、左」


「ＯＫ。じゃあそっちはアタシが確かく認にんするから、あんたと碓氷は真ん中をお願い」


「分かった」


　俺は首筋をかきつつ、真ん中のロッカーに手をかける。俺の背中に碓氷が立った。


「なんで後ろにいるんだ？」


「もし『犬』が襲おそいかかってきても大だい丈じよう夫ぶなようにだよ、タマぴょん」


「お前、俺を生いけ贄にえにして逃げる気だな……」


「友情に感謝だね」


「くだらない事言ってんじゃないのよ。準備はいい？」


　見ると、御剣も左のロッカーに手をかけていた。俺は頷いて言った。


「よし、３、２、１で開こう。行くぞ。３……２……１……」


　取っ手をグッと摑つかむ。


「ゼロ！」


　一気に開ける。


　が、しかし。


「……なんにもないね、タマぴょん」


「ああ。なにも無いな」


　拍ひよう子し抜ぬけだった。まあ、なにかあったらそれはそれで困るんだけれども。


「るうる、そっちはどうだ？」


　右の方に声をかける。俺が開けた扉とびらが邪じや魔まで二人の顔が見えないが、声だけ返ってくる。


「なんにも無い」


「そうですね。空っぽです」


　反対側を向くと、こちらも扉のせいで御剣の顔が見えない。


「御剣、そっちはどうだ？」


　俺の質問にすぐ答えず、御剣は扉を閉めた。現れた御剣の表情は、少し緊きん張ちようしているように見えた。こいつはこいつで『犬』を警けい戒かいしていたようだ。小さく息を吐はいて、俺を見る。


「こっちも、空ね」


「ふむ……」


　右も左も空のロッカー。そして俺と碓氷が見た真ん中のロッカーにはなんにも無い。『ロッカーの犬』とやらはどこにいるんだ？


「……ん、待てよ？」


「どうしたんだい？　タマぴょん」


　俺はもう一度ロッカーを覗のぞき込んだ。


「碓氷。なんでこのロッカー、なんにも無いんだ？」


「また哲てつ学がく的な事を言うねタマぴょん。何も無い事の理由を説明するのは結構困難だよ」


「いやそうじゃなくて、当然ある筈はずの物が無いだろ」


「ある筈の物？　ロッカーの中にある筈の物ってなんだい？」


　俺はロッカーの中を指差す。


「例えば、壁とか」


　俺と碓氷が覗いたロッカーの中は、なんにもなかった。


　ただ、真っ黒な孔が穿たれているだけだった。


　まるで、異世界への入り口のように様々な黒色が混ざり合った孔だった。


「──っ！」


　ようやくその違い和わ感かんに気づいた時、俺は一いつ瞬しゆん反応が遅おくれた。


　黒色の奥から、何かがこちらに向かって駆かけてくるのを感じた。直後、





　ゴロゴロゴロゴロッ！





　まるで雷かみなりのような音を、その駆けてくる何かが発した。


　俺は反射的に、ロッカーの扉を閉めようとした。これは明らかに失敗だった。そんな事をする前に、俺はこのどこかと繫がっている黒い孔の魔ま術じゆつを破るべきだったんだ。


　扉を閉め切る直前、それが内側から突とつ撃げきし、扉が弾はじけ飛んだ。


「うわああっ！」


　横にいた碓氷を押し倒たおすように扉を避よけ、二人で床ゆかに倒れる。





　グワッシャ！





　ひしゃげた扉が床に転がり、そしてその上に、ロッカーから飛び出してきたそれが、四つの足でピタリと着地した。


　それは犬だった。正確には、犬のように見えた。


　黒い。光る二つの赤い瞳ひとみと、白い歯以外は、全身を黒い毛並みが覆おおっていた。尖とがった歯の隙すき間まから、威い嚇かくするようにゴロゴロ……とうなり声が聞こえてくる。赤い瞳はどう猛もうな輝かがやきを湛たたえてこちらをじっと見み据すえていた。


　漆しつ黒こくの毛並みが波打っていて、それが犬の大きさを惑まどわせる。子犬のようにも、人より大きいようにも見えた。


　こちらの出方を見ているのだろうか。四本の足が動き出す気配は無い。


「…………？」


　違和感。


　犬は動かないのに、毛並みは波打ち続けている。なんだ、これ？


　よくよく見ると、その違和感の正体に気づいた。


　犬を覆っているのは毛では無かった。黒い炎だ。


　炎が犬の体を包み、その表面が波打っている。


　俺はそれを見て、恐きよう怖ふが増すと共に、実は少し安あん堵どしていた。


　明らかに普ふ通つうでない犬。つまりこれは、魔術だ。


　そして魔術なら、俺は対たい抗こうする事が出来る。


　俺は体を起こし、呼吸を整える。


　そして、しっかりと、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。


「《毛皮が炎で出来てる犬なんて、存在しない》」





　……





　…………





　………………ん？





　いつもの「ぱちん」が来ない。シャボン玉の弾ける音は聞こえず、犬はまだ目の前にいる。


　どういう事だ？　何故なぜ消えない？　何故、魔術が破れない？


　俺はあり得ない事態に遭そう遇ぐうして、頭が真っ白になった。


　その刹せつ那な、犬がうなり声を上げて俺に飛びかかってくる。


　俺はぼんやりとそれを見つめていた。


「タマキ！」


「！」


　るうるの叫さけび声で我に返り、瞬しゆん時じに頭を下げる。その上を、燃える犬が飛び越こえた。





　ゴロゴロゴロッ！





「きゃあっ！」


　小春さんの細い悲鳴が響ひびく。犬は、小春さんとるうるも飛び越えて、部室の入り口の前に着地し、そしてまたこちらを振ふり向いて立った。


　逃にげ道を塞ふさがれたのだと気づくのに数秒を要した。


「犬海、大だい丈じよう夫ぶ？」


　部屋の奥にいた御剣が横に立っていた。犬を睨にらみつつ、俺の側そばにしゃがむ。


「ああ……。でもなんなんだ。あれ、魔ま術じゆつじゃないのか」


「いえ、魔術よ」


「でも、破れなかったぞ！」


　御剣は小さく眉まゆ根ねを寄せてから、答えた。


「あんたの力は、多分、魔術によってねじまげられた《理》を元に戻もどす事なのよね」


「それが？」


「あの犬はね、いるの。実在するのよ」


「実在、する？」


　御剣が真しん剣けんな表情で頷うなずく。


「あれは『ガルム』と言って、北ほく欧おう神話に登場する冥めい府ふの犬なの。術者の生命力を分け与あたえる事でこの世界に生を持つ魔術生物の一種なのよ」


「まじゅつせいぶつ……？」


　それがどういう字を書くのか、一瞬想像出来なかった。


「実在するから、あんたの力では破れないんだわ。多分」


「そんなのありかよ……」


　ガルムとか言う黒い犬は、喉のどの奥で雷かみなりのような音を鳴らしながら、次の標的を探すように首を振っている。


　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、御剣は前を向いたまま「大丈夫」と呟つぶやいた。


「あんたの力は未知数だから、そういう事もあるわよ。ここはアタシに任せて」


「どうすんだよ！」


「魔ま術じゆつ師しには魔術師なりの戦い方があんのよ」


　そう言うと、御剣は立ち上がり、頭の後ろで髪かみを留めている二本のかんざしを片手でいっぺんに引き抜ぬいた。黒髪がバサァと背中に落ちる。


　御剣は手の中でかんざしを重ねると、それに喋しやべりかけるように小さく「剣けんよ」と呟いた。


　瞬間、視界が僅わずかに歪ゆがんだ。


　瞬まばたきをすると、御剣の手にかんざしは無く、そこには赤い炎に包まれた小刀が握にぎられていた。


「巨きよ人じんスルトが持っていたスルトの剣よ。これでガルムを倒たおしたって記録は無いけど、それなりには効く筈はず」


　御剣は真っ直すぐに歩いて、小春さんがしゃがみ込んでるうるにしがみついている横を抜け、二人と距きよ離りを取るように、犬の前に立った。犬は御剣を警けい戒かいしているのか、姿勢を低くして御剣を睨んでいる。


　御剣が前の空間を薙なぐように小刀を振り下ろす。刃やいばの上を走る炎が軌き跡せきとなって弧こを描えがいた。


　途と端たんに、黒い犬は大きく口を開き、御剣に向かって飛びかかる。


　御剣は動かず、ぶつかるギリギリの所で体を僅かに横にずらして、突とつ進しんをやり過ごした。


　が、しかし。


「えっ!?」


　黒い犬は空中で体の向きを変え、再度御剣に襲おそいかかった。


　御剣はこの動きを予期していなかったらしく、急いで小刀を持ち上げようとするが、それよりも早く犬が御剣の体に激げき突とつする。一瞬御剣の体が宙に浮うかび、犬と一いつ緒しよに床ゆかに転がる。


「がはっ！」


　肺から無む理り矢や理り息が吐はき出されるような声が、室内に響く。


　体勢を立て直した犬が御剣ののど元に食くらいつこうとする。


「御剣！」


　俺はいつの間にか犬にタックルする為ために走り出していた。しかし御剣は床に押し倒されたまま俺に視線を向け、


「邪じや魔ますんじゃ無いのよ」


　と、言い捨て、そして、





　ドムッ！





　右足で犬の腹を思い切り蹴けり飛ばした。犬は空中に飛び上がるが、体勢を立て直して床に着地する。その隙すきに御剣は起き上がり、小刀を構え直した。





　ゴロゴロゴロゴロッ！





　黒い犬はまた雷のようなうなり声を上げて御剣に飛びかかる。しかし、その一瞬前、御剣は犬の方に一歩進み、体を沈しずめていた。


　飛びかかる犬の懐ふところに入った御剣が、右みぎ腕うでを一いつ閃せんさせる。


　ズサッという音が聞こえた気がしたのは多分幻げん聴ちようだ。空中で黒い犬は影かげが離はなれるみたいに二つに割れた。そして、その体にまとっていた黒い炎ほのおが、瞬しゆん時じに赤色に塗ぬり変わる。室内がその炎に照らされ、壁かべが紅に染まった。


　直後、二つに割れた犬の体、というか、二つの赤い炎の塊かたまりが、ボワッと膨ふくらみ、そして、かき消えた。


　部屋は、元の明るさに戻った。


　まだ空中を小さな火の粉が舞まっていたが、黒い炎の犬は、既すでに跡あと形かたも無かった。


「御剣！」


　俺が駆け寄ると、御剣は制服についたホコリを払はらいながら答えた。


「どうって事ないのよ、これくらい」


　るうると小春さんが御剣に駆け寄ってくる。


「御剣さん！　あのあの、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　心配そうな声で問いかける小春さん。


「大丈夫だって。小春は心しん配ぱい性しようなんだから」


「でもでも！」





　ぎゅっ。





「え、水那斗？」


　るうるは、御剣の前に立つと、そのまま抱だきついて、御剣の胸むな元もとに顔を埋うずめた。


「ちょっと水那斗、大丈夫だって。怪け我がとかしてないし」


　御剣が苦く笑しよう気味にるうるの体を離そうとするが、るうるはふるふると首を振ふって、更さらにぎゅっと御剣の体を抱きしめる。そして呟つぶやいた。


「言乃は自分を大切にしてない。そんなの駄だ目め」


「水那斗……？」


　るうるは、なおもぎゅっと御剣を抱きしめている。何故なぜか、小春さんもそれに加わった。


　その顔は見えなかったけど、もしかして、るうるは泣いているのだろうかと、俺は思った。


　戸と惑まどった顔をしていた御剣は、やがて、少しだけ綻ほころんだ顔で、るうるの頭を撫なでた。


　見ると、碓氷はまだ床に寝ねっ転がって、こちらに笑いかけていた。こいつはどうでもいい。


　俺は、御剣達の方に歩いて行った。


　なんにせよ、俺は安あん堵どしていた。危機は去った。


　これは失敗だった。


　俺は大事な事を完全に忘れていた。


　まだロッカーの中には黒い孔が空いていたのだ。


「タマぴょん！」


　背中に届いた碓氷の声を聞いて、俺は全すべてを悟さとった。


　二匹目がやって来たのだ。


　振り返ると、スローモーションのように、黒い犬が俺めがけて飛びかかってくるのが見えた。


　大きく開いた口に並んだ、尖とがった歯の一本一本が見えた。


　俺の頭にかぶりつく為の、綺き麗れいな放物線を描えがいていた。


　避よける、なんて事は頭の中に一ミリも無かった。


　なんでって、俺の後ろにはるうると小春さんと御剣がいるからだ。


「タマキ！」


「犬海！」


「犬海君！」


　三人の声が、なんでか、遠くに聞こえる。


　俺には、もう何をする時間も無かった。


　俺が壁になっている間に、みんなが逃にげてくれる事だけを祈いのっていた。


　ただ、目を瞑つぶるのは嫌いやだった。


　理り不ふ尽じんな法則ルールに負けを認めるのは、嫌だった。


　だから、最後まで、自分に死をもたらしうる物を、睨にらみ続けようと、そう思っていた。


　黒い炎が、鼻を焦こがしそうになる距きよ離りまで、近づいた。





　ズッシャアアアァァッ！





　最後まで目を開け続けていた事については、自分を褒ほめてやりたい。


　犬は俺の数センチ手前で、何か赤くて細長い固まりによって、真っ二つに切り裂さかれた。


「なん……だ？」


　それは剣けんだった。とても長い剣が、赤い炎に包まれていた。


　切り裂かれた黒い犬は、まとっている黒い炎が真っ赤に塗り変わり、そして消え去った。


　剣の持ち主は、ふうと息をついて、こちらを向く。首まである髪かみがサラリと揺ゆれた。


「体育実技棟とうが騒さわぎになってると聞いて来てみたら、また君達かい。よくよく縁えんがあるね？」


　その女子と見まごう幼顔の美少年は、昨日プールで会った人だった。


「御堂……会長」


「おや、名前を覚えてくれたみたいだね。嬉うれしいよ」


　御堂会長は柔やわらかく笑え顔がおになると、俺の前を通り過ぎて、『開かずのロッカー』の真ん中、黒い孔の前に立った。


　そして、炎ほのおをまとった剣を両手で構え、孔に突つき刺さした。





　キィィィィンッ……。





　硬こう質しつな音と共に、孔が裂け、消えた。


　そこには、空のロッカーだけがあった。


　ゆっくりと剣を引き抜ぬきながら、会長は言った。


「『開かずのロッカー』だっけ？　この三つのロッカーは撤てつ去きよしよう。何故か、僕の所まで改修依い頼らいの連れん絡らくが届いていなかったんだ。生徒会の不備だ。ラクロス部には悪い事をした」


　会長は剣を片手に持ち替かえ、二、三度目の前で振った後、空中に投げ上げる。と、剣はするすると小さくなり、やがて畳たたまれた扇せん子すになって、また会長の手の中に収まった。


　ポンポンと扇子の感かん触しよくを確かめた後、その扇子でぴっと俺を指す。


「感謝して欲しいものだね。僕が来ていなかったら、君、死んでたよ？」


「あ……りがとう、ございます」


「まあいいよ。君が欧おう文ぶん研のメンバーだとしても、僕が守るべき帆群守の生徒の一人には違ちがい無いんだから」


　いちいち引っかかる喋しやべり方をする奴やつだ。助けてもらったとは言え、第一印象の悪さをぬぐう事は出来なかった。


　御堂はぐるりと部屋を見み渡わたして、なおもるうるが抱きついている御剣の所で視線を止める。そしてその目を細くした。頰ほおに扇子の先を当て、聞く。


「言乃、何か言う事はあるかい？」


「……お見苦しい所を見せてすみません。……兄、さん」


「よろしい」


　御堂は酷ひどく満足そうに、あるいは喜びのあまり歌い出すみたいに「よろしい」と言った。扇子をばっと開き、優ゆう雅がに扇あおぐ。


「自分の立場をわきまえた発言が出来る人間は、僕は好きだよ。まあ、本家の人間の行動として相応ふさわしかったかは、また別の話だがね。言乃、君には責任ある行動を取って欲しい」


「……努力、します」


「まあ、こんな、なんにでも首を突っ込む厄やつ介かいな部活動からは早く抜けて欲しいというのが僕の偽いつわらざる気持ちなんだけどね」


「……すみません」


　御堂は言いたい事を言いたいだけ言って、それに対し御剣はただ返事をするだけだった。俺はそのやりとりにイライラがたまり続けたが、次の御堂の言葉で我が慢まんの限界を超こえた。


「交友相手だって、こんな魔ま術じゆつも使えない一いつ般ぱん人ではなく、見合ったレベルを選ぶべきだ」


「おいちょっと──」


　思わず口から言葉がついて出てしまう。


　が、俺より前に我慢仕切れなかった奴がいた。


「欧文研は厄介なんかじゃないもん！　言乃は友達だもん！」


　るうるが跳とび上がって怒おこる。瞳ひとみに敵意15％、怒いかり15％が浮うかんでいた。


　御堂は扇ぐ手を止めて、唇くちびるを歪ゆがめた。その端たん正せいな顔つきに似合わない、残ざん忍にんな笑みだった。


「水那斗君、君は自分の立場を全く分かっていない。君が一般クラスに編入すると言い出して、どれだけの人間に迷めい惑わくをかけたか分かっているのか？　それだけじゃない。君がこの学園で好き勝手に生活する為ために、どれだけの生徒が犠ぎ牲せい──」


「兄さん！」


　御剣が叫さけんだ。御堂の言葉を遮さえぎるように。


　犠牲？　犠牲って、どういう意味だ？


　御剣は、懇こん願がんするような瞳を御堂に向けていた。しばらくその視線を受け止めていた御堂は、「ふむ」と言って、広げていた扇子をパチンと畳んだ。


　そして、扇子で壁かべに掛かかっていた時計を指し示した。


「さて、ちょうど完全下校時刻だ。とっとと帰宅してくれ」





　　　　◆





　午後六時半を過ぎても、外はまだ明るかった。


　御堂会長に追い立てられるように、俺達は部室の外に出され、そして、帰宅する事になった。





　晶は、事情を説明する為に会長と職員室に行ったので、一緒には下校しなかった。


「変な事に巻き込んじゃってごめん」


　と、晶は何度も俺達に謝っていたのだけど、謝りたいのはこっちの方だった。





　校門で徒歩組の女子達と別れ、俺と碓氷は駅へと向かう並木道を歩いていた。


　夕ゆう陽ひが葉っぱに当たって、並木道全体が茜あかね色いろに染まっていた。


　俺は、少し視線を下げて、歩いていた。


「タマぴょん、そんなに御堂会長が気に入らないのかい？」


「え？」


　碓氷が突とつ然ぜんよく分からない事を話しかけてきて、俺は戸と惑まどった。


「なんだよ突然」


「だって、さっきからずーっと、ムスッとした顔してるよ」


「そ、そうか？」


　やばい、顔に出てたか。


　確かに俺はあの人に対してイラついていた。今日も御剣が止めていなかったら、つっかかっていただろう。


「まあ気持ちは分かるけどね。さて、明日からどうする？」


「そんなの、るうる次し第だいだろ。あいつがまだやるってんなら、やるんだろうさ」


「まあ、そうだけどさ」


　碓氷は曖あい昧まいな笑えみを俺に向けた。その顔の意味が俺には分からず、なので、話題を変えた。


「ところで、〝三不思議〟とやらの最後の一個はどういうのなんだ？」


「ああ。三つ目は『黒くて赤い箱』と言って、演劇部の──」


　いつもの調子で解説を始めようとした碓氷が、急に喋るのをやめる。


　そして、顎に手を添そえ、何事か考え始めた。


「どうした？」


「……タマぴょん、ちょっといいかい？」


「気持ち悪いな」


「え？」


「お前が自分のしたい話をする前に、『ちょっといいかい？』なんて相手の同意を確かく認にんする事が、未いまだかつてあったか？」


「あはは。確かにね。いやまあ、ちょっと聞いても楽しくないかもしれない事だからさ」


　碓氷は笑っていたけど、その言葉には微び妙みようなニュアンスが籠こもっていた。


　つまり、碓氷は、俺には楽しく無いであろう話を、それでも聞かせた方がいいと思っている。その逡しゆん巡じゆんが言葉に表れているんだ。


　二秒だけ碓氷の顔を見てから答えた。


「分かった。聞こう」


　碓氷が頷うなずき返す。


「恐おそらく、るーちゃんは〝三不思議〟を最後まで調べようとすると思うんだよ」


「まあ、そうなるだろうな」


「だから、その前に一応伝えておこうと思って」


「なにを？」


　碓氷は僅わずかに視線を左右に振ふった。時間が中ちゆう途と半はん端ぱなのか、並木道には俺達しかいなかった。


　周りに人がいない事を確認した上で、碓氷は声のボリュームを一段落として言った。


「これは、誰だれにも秘密なんだけど」


「なんだよ」


「実は、僕は『噂うわさ屋や』の店主なんだよ！」


「知ってるよ」


「あれ、そうだっけ？」


　面おも白しろくもない冗じよう談だんに、碓氷は瞳ひとみを細めて笑い、より狐きつねっぽい顔になる。


「それで？　お前が店主だとなんなんだ？」


「うん。僕は学園中の『噂』の流通を俯ふ瞰かん出来る立場にいる訳だ。最近の流行はやっぱり〝三不思議〟だね。昨日今日の欧おう文ぶん研の活かつ躍やくのおかげで噂の流通量は更さらに増える見通しだよ」


「商売繁はん盛じようで良かったじゃないか」


「まあね。けど、話したいのはそんな事じゃない。問題は、我ら栄光ある欧文研が事件解決に乗り出すより前の事なんだよ」


「前？」


　碓氷は頷いた。


「まだ、事件が魔ま術じゆつのせいだと判明していなかった頃ころ、というか、そもそも生徒が適当な噓うそを言ってただけなんじゃないかとも思われていた頃から、『燃える小屋』『ロッカーの犬』、そして『黒くて赤い箱』の三つの噂は、生徒達の間で〝三不思議〟と呼ばれていたんだ」


「それがどうしたんだ？」


　碓氷は少しだけ目を大きくして俺を見て、楽しげに言った。


「おかしいだろ？」


「……それ、俺の真似まねか？」


「あったりー♪」


「そんな嫌いや味みっぽい言い方はしていない」


「あはは、まあいいさ。なにがおかしいのかっていうと、なんでこの三つの事件が〝三不思議〟と呼ばれているのかって事さ」


「その三つだけ、飛び抜ぬけて不思議だからだろ？」


　すると、碓氷はチチチと指を振った。


「まだまだ甘いねえタマぴょん。この学園のスケールを見誤っているよ」


「どういう意味だ？」


「小中高大一いつ貫かん教きよう育いくの超ちようマンモス校であるこの帆群守学園に、日々どれだけ怪かい奇きな噂が発生してると思う？　少なくとも両手両足の指じゃ足りないよ。いわゆる『学校の七不思議』って奴やつだって、僕の知るだけでも最低七個はあるんだよ？」


「七不思議が七個なのは当然だろ」


「違ちがう違う！　七不思議自体が最低七個あるんだよ」


「はあ？　つまり、不思議が四十九個あるって事か？」


「最低四十九個だよ。それくらい、噂ってのは日々生産されているんだよ」


　碓氷は「まあ、廃すたれる物はすぐに廃れるんだけどね」と付け足した。


「『燃える小屋』や『ロッカーの犬』以外にも、不思議だったり、ホラーだったり、猟りよう奇きだったりする噂はいくらでもあるのさ。にもかかわらず、この三つだけが〝三不思議〟と呼ばれて、ひとくくりにされている」


「どうして？」


「さっぱり分からない」


　碓氷はあっさりと答えて、肩かたをすくめた。


「どれだけデータを分ぶん析せきしても、自然発生的に生徒がそう呼び始めたという結果しか出てこない。でもね、上手うまく言えないけど、その結果がどうにも気持ち悪いんだよ。僕の長年の店主としての経験と、微妙にずれてる気がするんだよね」


「それってどういう事だ？　自然発生的じゃなくて、誰かが意図的にその三つの事件を結び付けようとしているとでも言うのか？」


「話が早くて助かるね。うん、そんな気がするんだよ。残念ながら、確証は無いんだけどね」


「でも、そうだとして、なんの為ために？」


「うーん。これは、完全に僕の想像だから、そのつもりで聞いて欲しいんだけど……」


　碓氷は一度言葉を切った。


「誰かが、この事件を調べさせたがってるんじゃないかな。……るーちゃんに」


「るうるに……？」


「るーちゃんだけじゃなくて、欧文研に、なのかも」


　並木道を抜け、駅が見えてくる。碓氷が照らす夕ゆう陽ひを眩まぶしそうに見た。


「僕らがこれまで調べた二つは、単なる怪かい談だんじゃなかったよね。理由は分からないけど、どちらも魔術が絡からんでいて、しかも実際に人に危害を与あたえうる物だった」


「……そうだな」


「御剣さんやタマぴょんがいなかったら、もっと大きな被ひ害がいが出ていたかもしれない。しかも、一般生徒にね。僕らが率そつ先せんして罠わなにかかる事で、それは防がれているんだよ」


　俺は碓氷の言わんとする事を考えて、口に出した。


「誰かが、俺達に三つの事件を調べさせて、そして、解決させようとしている……？」


　碓氷は慌あわてて手をパタパタと振った。


「想像だよ。根こん拠きよはなんにも無いんだから。ただ、一応タマぴょんには聞いておいてもらおうと思ってさ。じゃあ、ここで」


　いつの間にか、駅の前まで来ていた。


「あ、ああ」


「御剣さんによろしく」


「え？　なんでここで御剣が出てくるんだ？」


「行くつもりなんだろ？　『ねこのあしあと』」


　どきりとする。


「……なんで分かった？」


「顔に書いてある。分かるよ。もう四ヶ月の付き合いじゃないか」


　碓氷は最後に普ふ通つうに笑って、手を振ふりながら改札の奥に消えていった。





　　　　◆





　カランカラン。





「今日もいないな……お客さん」


　喫きつ茶さ店てん『ねこのあしあと』は、マスターの甲斐さんの話では「極きわめて健全な経営状態」らしいけど、これまで俺が店に入った時に、中に客がいた所を見た事が無い。ホントに大だい丈じよう夫ぶなのか？　この店。


　カウンターを見ると、暇ひまそうなマスターが欠伸あくびをしながらガラスコップを磨みがいていた。いつもの垂れ目が更さらに眠ねむそうだ。


「あの──」


　俺が声をかけようとすると、甲斐さんはこちらを見ずにちょいちょいと店の奥を指差した。


　示された席に向かうと、そこに御剣がいた。まだバイト時間前なのか、制服のままで。


　御剣は俺に背を向けて座っていた。肩かた越ごしに覗のぞくと、テーブルの上で二つ折りの財さい布ふを開いて、それを見つめているようだった。


「御剣」


「ひゃゆっ！」


　御剣の全身がびくっと跳はね上がり、喉のどの奥から出たしゃっくりみたいな声が漏もれた。


「い、犬海っ!?」


　御剣は開いていた財布を目にも留まらぬ速さでバチッと閉じて、真っ赤な顔を俺に向けた。


「な、なんでここにいんのよ！」


「んー、いや、ちょっとお前に話があって」


「は、話？」


「そこ、座っていいか？」


「……いい、けど」


　許可を貰もらったので向かいの席に座る。御剣はまだ動どう揺ようしているのか、顔が赤いままで、仏ぶつ頂ちよう面づらでつんと横を向きつつ、ちらちらとこちらに視線を向けている。


「で、なによ、話って」


「え？　ああ、ええと……」


　考える。俺は何を話しに来たんだっけ？


　店内のＢＧＭが、テーブルの上をただ通り過ぎていた。


　やがて、具体的に何を話したい、というのがある訳では特に無い、という結論に至った。


　ただ単に、日付が変わる前に、御剣と話をしておく必要がある。そう思ったんだ。


　なので、思いつくままに喋しやべる事にした。御剣が両手をしっかりと載のせている財布を指差す。


「その写真に写ってるの、御堂会長なのか？」


　和風美人の目が見開かれる。


「！　ななな、なんで知ってるの!?」


「いや、プールの時、お前の財布見たから。写真が入ってた。砂すな浜はまで三人写ってる奴やつ」


　しばらく硬こう直ちよくしていた御剣は、やがて、大きく息を吐はいた。


「……そうよ」


「見せてもらっても、いいか？」


「……笑わない？」


「笑う？　なんで？」


　御剣はしばらく俺を睨にらんだ後、テーブルの上で財布をずいとこちらに寄せ、手を離はなした。


「小学三年生の頃ころ、皆みんなで海に行ったのよ。父さんと、母さんと……」


　寂さみしげな瞳ひとみは、そこで言葉を止めた。俺は沈ちん黙もくが嫌いやで、口を開いた。


「家族旅行って奴か」


「そうよ。小学生の頃は、四人で毎年行ってたのよ」


　机に肘ひじをついて、窓の方に顔を逸そらしたまま、不満げに御剣が呟つぶやいた。


　財布を開くと、大人の女の人と子供が二人いる、あの写真があった。


「この女の人は、御剣の母さんなのか？」


「そうよ。美人でしょ。さすがアタシが血を引いてるだけあるわ」


「そうだな」


「ちょっ、なんかツッコみなさいよ！　『自分で言うな』とか、なんでもあるでしょ!?」


「え？　御剣は美人だし、別におかしくないだろ」


「なっ！……も、もう、いい」


　更に顔を赤くし、御剣は拗すねるように唇くちびるを尖とがらせた。俺、なんか変な事言ったか？


　写真を改めて見る。御剣のお母さんの前に、二人の子供のどアップが写っている。プールで見た時は、右側のゴーグルで顔が隠かくれた髪かみの短い子供が、男の子なのか女の子なのかも分からなかったけど、つまり、こっちがありし日の御堂会長という事なのだろう。


　そして左の子。頭にシュノーケルを載せ、満面の笑えみを浮うかべているこの女の子──表情と髪の長さから女の子だと分かる──が、御剣だ。


　目の前にいる仏頂面と見比べていると、御剣が視線だけこちらに向けた。


「……なによ」


「いや、随ずい分ぶんと大人びたなあと思って」


「当たり前でしょ。何年前の写真だと思ってるのよ」


「そりゃそうか」


　空は快晴で、砂浜は白く、遠くに見える海がキラキラと輝かがやいていた。でもその中で、写真に写り込んだ御剣の笑顔は、一ひと際きわ眩まぶしく見える気がした。


　俺は「さんきゅ」と言って、財布を畳たたみ、御剣の前に置いた。不ふ機き嫌げんな和風美人はちらりとテーブルの上に視線を落とした後、また窓の方を見て、ぽつりと呟いた。


「……あの頃の写真は、それしか残ってないの」


「お前と御堂会長、この頃は、仲良かったのか？」


「そりゃあね」


　御剣のその言葉は、少し投げやりに聞こえた。


「あの頃は、お互たがいの立場を知らなかったから」


「お互いの、立場？」


「アタシと兄さんの事、誰だれかに聞いてる？」


　急に聞かれて、俺は言葉に詰つまった。


「ええと……」


「いいのよ。調べれば分かる事なんだから。別にプライバシーとかじゃない。碓氷とかから、一通り聞いてるんでしょ？」


「御堂会長が、養子に出た理由、とか」


「そうよ。アタシが追い出したの。御剣本家の家か督とく争いを避さける為ためにね」


「お前が兄貴に嫌きらわれてるのは……って、俺にはそう見えてるってだけだけど」


「いいのよ。嫌われてる。憎にくまれてると言ってもいい。多分あっちはアタシを殺してもいいくらいに思ってる」


「殺してもいいって……」


「それくらいの事なのよ。アタシが本家を継つぐって事は」


　御剣は、ずっと横に向けていた顔を、初めてこちらに向けた。大きな瞳が俺を見つめる。


「アタシね。六歳になるまでは、ほとんど魔ま術じゆつ師しとしての能力を持っていなかったの。正確には、適性が酷ひどく低かった」


　その瞳は、酷く寂しげだった。


「だから、家督を継ぐのは兄さんで決まりの筈はずだったの。兄さんはそのつもりだったし、だから、ライバルにならないアタシにも優やさしくしてくれた。けどね」


　財さい布ふに載のせた手に、少し、力が入る。


「六歳の時、アタシは両親を亡くしたばかりの水那斗と出会った。そして、何故なぜかその日を境に、魔術師としての能力が覚かく醒せいしたの」


「るうるが……？」


「たまたま覚醒するタイミングと、水那斗と初めて会ったタイミングが同じだっただけかもしれないけどね」


　御剣は小さく微笑ほほえむ。


「まあ、それは今となってはどうでもいい話よ。とにかく、アタシはそこからどんどん魔術師として成長して、本家、分家を含ふくめ、御剣家の後こう継けい者しや候補の中で、群を抜ぬく理り操そう能力者となった。父はもちろん、親族は満まん場じよう一いつ致ちでアタシを後継者として定め──」


「──そして、兄貴が、家を出たのか」


「……そゆこと。兄さんは、一番目をかけていた妹に裏切られたわけ。怒おこって当然よね」


　顔を上げた御剣が笑う。無む理り矢や理り作った自じ虐ぎやく的な笑みは、見ていてつらかった。


「御剣の家を継ぐというのは、その先の人生が約束されるのに等しい。アタシが能力を覚醒させなければ、それは兄さんの物になる筈だった。アタシは、兄さんの未来を、突とつ然ぜん横からかっさらっちゃった訳」


　店のＢＧＭがいつの間にか終わっていた。この店はレコードでＢＧＭをかけているのだけど、マスターが無む頓とん着ちやくなのか、次の曲に切り替かわるのに時間がかかるのだ。


　御剣は、無理矢理作った笑え顔がおをやめ、テーブルの上の財布を見つめた。


「兄さんにとって、今アタシがいる場所は、本来自分が立つべきだった所なの。事実、アタシが覚醒しなければ、そうなる筈だったのよ。だから、嫌われてもしょうがない。憎まれても、しょうがないの」


「そんな──」


「昼間は悪かったわね」


　俺が反論しようとするのを聞かないフリするみたいに、御剣は言葉を被かぶせた。口元に寂しげな笑みを浮うかべながら。


「アタシの為に怒ってたのに、それをアタシが止めちゃって。分かって欲しいとは言わないけど、どれだけ兄さんがアタシを憎んでいても、アタシはあの人を憎めないのよ。誰かがあの人に向かって怒ど鳴なる姿も、出来れば、見たくない」


「御剣……」


　俺は何も言えなかった。


　何かを言うには、あまりに何も知らなかったから。


　御剣の家の事も、御剣の事も、俺の事も、何も知らなかったから。


　目の前にいる女の子は、本当は泣き出したいのに、もういっぱいいっぱいなのに、空元気を振ふり絞しぼって、しかもその上で俺に気を遣つかいながら、喋しやべっていた。


　それが分かるのに。胸が苦しくなるほど分かるのに。


　その女の子に、なんて声をかければいいのかが、俺には分からなかった。


　俺が、子供だからなんだろうか。


　だとしたら、俺は、自分が子供でいる事が、たまらなく情けなかった。


　気き丈じように振る舞まっている御剣の前で、涙るい腺せんから涙なみだが滲にじんで来るのを感じた。


　でも、ここで泣く事だけはすまい、と、目め尻じりに力を入れた。


　どんなに情けなくても、それだけは、嫌いやだった。


　と、御剣はふっと視線を下げ、小さく、とても小さく、呟つぶやいた。


「でもね、あんたが本気で怒ってくれたの、ちょっと、嬉うれしかった、かな」


「え？　今なんて言った？」


「聞こえなかったならいい。うん。話をしたらすっきりした」


　急に、御剣はいつもの気丈な顔に戻もどり、すっと立ち上がった。


「バイトの時間だから、アタシ、行くね」


「あ、ああ……」


「入り口まで送るわ」


　有う無むを言わせない雰ふん囲い気きに押されて、俺は立ち上がり、御剣の後に続いて入り口に向かった。


　厨ちゆう房ぼうへの分かれ道の所で御剣は立ち止まり、俺の方を見ないで、


「じゃあね」


　と言って、厨房に入って行った。


　俺は、そのまま店を出た。





　　　　◆





「ねこのあしあと」からの帰り道、俺は三つの事を考えていた。


　一つ目に考えていたのは、なんでマスターは俺が御剣に会いに来たと分かったのだろうかという事。単に、落ち込んでいる御剣を見て、偶ぐう然ぜんやって来た俺にフォローさせようとしたんだろうか。だとしたらそれは人選ミスだ。俺では御剣を元気づけられない。そういえばるうるは二階にいたのかな？


　二つ目に考えていたのは、写真に写っていた小学校時代の御剣の笑顔の事。あんな風に満面の笑みを浮かべた御剣を、俺は未いまだかつて見た事が無かった。いつから、あいつはあんな風に笑わなくなったのだろう。それは、やっぱり兄貴の事が心のどこかで引っかかっているのだろうか。


　そして最後、三つ目に考えていた事を、夜空の月に向かって呟く。


「なんにも注文しなかったけど、良かったのかな？」




　第三章　七月十二日（木）　黒と赤の謎







　次の日。放課後。部室。


　小春さんが振ふる舞ったお茶ちや菓が子しをみんなで堪たん能のうした後、さて今日もゲームを始めようかと俺はテーブルの上を片付け始める。この前遊んだ、ファンタジー世界の中で、部族を切り替かえつつ勃ぼつ興こうと衰すい退たいを繰くり返して、領土の拡大を図はかる奴やつは結構面おも白しろかったな。案の定勝てなかったけど、もう一度やれば今度こそ俺にも勝機が──


　その時、るうるが立ち上がって宣言した。


「三つ目の事件も調べたい！」


　……予想はしていた。なので、俺は碓氷に目で「だとよ」と伝えた。碓氷は何が楽しいのかにこにことしている。


「あのあのでもでも、危なくないですか？」


　制服の上からミニエプロンを付けた小春さんが、心配そうに口元に手を当てる。なんとも可愛かわいらしい仕草に、瞬しゆん間かん的に「あなたは俺が守ります！」と立候補したくなったけど、自重して、俺も小春さんに同意する事にした。


「そうだぞるうる。自分から危険に近づく必要は無い。そもそも俺達は無関係なんだから」


　そう言いつつも、実は、本当に無関係なのかどうか、俺にはちょっと自信が無かった。


　俺にはるうるが何故なぜ、この〝三不思議〟にこだわるのか、なんとなく分かっていた。


　それは、この事件が学園内で発生した魔ま術じゆつ絡がらみの事件だからだ。そして、「学園内で発生した魔術絡みの事件」は、るうるの兄貴となんらかの形で関係しているかもしれないからだ。


　仮に、俺の予想が正しくて、るうるの兄貴が生きていて、十年に亘わたってこの学園に干かん渉しようし、るうるの為ために欧おう文ぶん研を残したのだとする。であれば、他ほかにも似たような痕こん跡せきを残しているかもしれない。それには恐おそらく、魔術が関わっているだろう。少なくとも、るうるはそう考えている。だから、るうるは〝三不思議〟にこだわるんだ。


　しかし、俺はこの〝三不思議〟とやらの噂うわさが、つい最近発生した物である事を碓氷から聞いて知っている。けれど、るうるにそれを言うべきかは少し迷っていた。楽しそうにしているあいつの気持ちに水を差すのは、抵てい抗こうがあるのだ。


　じっとるうるが俺を見つめているので、俺は一言付け足した。


「お前は己おのれの欲よつ求きゆうに正直すぎる。自分の身の安全の事もよく考えろ」


　正直、これが良く無かった。途と端たんにるうるの瞳ひとみに嬉うれしさ40％が浮うかび上がる。


「タマキ。自分の事だけじゃ駄だ目めなの。みんなの事も考えなきゃ」


「はあ？　なんの事だ？」


「わたし達が先に調べて、本当に危険なのか確かめるの。それが、みんなの為になるの」


　言っている意味がよく分からない。と、碓氷が「なるほど」と言って笑った。


「るーちゃんはつまりこう言いたい訳だ。他の生徒が怪け我がをする前に、僕達が率そつ先せんして罠にかかって、罠の存在を明らかにすべきだと」


　碓氷の言葉に、るうるがこくこくと小さな頭を上下に振って同意する。頭の左右にある薔薇ばらの髪かみ飾かざりから伸のびる一枚葉がぴょこぴょこと跳はねた。


「確かに、我ら欧文研の活躍のおかげで──」


　碓氷は「活躍」にニュアンスをこめつつ、俺をちらりと見た。


「──プールの実じつ況きよう室は生徒会命令で立ち入り禁止になったし、ラクロス部の開かずのロッカーも同じく生徒会命令で撤てつ去きよ扱あつかいになった。今後好こう奇き心しんで手を出す輩やからを抑よく制せいする効果にはなるだろう。三つ目の事件についても、同じ事をすべきだと、るーちゃんは考えている訳だ」


「そうなの！」


　短い両手を大きく挙げて肯こう定ていする。ただし、片手にはいちごオレを持っているので、イマイチ威い厳げんに欠けていた。


「タマぴょんどうする？　るーちゃんの意見は一理あるよ」


「一理、あるかあ？」
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　微び妙みように納なつ得とくいかないが、るうるが言い出したら聞かない事は既すでに学習済みである。あのるうるが、大好きなゲームを遊ぶのを我が慢まんしてまでこんな会議をしているのだ。この流れなら、三つ目の事件を調べる事になるだろう。


　とはいえ、とりあえずは全員の意見を聞いておこう。俺は窓まど際ぎわのいつもの席に座っている御剣を見た。


　和風美人はいつもと変わらないポーズ──左足を椅い子すの上に乗せて、その膝ひざを手で抱だいている──で、窓に寄りかかっていた。右足の太ももには携けい帯たい電でん話わが置かれ、さっきから画面を見ながら弄いじっているようだった。


「御剣、どう思う？」


「え？　聞いてなかった。任せる」


　御剣は三言だけ話して、また携帯弄りに戻もどった。基本的にイベント事に関心が無いのは、いつも通りだ。昨日の喫きつ茶さ店てんでの様子と比べれば、今日の御剣は、いつもの御剣だった。


「小春さんは、どうですか？」


「えとえとあのあの、他の生徒さんが危ない目に遭あうよりは、私達でなんとかした方がいいの……かなあ？」


　とりあえず嫌いやではないようだ。そしてるうるがいよいよ期待95％に満ちた目で俺を見つめているので、もう拒きよ否ひ出来る状態ではなかった。


「るうる。とりあえず、三つ目の事件の内容を確かく認にんしてからだ。その後で、調査するかどうか決める。それでいいな？」


　こくんっ。いつもの三倍くらい速い頷うなずき方だった。


「碓氷、三つ目の事件の概がい要ようを教えてくれ。知ってるんだろ？」


「ええと、うん、もちろん、知ってる、けどね……」


　口から生まれてきた男こと狐きつね顔がおは、珍めずらしく言葉に勢いが無かった。弱気というよりは、何か頭の中で考えを巡めぐらしているような、そんな雰ふん囲い気きだった。


　やがて、碓氷は笑え顔がおに戻もどり、指を一本立てた。


「せっかくだから、当事者に直接聞くのはどうだい？　その方が、正確だと思うんだよ」


「賛ふあん成ふえい！」


「るうる、ストローを咥くわえたまま喋しやべるな」


　ピンク色の液体をストローでちゅうちゅうと、美味おいしそうに吸っているるうるを見て、俺は小さく息を吐はいた。


「分かったよ。で、誰だれに聞きに行くんだ」


　碓氷は待ってましたとばかりに携帯を高速で操作し、読み上げた。


「演劇部の、及おい川かわ生いく埜の先せん輩ぱいだよ。ちょうど今、部活中じゃないかな」





　　　　◆





　演劇部の部室は一階との事で、俺達は全員でそこに向かった。


　階段を下りている途と中ちゆう、俺はようやく違い和わ感かんに気づいた。隣となりにいる碓氷を見る。


「碓氷、分かったぞ」


「え？　なにが？」


「お前、単に去年のミスコン優勝者に会いに行きたいだけだろ」


「あ、バレた？」


　狐顔は屈くつ託たくの無い笑顔を返した。俺はため息をつく。


　どうも「及川」という名字に覚えがあると思ったら、そういえば一昨日おととい碓氷が俺に見せた『噂うわさ屋や』のヘッドラインにミスコンがどうのって書いてあった。確か演劇部の部長だ。


「香奈恵ちゃんに言いつけるぞ」


　香奈恵というのは碓氷の彼女──なのかな？──の、中学生の女の子だ。


　碓氷は余よ裕ゆうの笑みで両手を広げた。


「美を愛めでるのは人類が持つ普ふ遍へん的な感情さ。やましい気持ちなんてこれっぽっちも無い」


「それ、香奈恵ちゃんの前で言えるか？」


「言えるとも。あの子は分かってくれるよ」


　からかったつもりが惚のろ気けられた。つまらん。


　どうでもいい話をしている間に、一階に到とう着ちやくした。


「で、どこだって？」


「一番奥だよ。廊ろう下かの反対側の端はしっこ。欧おう文ぶん研の真下って言った方がいいかな？」


　るうるが先頭になって歩き出し、残りが後を追う。一階まで来ると、屋上で演奏している吹すい奏そう楽がく部の音も聞こえない。演劇部も声を出す部活だし、干かん渉しようし合わないようにしているのかもしれない。


　廊下を半分くらい進んだ所で、小春さんが「あれ？」と呟つぶやいた。


「あのあの、あそこ、鈴すず木き先生がいますね」


　小春さんの言葉に廊下の先を見ると、ひょろりとした長身の男の人が、窓に寄りかかっていた。一番奥、演劇部の部室の入り口の向かいあたりだ。


　よく見ると、確かに一年で数学を教えている鈴木先生だった。碓氷が解説する。


「鈴木先生は演劇部の顧こ問もんなんだよ」


「ホントにお前は知る必要の無い事を知ってるな」


「情報は速度だよ、タマぴょん。確かもう一つ団体を受け持ってる筈はずだよ。ええと、どこだったかな……」


　碓氷が携けい帯たいを取り出して調べ物を始めた時、近づいてくる俺達に鈴木先生が気づいた。細長く、彫ほりの深い顔がこちらを向き、大きな口が少し驚おどろいた形になる。


「おや、君達は……」


　携帯を瞬しゆん時じにしまって、碓氷が詐さ欺ぎ師しっぽい笑顔を作る。


「こんにちは、鈴木先生」


「やあ、碓氷君。こんな辺へん鄙ぴな所に、みんなでどうしたんだい？」


　確かに、演劇部に用が無ければ普ふ通つうはサークル棟とうのこんな奥までは来ないだろう。


「すみません、及川先せん輩ぱいに、ちょっとお聞きしたい事がありまして」


「及川に？　君達、及川と知り合いなの？」


　鈴木先生の目が、少し細まる。碓氷が慌あわてた。


「あ、いや、そういう訳じゃないんですが……」


　すると、るうるが両手を挙げて存在をアピールした。


「わたし達、〝三不思議〟を調べてるの！」


「調べてる？」


　不思議そうな顔をする鈴木先生に、俺は説明した。


「今、部活動として学園の〝三不思議〟を調査しているんです。それで、及川先輩に、是ぜ非ひ話を聞かせてもらえないかと思って」


　一応、噓うそは言っていない。


「部活動……？」


　鈴木先生はいぶかしげに俺達全員を見み渡わたした。るうるがぴょんぴょん跳はねる。鈴木先生は長身なので、そうしないと背の低いるうるが視界に入らないのだ。


「わたし達、欧文研なの！」


　鈴木先生は「ああ、なるほど」と呟いた。


「なんか、昨日一昨日と事件を起こしたって聞いてるけど、それが『調査』なのかい？」


「ええ、まあ」


　微び妙みように碓氷の笑え顔がおが引きつる。


「まあ、気をつけてね。何かあったらすぐ先生に相談するように」


　鈴木先生は、特に俺達にも、俺達の行動にも、興味は無いみたいだった。俺は答える。


「そうします。で、あのう、及川先輩に話を聞かせてもらっても良いいですか？」


「ああ、そうだっけ。ええと──」





　ガチャッ、ガラリ。





　その時、目の前の扉とびらが開き、ジャージ姿の女子生徒が廊下に顔を出し、笑顔で言った。


「センセっ、さあ、練習を始めましょう！」


　やたらと高いテンションで、良く通り、かつ、芝しば居いがかった声が廊下に響ひびく。


「及川、この子達が、話を聞きたいって」


「え？」


　笑顔のまま顔がきょろっとこちらを向く。どうやら、この人が及川先輩らしい。


「君達は？」


「俺の教え子。全員一年生。ミーティングの前に、ちょっと協力してやってくれ」


「いいですよー。入って君達」


　そう言って、及川先輩は中に引っ込んだ。俺達は言われるままに中に入る。


　部屋の中にはジャージ姿の女子生徒が及川先輩の他ほかに七人いた。それぞれ、部屋の四方でカバンを漁あさったり、髪かみ留どめを弄いじったりしている。


　そのウチの一人が、締しめ切っていた遮しや光こうカーテンを開けながら言った。


「先生、電気消してくれます？」


「ああ」


　鈴木先生が扉の脇わきにあるスイッチに手を伸のばすと、天てん井じようの真ん中に一組だけある蛍けい光こう灯とうが消え、窓からの光に切り換かわる。演劇部の部室は、普通教室の三分の一くらいの細長い空間で、欧文研と同じくらいの広さだった。


　及川先輩が部屋の真ん中で手を叩たたく。


「はーい、ミーティング始めるから円えん陣じん組んでー。彼ら一年生の席も作ってあげてー」


　女子の一人が俺達を興味深げに見つめる。


「え？　なに生埜、新入部員？」


「ううん、話を聞きたいんだって。ほら、急いでー」


「はーい」


　たちまち、四方に散らばっていた女子達がパイプ椅い子すを持って及川先輩の近くに集まり、円形に椅子を並べ始める。動きが素す早ばやく、連れん携けいが取れていた。


　たちまち、中央にパイプ椅子による円陣が出来上がった。


「さあ、そこに座って」


「は、はい」


　言われるままにパイプ椅子に腰こし掛かける。演劇部の部員も全員座り、鈴木先生だけは壁かべに寄りかかっていた。及川先輩が腕うでを組む。


「とりあえず、自己紹しよう介かいしてもらうかな」


　言われて、俺達は順番に名前を名乗った。八人のジャージ女子は興味深そうに俺達を見つめ、時折隣となりの子に小さな声で話しかけては、声を抑おさえて笑い合っていた。……自分たちがどんな話のネタにされているのか、気になる。


　気まずさに視線を逸そらすと、部室の隅すみに、女子の制服上下が投げ出されているのに目が吸い込まれる。スカートとブラウスだけでなく、黒のキャミソールと──


「あ、ごめん、片付けて無かった」


　俺の視線をめざとく見つけた三年生らしき人が大げさに謝り、どっと笑いが起きる。「一年生には刺し激げき強いでしょ」「いやいや、もっと大人の世界を教えてあげないと」「光源氏計画って奴やつ？」などという言葉が聞こえてきて、益ます々ます恥はずかしくなる。


「３ptポイントダウン」


　隣に座っているるうるがジト目を俺に向け、小さく呟つぶやく。はあ……。


「こちらも自己紹介しておこうか。私は及川生埜。演劇部の部長ね。それで──」


　及川先せん輩ぱいが部員を一人ずつ紹介している間、俺は及川先輩を観察していた。


　意志の強そうな瞳ひとみは、だけど、高圧的な感じはせず、ぷるんとした小さな唇くちびると相まって吸い込まれそうな色気があった。ミスコンに選ばれるだけあって顔立ちの整った美人さんだ。


　髪を頭の左右で二本輪ゴムで留めていて、後ろ髪がみは部活中だからか、適当にまとめていた。プロポーションは平均以上ながら、全体的な印象は中性的な雰ふん囲い気きがある。さっきからの話しぶりからも、男女分け隔へだて無く気軽に付き合う気持ちの良さそうなタイプに見えた。


「美人に見み惚とれてる。20ptダウン」


　悪いか。あとダウンでかすぎないかおい。


「──てな感じで、ここ数年、演劇部は女の園そのな訳よ。あ、鈴木先生は男だけど、この部室の中では男として息をする事を許されていないから」


　また一笑いが起きて、部員紹介が終わった。


「は、はあ……」


　俺は曖あい昧まいな笑え顔がおで頷うなずく。ちらりと鈴木先生の方を見ると、先生は特に気にした風も無かった。


「さて、それで？　私に聞きたい事って何？」


　及川先輩が話を振ふってくれて、俺はようやく本題に入った。


「俺達、〝三不思議〟について調査をしているんです」


「ほう？」


「それで、及川先輩が遭そう遇ぐうしたっていう、ええと──」


　あれ？　三つ目の事件の名前はなんだっけ？


「『黒くて赤い箱』」


　碓氷が囁ささやく。


「──『黒くて赤い箱』の話を、詳くわしく聞かせて欲しいんです」


　すると、及川先輩は突とつ然ぜん、


「ついにこの時がやって来た！」


　と、芝しば居いがかった調子で叫さけび、自分が座っていた椅子の上に飛び乗った。


「いいともいいとも！　話して聞かせようじゃないか！　こちらからお願いしたいくらいさ！　誰だれも聞きに来ないから、こっちから街頭演説に行こうかと思っていたんだよ！」


「よっ、待ってました！」


　演説でもするかのように朗ろう々ろうと語る及川先輩に対し、他ほかの部員が楽しそうに拍はく手しゆや合いの手を入れている。……演劇部のノリにイマイチついていけない。


　及川先輩は──多分それも演技だと思うんだけど──感かん極きわまったかのように瞳を閉じ、拍はく手しゆ喝かつ采さいが収まるのを待ってから、ゆっくり喋しやべり始めた。……椅子の上に立ったまま。


「では話そう。そう、あれは、いつものように部活を終え──」





　　　　◆





　──あれは、いつものように部活を終えて帰宅し、夕飯を摂とり、お風ふ呂ろに入って、鏡の前で髪かみを乾かわかし終わった後だった。


　私は、天てん啓けいを得たのだ。


　もちろん、次の作品の構想に関する天啓を、だよ。私は一応この部で主演女優をやらせてもらっているけど、座付き作家でもあるのでね。実は本分はそっちのつもりなんだ。


　その時私は、バスタオルを床ゆかに脱ぬぎ捨てて、一糸まとわぬ生まれたままの姿に戻もどりながらタンスを開き、さて今日の下着とパジャマはどれにしようかと思案していた。


　ところで、寝ねる時ブラジャーをつける派とつけない派の二大派は閥ばつが女子には存在している事をご存知かな？　私はつけない派だ。形が崩くずれるとも言われるんだが、どうにも窮きゆう屈くつでね。


　……え？　その話は事件と関係あるのかって？　まあそう急がなくてもいいだろう。物語の幕はまだ開いたばかりじゃないか。今のは冒ぼう頭とうのサービスシーンみたいな物さ。頭の中で私のフルヌードを想像出来てお得だっただろう？　ん？　話を進めてくれって？　つまらないな。もっと己おのれの煩ぼん悩のうと性せい欲よくに素す直なおになりたまえよ青少年。


　まあいい。続きだ。


　ピンクと水玉の二種類までショーツを絞しぼり込み、さてどうしようかと悩なやんでいたその時、突然に、唐とう突とつに、文化祭公演用のシナリオの概がい要ようが、私の頭の中に降って来たんだ。そう、まるで雷かみなりが落ちたみたいに（ここで及川先輩は椅い子すから飛び降りた）ドスーンッ！　とね。


　私は急いでそれを書き留めようとした。しかし、ああ、なんという事だろう！　私は愛用のシャーペンとノートを部室に置いて来てしまったのだ！（他の部員が一いつ斉せいに「ああ！」と切なげに叫ぶ）


　他のノートに書けばいいだろうって？　甘い、甘いよ犬海君とやら。物には魂たましいが宿っている。私の作品は、あの長年共に戦ってきたシャーペンを介かいさなければ形にはならないのだよ。まあ、舞ぶ台たいが成功するようにっていう、単なるジンクスなんだけどね。


　とはいえ、ジンクスを大事にするのは演劇人には多い傾向なんだ。そこで私は風呂上がりだというのに、もう一度制服に着き替がえて、夜の学園に戻る事にした。シャーペンとノートを回収するという、ただそれだけの為ために。


　今思えば、次の日まで待てば良かったとも思うのだけど、その時は一刻も早く頭の中に溢あふれ続けるイメージを文章に起こしたかった。かくも芸術とは無む垢くなる魂から平常心を失わせる物なのだ。それほど素す晴ばらしい話を思いついたんだよ！　これは今でも自信がある。君達も文化祭では是ぜ非ひ我が演劇部の舞台を見に来てくれたまえ！


　……おっと、話が逸それてしまったな。そういう訳で、私は内と外を隔へだてる壁かべが無い帆群守学園の特性を有効活用させてもらって、真夜中のサークル棟とうにやってきた。


　え？　サークル棟の玄げん関かんには鍵かぎがかかってるだろうって？……ああ、欧おう文ぶん研の部室は四階にあるから、君達は知らないのか。一階の部室はどこも直接外に出られる扉とびらがあってね、ほら、そこの窓の一番端はし。引き戸があるだろ？


　そこの鍵は部長、つまり私には支給されてるんだ。だから玄関を通らなくても、部室には入れるって訳。


　その外扉の前に到とう着ちやくしたのは、午後十時くらいじゃなかったかな。当たり前だけど、辺りに人の気配は無い。綺き麗れいに欠けた月だけが、私の許されざる行こう為いを見つめていた。


　部長権限の鍵を利用してなんなく部室に侵しん入にゆうした私は、持ってきた懐かい中ちゆう電灯を──深夜にサークル棟に入った事なんて無かったから、もしかしたら電気が点つかないかもって思って持って来たんだ──点け、予想通り長机の上に置きっぱなしにしてあったノートとペンケースを発見し、胸をなで下ろした。


　そして、すぐに家に帰るか、この際ここで台本を書き始めてしまおうか少しだけ考えた。





　と、その時だ。





　突とつ然ぜん不思議な違い和わ感かんに襲おそわれた。そしてすぐにその違和感に気づいた。いつもは掃そう除じ用具入れの上に載のっかっている黒い箱が、何故なぜかそこから下ろされて、床に置いてあったんだ。


　なにが入ってる箱かって？　いや、知らない。ずっと昔から置いてあったから、気にも留めてなかった。鈴木先生、知ってます？（聞かれて、鈴木先生は首を横に振ふった）まあ、この部室は先代の部員達が残した衣い装しようや小道具が山ほどあるからね、長年放置されてる物だって、いくらでもあるんだよ。


　でもまあ、その日の放課後には、確かにその黒い箱は掃除用具入れの上にあった。誰かが下ろしたんだ。私は好こう奇き心しんにかられて箱の前に移動した。開けてみようと思ったんだよ。


　そして、暗くら闇やみの中でしゃがみ込み、箱の蓋ふたに手をかけた。すると、





　ぬるり、という感かん触しよくが私の手に張り付いた。





　箱から手を離はなして、その手を懐中電灯で照らした。


　手は、真っ赤に染まっていた。


　私の手を赤く塗ぬりつぶした液体が、血である事は、臭においから分かった。


　そして、その臭いを感じた直後、私は気を失った。


　いやあ、お恥はずかしい限りなんだが、幼少期にちょっとしたトラウマがあってね。私は血と、血の臭いが大の苦手なんだ。嗅かいだだけで気絶してしまうくらいにね。


　それで、そのまま何時間か床に倒たおれていた。


　目が覚めた時には、窓の外がうっすらと明るくなっていた。午前四時くらいだったかな。


　体を起こして、恐おそる恐おそる右手を見たけど、血はついていなかった。


　そして驚おどろいた。


　箱が、消えていたんだ。


　すぐ目の前にあった筈はずの黒い箱は、影かげも形も見えなかった。


　私は、夢でも見たのかもしれないと思いつつ、立ち上がった。


　床の上で伸のびていたので、体がごわごわになっていた。


　うーんと体を伸ばし、部屋を見み渡わたした。





　その時、気づいた。





　掃除用具入れ。


　その上に、


　あの黒い箱が、置かれていたんだ──





　　　　◆





「──とまあ、私が遭そう遇ぐうした事件は、これで全部だよ」


　及川先せん輩ぱいは途と中ちゆうからホラー物のナレーションのように語り、正直背筋が冷たくなっていた。


　俺は、恐る恐る、部屋の奥にある掃除用具入れの上を、指差した。


「じゃあ、あそこにある黒い箱が……」


「ああ、うん。そうだよ。あれが『黒くて赤い箱』」


「ひああっ！」


　先輩が話している間、るうるにしがみついてガタガタ震ふるえていた小春さんの恐きよう怖ふが限界に達したらしく、室内に可愛かわいらしい悲鳴が響ひびく。演劇部の女子部員達は俺達が怖こわがっているのを楽しそうに見けん物ぶつしているようだった。


　碓氷が手を挙げる。


「あの、それで、先輩はその後、どうしたんですか？」


「ん？　もちろん、箱を引きずり下ろして、中身を確かめた」


「もう一度手に取ったんですか!?」


「そのままにして帰った方がもっと怖いじゃん。まあ、もう血の臭いもしなかったし、大だい丈じよう夫ぶだと思ってね。見た目は黒くてゴツいけど、段ボール箱をそれっぽく塗ってるだけで軽かった」


「そういう問題ですか……？」


「多分、先代の誰だれかが作った小道具なんだろうね。中々出来が良いからいつか舞ぶ台たいで使いたいな。ま、所々破れて穴が空いちゃってるから、補修しないとだけど」


　血には弱いが、それ以外の事には基本的に動じないタイプらしい。というか、そんな曰いわく付きの箱を舞台で使おうという発想が正直分からん。呆あきれてしまう。


「そそそそそれで、ななな中には、なになになにが入っていたんですかっ!?」


　声を震わせながら、小春さんが興奮気味に尋たずねる。怖がっているのに、続きを聞きたがるのは、女の子感性なのだろうか？


　及川先輩の答えは一言だった。


「空」


「か、から？」


「そ。なんにも入ってなかったの。これは私も拍ひよう子し抜ぬけだった。だから元の通りに戻もどして、家に帰った。一度帰ってもう一度お風ふ呂ろ入らないと、学校行けないと思ったから」


　そんな事態にありながら冷静沈ちん着ちやくな及川先輩もどうかと思ったが、そんな曰くのある箱を部室の中に置いたまま部活動を続けている部員達もやっぱりどうかと思う。まあ、部外者がとやかく言う事では無いけど。


「さてと」


　急に及川先輩はパチンと両手を合わせた。


「私の話は君達のお気に召めしたかな？」


「あ、はい。とても」


「では、そろそろ私達は部活動を始めるとしよう。あ、君達、さっきも言ったけど、文化祭では是ぜ非ひ舞台を見に来てくれたまえよ。今日の話のお代は、それでチャラにしようじゃないか」





　　　　◆





　俺達が廊ろう下かに出て、ドアが閉まると、室内からなにやら発声練習らしい声が聞こえ始めた。


　俺は、演劇部の入り口をじっと見つめているるうるに言った。


「どうする？　『黒くて赤い箱』は、もう無いみたいだぞ」


　念の為ため、帰り際ぎわに掃そう除じ用具入れの上にあった黒い箱の中身を確かめさせてもらった。及川先輩は「君達も中々いい度胸をしているじゃないか」と言いつつも、楽しそうに箱を下ろし、蓋ふたを開けてくれた。確かに、それはただの段ボール箱で、中は空っぽだった。


　これまでの「燃える小屋」「ロッカーの犬」と違ちがい、「黒くて赤い箱」は現象を再現する方法が分からない。これでは調査のしようがない。


　るうるは、小さな指を顎あごに当て、しばらく考えてから、言った。


「時間」


「なんだって？」


「夜じゃなきゃ、駄だ目めなのかも」


「……あー」


　なるほど。


「及川先輩が見た時と同じ時間じゃなきゃ、『箱』は現れないかもしれない、か」


「夜に忍しのび込むのは、あんまりお勧すすめ出来ないなー」


　碓氷が、珍めずらしく弱気な事を言った。


「本来、午後八時以降の学内への生徒の立ち入りは禁止されているし、それに、演劇部の部室の鍵かぎも無いしね」


　実は、俺は春に一度だけ、深夜のサークル棟とうに侵しん入にゆうした事がある。その時は、御剣の力を借りて、玄げん関かんの鍵を外してもらったのだった。


　その御剣は、さっきから窓際で携けい帯たい電でん話わをぼんやり眺ながめていた。こちらの会話に加わるつもりは無いらしい。


　小春さんが、まだるうるの左手を両手でしっかり握にぎりしめながら口を開く。


「あのあの、お泊とまりの許可を取ればいいんじゃないでしょうか？　部室の鍵は鈴木先生か、及川先せん輩ぱいにお借りすれば……」


　あれだけ怖こわがってたのに、深夜のサークル棟への潜せん入にゆうを提案する小春さん。


「お泊まり会！」


　るうるが叫さけんだ。両の瞳ひとみに期待70％が満たされ、キラキラと輝かがやきを増している。


「やりたい！」


　両手を挙げてぴょんぴょん跳はねている。小春さんのアイデアがよっぽど気に入ったらしい。


　ふむ。まあ、たまにはそういうのもいいか。〝不思議〟に遭そう遇ぐう出来なくても、夜通しゲームでもしてれば、るうるは満足するだろうし。


「どう思う？」


　碓氷に聞いてみる。


「うーん……」


　狐きつね顔がおは、笑え顔がおを崩くずさなかったものの、困ったように頭を搔かいた。


「確かに、鍵は借りられるかもしれないし、サークル棟の宿しゆく泊はくも、正式に許可を貰もらえれば可能だけど……」


　いつになく、碓氷の言葉は歯切れが悪かった。


「なにか問題があるのか？」


　碓氷は小さく頷うなずいて、そっと、窓際に立っている御剣に視線を向けた。


「その許可を発行するのは、生徒会なんだよ」


「あ……」


　それは、無理だ。ただでさえあの会長は俺達を嫌きらっている。こちらの要望を簡単に聞いてくれるとは思えない。交こう換かん条件として無理難題を出されてもおかしくない。それに、御剣と会長の関係を知った今となっては、会長相手に下手に出るのは願い下げだった。


　このプランは却きやつ下かせざるを得ない。


「るうる、今回は諦あきらめろ。許可が下りる見込みは無い」


「えー！」


　るうるは大きな両の瞳に不満75％を顕あらわにして俺を見つめた。


「お泊まり会したい！」


　抗こう議ぎの意を示しているのか、るうるは小さな両手で俺をぽこぽこ叩たたいてくる。


「しーたーいー！」


「目的がすり替かわってるぞ、お前」


　しかし、今回ばかりは諦めてもらうしかない。また春の時のように魔ま術じゆつを使ってこっそり入るという手も無いでは無いが、さすがに立て続けに問題を起こした後だ。許可も取らずに夜のサークル棟に残り、他ほかの部活の部室に侵入する危険を冒おかすのは避さけたい。


　なおも俺を攻こう撃げき力ゼロの拳こぶしでぽこぽこ叩いてくるるうるをいなしていると、





　パチン。





　御剣が、携帯電話を畳たたみ、


「いいわ」


　こっちを向いて、そう言った。俺は聞く。


「……いいって、なにが？」


「アタシが、兄さんに頼たのんでみる」


「え。……大だい丈じよう夫ぶ、なのか？」


　俺を見る御剣の瞳がすっと細まり、そして、小さく息を吐はいて、「大丈夫よ」と答えた。


「アタシが頼めば、あの人は聞いてくれると思う。とりあえず、生徒会室に行きましょう」





　　　　◆





　十分後。


　俺達は生徒会室の前の廊ろう下かで、御剣が出てくるのを待っていた。


　生徒会室は一いつ般ぱん教室棟とうの三階の端はし、窓の無い廊下の一番奥にあった。放課後のこの時間なので廊下には人通りが無く、とても静かだった。


　御剣は到とう着ちやくするなり「ちょっと待ってて」と言って中に入って行った。あれから数分経たったけど、部屋の中から物音も聞こえず、俺は微び妙みように息苦しさを感じ始めていた。


「揉もめている、んでしょうか……」


　小春さんが心配そうな瞳を生徒会室のドアに向ける。俺には答えようが無かった。


「顔を合わせる事自体珍めずらしいって話だし、思い出話に花を咲さかせているのかもしれないよ」


　碓氷がそう言って笑うが、その笑顔には微妙に覇は気きが無かった。碓氷自身がその言葉を欠片かけらも信じてないのだろう。


　そしてるうるは────わざわざ部室に戻もどって取って来たいちごオレを、美味おいしそうにちゅうちゅう飲んでいる。こいつは心配とかしてないんだろうか。


　と、





　ガチャリ。





　扉とびらが開き、御剣が顔を出す。その顔は、少し疲つかれているように見えた。


「話はつけたわ。入って」


　言われるままに、ぞろぞろと中に入る。


　生徒会室は、普ふ通つうの教室を流用しているらしく、特別な間取りという訳では無かった。中央に生徒机が会議用に円を描えがいて並べてあり、奥に事務机が固めて四つ置いてあった。


　その奥の事務机の一つに、御堂会長が座っていて、こちらをにやにやと見つめていた。他には誰だれもいなかった。


　全員が中に入ると、御剣が扉を閉めた。演劇部の部室もそうだったけど、この部屋も冷れい房ぼうが効いていて涼すずしかった。俺達は壁かべに一列に並ぶ。るうるはまだいちごオレを飲んでいた。


　御堂会長が立ち上がり、こちらに歩いてくる。


「君達欧おう文ぶん研に対する僕の印象が変わる事は無いが、それでも礼を言うべきかもしれないね」


　いきなり、よく分からない事を言われる。


「礼、ですか？」


「そうさ。あの言乃が、僕に頭を下げたんだから。これは歴史的な出来事だよ」


　頭を、下げる。


　その言葉は、俺の心をぐっと重くさせた。


　会長はさも嬉うれしそうに続ける。


「僕が本家を出て以来、こんな事は一度も無かった。いや、これから先も無いと思っていた。だから、おかげで僕の中のちっぽけな自尊心を満たす事が出来たよ」


　自分で「ちっぽけ」って言ったぞこいつ。益ます々ますむかつく野や郎ろうだ。


　御堂は俺達の前に立ち、優ゆう越えつ感に満ちた視線を向けた。


「そんな訳で、話は言乃から聞いた。二度も問題を起こしている君達に、もう一度問題を起こすかもしれない機会を与あたえるなんて本来はあり得ないんだが、言乃の頼みだ。聞かない訳にもいくまい」


　御堂は殊こと更さら「言乃の頼み」を強調した。


「演劇部の鍵かぎは生徒会の方から鈴木先生にお願いして、今日中に君らの部室に届けさせよう。直接外から入れる方の鍵でいいよね？　廊下側の方だと、玄げん関かんの鍵も必要になるし」


　碓氷が答える。


「あ、はい。構いません」


「あと、さすがに宿しゆく泊はくは無理だ。顧こ問もんが一いつ緒しよというならともかく、君達生徒だけで、しかも男女混合で、学内で一夜を過ごすことは許されない。それこそ問題になりかねないからね。……まあ、君達は既すでにそういう問題は通過しているのかもしれないがね」


　にやにや笑いを口元に浮うかべ、下げ卑びた目線で小春さんやるうるを舐なめ回すこの男を、ここで俺が殴なぐり飛ばさなかったのは、ひとえに御剣を困らせたくなかったからだ。


　御堂は「では」と言って指を立てた。


「生徒会長の権限により、欧文研に下校時刻の延長を認めよう。午後十一時までのサークル棟とう滞たい在ざいを許可する。時間が来たら速そつ攻こう帰宅するように。一応忠告しておくけど、終電の時間をあらかじめチェックしておいた方がいいよ」


「えー！　お泊とまりしたいー！」


　唇くちびるからちゅぽんとストローを引き抜ぬき、雰ふん囲い気きぶち壊こわしな抗こう議ぎをするるうる。俺はなおも文句を言おうとするるうるの口を押さえた。


「分かりました。……ありがとうございます。御堂会長」


「さっぱり心のこもっていないお礼だが、そういうの、僕は嫌きらいじゃないよ。犬海君」


　御堂は、にやにや笑いをもう一度浮かべてから「じゃあ、職務に戻るから」と言って、机に戻っていった。


　俺達は、自然に外に向かった。正直、早く御堂のいない空間に脱だつ出しゆつしたかった。


　最後に部屋を出たのは御剣だった。御剣が中に向かって、


「失礼します」


　と言うと、部屋の中から、会長の声が小さく聞こえた。


「あとはよろしく頼たのんだよ、言乃」





　　　　◆





　その後、欧文研の部室に戻もどると、部屋の前で鈴木先生が待っていた。生徒会から連れん絡らくがあって来たのだという。あの会長、仕事が速いのは間ま違ちがい無いらしい。


　鈴木先生は俺達に鍵を渡わたし、決して危ない事をしてはいけないと言い含ふくめて去っていった。


　俺達はそれで一いつ旦たん解散して帰宅し、午後七時に「ねこのあしあと」に再集合した。私服に着き替がえても問題はなさそうだったけど、結局全員制服のままだった。


　夕食はマスターの奢おごりで、全員にカレーライスが振る舞われた。これが最高に美味おいしかった。お泊まり作戦が失敗に終わったるうるは学校にいた時はずっとむくれていたけど、みんなでご飯を食べるのがとても楽しかったようで、すぐに機き嫌げんを直してくれた。


　夕飯の後はマスターがサービスで淹いれてくれたコーヒーを飲みながら、くだらない話をして時間を潰つぶした。みんな遠えん慮りよしていたのか、〝三不思議〟の話も、御堂会長の話も出ず、もっぱら夏休みに何をして過ごすかという話題で盛り上がった。


　俺以外は全員地元民だった事もあってか、みんなが俺の田舎いなかの、分かりやすい田舎っぷりに興味を示した。るうるに至っては、


「タマキの田舎に遊びに行きたい！」


　と繰くり返し主張し、みんなはそれを聞いて笑っていた。


　やがて午後九時半になり、俺達はマスターにお礼を言って喫きつ茶さ店てんを出て、学校に向かった。





　　　　◆





　明かりが全部消えているというだけで、なんでここまで学校は不気味に見えるのだろう。


　幸い月明かりがあるのと、小春さんと碓氷が懐かい中ちゆう電灯を持ってきてくれたおかげで、歩くのに支障は無かった。先頭は碓氷と、小春さんから懐中電灯を受け取った御剣が、前方を照らしながら歩いている。小春さんが怖こわがってずっと俺にしがみついていたけど、これは支障では無かった。むしろ逆というか。うん、全く支障では無い。


「邪よこしまな思考。５ptポイントダウン」


「心を読むな」


　俺が小さく睨にらむと、るうるは無表情のままぷいと横を向いた。


　前を歩く御剣が振り返り、片手に一本握った赤いかんざしを、俺の方にピッと向けた。別にかんざしから光線が出る訳でも無いのに、薄うす闇やみの中で尖とがった物を向けられると背筋がぞぞっとする。


　御剣は俺に照準を合わせたまま小春さんに言った。


「小春、犬海がいやらしい事したらすぐに言うのよ。引っこ抜いてあげるから」


「だから何をっ!?」


　月明かりに照らされる御剣の顔が妖あやしく微笑ほほえみ、また前を向く。いやマジ怖いしそれ。


「っと。到とう着ちやく～♪」


　碓氷が軽い口調で立ち止まり。懐中電灯をぐるりとこちらに向ける。


「眩まぶしい。直接向けるな」


「あは、ごめんごめん」


　そう言いつつ、碓氷はまたぐるりと全員の顔をゆっくり照らした。小春さんは怯おびえていて、るうるはちょっと眠ねむそうで、御剣はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づら。左さ右ゆう対たい称しように挿ささったかんざしが、電灯に照らされてキラリと光った。


「さ、入ろうか。るーちゃん、鍵かぎをくれる？」


　こくん。


　るうるはポシェットから鍵を取り出し、碓氷に渡す。


「……あれ？」


　俺はその光景を見て思わず呟つぶやいていた。


「ん、どうかしたかい、タマぴょん」


　碓氷が問いかける。けれど、俺は、どうして呟いたのか自分で分かっていなかった。


「いや……なんでもない」


「そ？」


　碓氷は受け取った鍵を鍵かぎ穴あなに差し込み、くるりと回した。





　ガチャリ。





「入るよ」


　珍めずらしく、碓氷の緊きん張ちようした声。取っ手に手を置き、ゆっくりとスライドさせる。





　ガララララッ。





「ひゃうっ！」


　静かに開けたつもりが、ドアが思いの外大きな音を立て、小春さんがそれに驚おどろいて叫さけび、俺の右みぎ腕うでをぎゅうっと握りしめる。やたらと柔やわらかい感かん触しよくが二の腕うでを包み込み、ああ、なんだろう。この幸福感を表す語ご彙いが俺の脳内辞書には無い。


「なにデレッとしてんのよ。もっと緊きん張ちよう感かんを持ちなさいよ」


　既すでに中に入っていた御剣が振り向き、ジト目で俺を睨む。


「オホン。行こう、小春さん」


「はっ、はい」


　まだ部屋の外にいるのは俺と小春さんだけだった。ゆっくりと中に入る。


　窓明かりがあるとは言え、中はかなり暗かった。碓氷が振り返る。


「懐中電灯じゃ心こころ許もとないね。タマぴょん、明かり点つけてもらってもいい？」


「ああ、分かった」


　扉とびらの横の壁かべに手を這はわせると、すぐにスイッチに手が当たった。パチパチパチパチと、あるだけスイッチを全部オンにする。





　パパパッ、パッ。





　部屋の中に明かりが灯ともり、遠くまで見み渡わたせるようになった。それだけでちょっと緊張感がほぐれるというものだ。俺は部屋の中を見渡すと──





　──それ、が、あった。





　机の上に、黒い箱が置かれていた。


「ひやあ……」


　小春さんの悲鳴には既に生気が無かった。このまま気絶してしまわないか心配だ。


「犬海、どうするのよ」


「……ここまで来たんだから、調べるしかないだろ」


「そう！　調べるしかない！」


　るうるがやたらと気合いの入った宣言をして、黒い箱に駆かけ寄った。


「おいるうる！　慎しん重ちように行け！」


「えー、大だい丈じよう夫ぶだよー」


　俺が止める間も無く、るうるは箱に到とう着ちやくし、ぺたぺたと触さわった。


「るうる！」


「なんにもつかないよ」


　楓かえでの葉みたいにちっちゃな両手をひらひらとこちらに見せる。


　右腕にしがみついている小春さんがふらふらしていて、中々前に進めない。


　るうるの左右に御剣と碓氷が立つ。るうるはいよいよ箱を開けようとしている。


　突とつ然ぜん、俺は叫んだ。


「待ってくれ！」


　碓氷がびくりと震ふるえて、俺を見る。


「どうしたんだよ、タマぴょん」


　聞かれても、俺には答えられなかった。


　ただ一つ分かるのは、首筋に猛烈なかゆみを感じている事だけ。


　この光景には、違い和わ感かんがある。


　即すなわち、魔ま術じゆつがかかっている。


　でも、それはなんだ？


　ここまで、特におかしな所は無かった。


　学園で別れて、


　「ねこのあしあと」で合流して、


　また学園にやってきて、


　扉の鍵かぎを開けて中へ──





　──あ。





　頭の中を、風が吹ふき抜ぬけた気がした。意識が、すっとクリアになった。





　そして同時に、今がかなりやばい事態である事を俺は把は握あくした。


「るうる、やめろ！　その箱から手を離はなせ！」


　その言葉は遅おそかった。るうるは既に箱を開けていた。


「中に、なにかある」


　小さな体を伸のばして、その何かを取ろうとしている。


「タマぴょん、だからどうしたのさ」


　碓氷が不思議そうな顔を俺に向ける。俺は答える。


「碓氷、俺達は、鈴木先生から鍵を受け取ったな」


「そうだけど？」


「その鍵は、一階にある演劇部部室に、外から直接入れる鍵だ」


「だからそうだけど？　だって、そうじゃないと玄げん関かんから入らなきゃいけないし──」


「おかしいだろ」


「え、なにが？」


　俺は扉の横の壁を指差した。


「これはなんだ」


「『なんだ』って、照明のスイッチでしょ？　今タマぴょんが押したんじゃん」


「なんでこれがここにあるんだよ」


「さっきからおかしな事ばかり言うねタマぴょん。スイッチは扉の横にあるのが当然──」


　碓氷が口をポカンと開ける。気づいたらしい。俺は言った。


「照明のスイッチは、廊下側の扉の横にあるんだ。俺達は、廊下側の扉から入った事になる」


　今日の放課後、演劇部の部室にお邪じや魔ました時、最後に部屋に入った鈴木先生は扉とびらの横のスイッチを押して明かりを消していた。その光景を思い出しながら俺は──


「──もう一つある」


　やられた。俺達は罠わなに落ちたんだ。そう直感した。


　右みぎ腕うでにしがみついていた小春さんが俺を見上げる。


「あのあの、犬海君、もう一つって……？」


「……小春さん、演劇部部室の大きさって、覚えてる？」


「え？　えとあの、欧おう文ぶん研と同じくらいの……」


「そうだ。照明は蛍けい光こう灯とうが一組だけの小さな部屋だった。つまり」


　俺は壁かべをもう一度指差す。


「照明のスイッチが四つもある訳ない」


　天てん井じように設置された蛍光灯は全部で四組。確かにそれだけ無ければこの部屋はカバー出来ないだろう。そもそもの違和感、それは、部室が広すぎる事だったんだ。


「あのあの、それってどういう──」


「考えられる事は一つ」


　俺は、本来あるべき《理ことわり》を、告げた。


「《ここは、演劇部部室じゃない》」





　ぱちん。





　いつもなら耳に心地ここち良いこの残ざん響きよう音も、今回は出来れば鳴らないでくれと思った。だが、確かに魔術は破られた。ここは演劇部部室じゃない。そうじゃなくて──


「──ここは、職員室だ」


「取れた！」


　箱に頭を突つっ込んでいたるうるが、嬉うれしげに取り出した物を両手で持った。


　それは、紙の束だった。


　ようやくるうるの所に到とう着ちやくした俺は、嫌いやな予感が当たってしまった事を知る。


　るうるが取り出した物、それは──





　──それは、期末試験の問題用紙だった。




　第四章　七月十三日（金）　部活謹慎令







「ま、君達を信しん頼らいした僕が馬ば鹿かだったという事なんだろうね。今回、得るべき教訓は」


　御堂会長は俺達を見み渡わたしながらそう言って、扇せん子すで頰ほおを叩たたきつつ、クックと笑った。





　　　　◇





　あの後。


　るうるが箱の中から英語の問題用紙を取り出した時、誰だれかの仕し掛かけた魔ま術じゆつの罠に俺達がかかったのだという直感は確信に変わった。そうじゃなきゃ、演劇部部室に向かっていた俺達が職員室に到着する筈はずが無いからだ。


　だから俺は調査を即そつ刻こく中止し、箱を元通りに戻もどして、微び妙みように状じよう況きようを把は握あく出来ていない皆みなをすぐに解散、帰宅させた。これ以上事態を悪化させない為ためのつもりだった。


　甘かったのだ。俺は。


　事態は、既すでに最悪の方向に進んでいた。





　　　　◆





　次の日、何事も無く授業を終えた放課後、俺はるうる、碓氷と一いつ緒しよに欧文研の部室に向かった。部室には小春さんと御剣が既に来ていたのだが、そこにもう一人、何故なぜか御堂会長が椅い子すに座っていた。


　御堂は俺を見て「全員集まったようだね」と立ち上がり、そして言ったのだ。「君達を信頼した僕が馬鹿だった」と。


　俺は慎しん重ちように言葉を選びながら聞いた。


「どういう、意味ですか？」


「これだよ」


　御堂が胸ポケットから紙し片へんを取り出す。


「今朝、生徒会のポストに入ってた。匿とく名めいの告発者って奴やつだ」


　そう言って、紙片を大テーブルの上に投げた。見なくてもそれがなんなのか予想がついたけど、俺は大テーブルに近づいた。


　それは写真だった。職員室の隅すみで、るうるが英語の問題用紙を両手で広げていて、それを覗のぞき込んでいる俺達四人の背中がすっぽり写り込んでいる。


　昨日の、俺達の姿だ。


「君達がどう釈しやく明めいしようが、この写真は君達が深夜の学園に忍しのび込み、期末試験の問題用紙を盗ぬすみ見ようとしている図にしか見えない」


　確かに、この写真を見れば誰でもそう思うだろう。けれど、事実は違ちがう。


「会長、これはですね──」


　説明しようとする俺を、会長は片手で制した。


「いやいい。弁明は必要無い。そういうのを聞きにここに来たんじゃないんだ」


　そして、何故か笑え顔がおを浮うかべた。


「実は、この問題は既に解決しているんだよ」


　一いつ瞬しゆん、言っている言葉の意味が分からなかった。


「……解、決？」


「京きよう野の先生──この問題用紙の作成者だよ、分かってるよね？──は、この事を不問に付す事を了りよう承しようしてくれた。この写真は」


　会長は大テーブルの上にあった写真を持ち上げ、胸ポケットに入れた。


「生徒の中では今の所僕しか存在を知らない。つまり、僕と京野先生が黙だまっている限り、君達の不正行こう為いは無かった事になる訳だ。理事会にも、その方向で了りよう解かいを取り付けてある」


「あの、言っている事が、よく分からないんですが……」


　俺がそう言うと、会長は馬鹿にする目つきで俺を睨にらみ、「ふむ」と頷うなずいた。


「簡単に言えば、僕の保身の為に、君達は窮きゆう地ちを脱だつするのだと思ってくれればいい」


　御堂は「僕の保身の為」と、さらりと言った。


「君達に活動時間延長の許可を与あたえたのは僕だ。つまり、この事態が公おおやけになると、僕の立場も微妙に危あやうくなる訳さ。だから何もなかった事にする。君達が本当に不正行為をしたのかは正直、興味が無い」


「そんな！　俺達は別に──」


「さっきも言ったけど弁明を聞きに来たんじゃない。問題は既に解決している。僕は結果を報告に来ただけだ。ただまあ、ペナルティ無しって訳にもいかなくてね。とりあえず、部活動は当面自じ粛しゆくしてもらうよ」


「自粛？」


「分からないかい？　放課後は家で謹慎してろって事だよ」


「やだ！」


　急にるうるが頰をふくらませて反論する。珍めずらしく目が怒おこっていた。ぴっと御堂を指差す。


「あなたはいじわる」


　御堂は苦く笑しようを返す。


「これでも温情措そ置ちなんだと理解して欲しいねえ、水那斗さん。本来なら停学レベルの事を引き起こしたんだぜ？　君達は」


　……確かに、深夜の学校に忍び込んで期末試験の問題を盗み見るというのは、どうあっても許されない行為だ。しかし……。


　御堂は、るうるがじっと睨んでいるのをなんら気にせずに言った。


「実を言うとね、僕は、正直これを機に欧おう文ぶん研を廃はい部ぶにしてしまってもいいんじゃないかくらいに考えていたんだよ」


「「廃部っ!?」」


　俺とるうるの声が重なる。御堂は楽しそうに頷き、閉じた扇せん子すで部室の床ゆかを指差した。


「この、サークル棟とう四階の角部屋を欲しがっている宿無しの部活は、君達が想像している以上に多いんだよ。そして、君達は廃部になるのに十分な理由をもたらしてくれた。どちらかと言えば、僕が多少泥どろを被かぶってでも、この部室をちゃんとした実績のある部活に明け渡わたした方が、学園全体の利益になると思ってるんだよ」


　御堂は扇子で自分の頰ほおをぴたぴた叩たたきながら、「けどね」と続けた。


「理事会は、この件について穏おん便びんな対応を望んでいる。不必要に『魔ま女じよ』──」


　腕うでを伸のばし、扇子の先をるうるに向ける。


「──を、刺し激げきしたく無いんだろうね。僕はイマイチ納なつ得とくしていないけど、大人の考える事を理解は出来る。それに──」


　るうるに向けていた腕が60度回転し、俺の斜ななめ後ろに立っている御剣に向く。


「言乃に強く頼たのまれてね。部活は残して欲しいってね」


　振ふり向くと、御剣は半分うつむいていて、その表情は見えなかった。二本の赤いかんざしが、綺き麗れいな黒くろ髪かみの上で金魚のようにたゆたっている。


「二日続けて言乃からお願い事をされるなんて、人生、何が起きるか分からないね」


　御堂はクックと喉のどを鳴らした。


「まあそういう訳で、今日から欧文研は活動休止だ。期限は決めないよ。ほとぼりが冷めるまで、って奴やつだね。まあ、すぐ夏期休きゆう暇かに入る訳だし、どうせこの部屋はクーラーが無いから丁度いいだろ？　話は以上だが、なにか質問が──」


「やだってば！」


　気持ちよさそうに喋しやべる御堂の言葉を、珍しく怒ど気きを含ふくんだるうるの声が遮さえぎる。るうるは両手をグーにして頭の上でぐるぐる回し、抗こう議ぎの意を訴うつたえた。


「クーラー無くても遊ぶもん！」


　……この部室でクーラー無しは相当きついと思うんだが。いやそういう話じゃない。俺も今の御堂の言葉には全く納得出来なかった。


「会長。そもそも俺達は活動を自粛する理由がありません。何もしてないんですから」


「なにもしてない？　この写真は偽にせ物ものだと？」


「そうじゃありません。俺達は職員室に入るつもりも、問題を見るつもりも無かった。これは誰だれかに嵌はめられたんです」


「誰に？」


「それは……分かりません。でも、見つけます。その犯人を見つけて、濡ぬれ衣ぎぬを晴らします」


　御堂は、俺をポカンと見つめた。


　やがて、堪こらえきれない、という感じに、笑い声を漏もらし始める。


「ハハハッ！　犬海君。君は、このメンバーの中ではもう少し頭が回る部類に入るのかと思っていたけどね、見込み違ちがいだったようだ！」


「どういう、意味ですか？」


「組織という物は、君が思っているよりもずっとくだらないシステムで動いているって話だよ。たとえ、それが高校の中であってもね」


「言っている事がよく分からないんですが……」


「では聞くが」


　御堂は自分の胸ポケットを、扇子の先でちょんちょん、と、叩いた。


「なんで、こんな写真があるんだと思う？」


「それは、だから、俺達を嵌めた誰かが撮とったから……」


「誰かって、誰だい？」


「……え？」


　御堂は、ぐにゃりと、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべた。


「こんな至近距離で綺麗な写真を撮れたのは、一体誰なのかって聞いてるんだよ」


　御堂の言葉を理解するのに一秒かかった。そして、瞬しゆん時じに振り向いた。


　頰をふくらませて怒おこっている、るうる。


　覇は気きの無い狐きつね顔がおで俺を見返す、碓氷。


　きょろきょろおろおろしている、小春さん。


　うつむきながら、赤いかんざしを握にぎりしめている、御剣。


　俺の背中に、会長の嗜し虐ぎやくに満ちた言葉が突つき刺ささる。


「そんな事が出来るのは、魔術師だけだ。そうは、思わないかい？」


　俺は、ゆっくりとそいつに向かって言った。


「……御剣。お前のかんざしって全部で二本じゃなかったか？」


　御剣のトレードマークでもある赤いかんざしは、頭の後ろに二本、左さ右ゆう対たい称しように挿ささっている。


　俺は聞いた。それは、昨日の夜からずっと続いていた違い和わ感かんだった。


「《なんで、三本目を手に持っているんだ？》」





　ぱちん。





　耳の奥で、大きなシャボン玉が、ゆっくり割れていくような音が聞こえた。それは、俺の言葉が、なんらかの魔ま術じゆつを破った事を意味していた。


　御剣の手の中にあったかんざしは消えていた。


　代わりに、小さなデジカメが、握られていた。


　御剣は、うつむいていた。


「そういう事だよ」


　啞あ然ぜんとする俺に、御堂の言葉が突き刺さる。





　俺は、ようやく全すべてを悟さとった。遅おそすぎるくらいだった。





　ゆっくりと体の向きを変え、扇せん子すを優ゆう雅がに扇あおいでいる男の方を向く。


　そして、絞しぼり出すように言った。


「全部、あんたの、仕し業わざなんだな」


　御堂は、楽しそうに俺を見つめ返す。俺は、自分がどんな顔をしているのか分からなかった。


　目の前の男への怒いかりを燃やしながら、今まで引っかかっていたいくつかの違和感が、頭の中で一本にまとまっていくのを感じていた。
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「〝三不思議〟は全部あんたが仕組んだ狂きよう言げんなんだな。最後に俺達が問題用紙に辿たどり着くように、それによって欧おう文ぶん研が活動出来なくなるように、そう仕向けたんだな」


「仕向けたとは酷ひどいな。君達が勝手に首を突っ込んだだけだ。僕は君達が望むから活動時間延長の許可を与あたえただけだよ。事件調査ごっこは楽しかっただろ？」


　御堂の視線がすっとるうるに向く。「お前の好こう奇き心しんがお前の大事な場所を壊こわしたんだよ」とでも言いたげな瞳ひとみで。


「思っていたより君達が使えない人材だったおかげで、手助けまでしてやったんだぜ。ガルムが暴れた時、僕がいなかったらどうなってたと思う？　感謝して欲しいくらいさ」


「……御剣がデジカメを隠かくし持ったのも、あんたの命令なんだな？」


「良く撮れてただろう？」


　左ひだり腕うでが勝手に動き、御堂の胸むなぐらを摑つかんで一気に引き上げた。御堂は抵てい抗こうしない。


「兄貴だったら何をさせても許されると思ってんのかっ！」


「君が何に対して怒っているのか、よく分からないな」


「御剣が望んでそんな役を引き受けた筈はずが無い！　あんたが無む理り矢や理りやらせたんだ！」


「根こん拠きよの無い頭の悪い発言はやめてくれないか」


「──ッ！」


　人を殴なぐった事はこれまで無い。けれど、必要な時にどう動くべきなのかは体が知っているらしい。右手が自動的にスイングして、御堂の頰ほおを目指した。御堂はヘラヘラと笑っている。腕の速度が増し、そのにやけた面に拳こぶしが直ちよく撃げき──





「犬海やめてっ!!」





　──する寸前、御剣の強い叫さけび声に、俺の拳は御堂の顔面２cm前で止まった。


「暴力なんて振ふるったら、兄さんの思うツボよ」


　御剣の言葉を聞いて、御堂は俺に体を持ち上げられながら肩かたをすくめた。


「邪じや魔まするなよ言乃、もう少しでこいつを停学にさせられたのに」


　体が動くに任せていた俺は、ようやく自分が何をしようとしていたのかを認にん識しきしつつあった。俺は、生徒会長を殴り倒たおそうとしていたのだ。


　襟えり首くびを摑んでいた左手を離はなすと、御堂は余よ裕ゆうの表情で乱れたネクタイを直した。


「では、失礼するよ。良い夏休みを。ま、その前の期末試験を頑がん張ばりたまえ」


　御堂は部員全員に嫌いや味みな笑みを向けた後、入り口に向けて歩き出した。そして、うつむいたままの御剣の横に立ち、肩に手を置く。


「言乃、実質的にこの部活は終わりだ。もうここに用は無い。来なさい」


「……兄さん」


　絞り出すように、御剣が声を出す。うつむいたまま、御堂を見る事無く。


「無期限の活動停止はあんまりです。せめて、二学期から再開とか──」


「言乃、こいつらはわざわざお前が守る価値なんか無い。どうしてそんなにムキになる？」


「どうしてって──」


　弾はじかれるように顔を上げ、御堂の方を向いた御剣の顔は、赤かった。


　うつむいていたのは兄貴が怖こわかったからじゃない。怒りに震ふるえているのを抑おさえていたんだ。


　更さらに紅潮していく御剣は、御堂をキッと睨にらみ付けて言った。


「彼らは、アタシの、大切な、仲間、なんです！」


　一言一言区切られながら口から出てきたその言葉は、普ふ段だんの御剣が口にしない物だった。


　仲間。


　大切な、仲間。


　その一いつ瞬しゆん、俺は、誰だれが写真を撮とったのかなんて、どうでも良くなっていた。


　御剣が、俺達の事をどう思っているのか、それを知ったのだから。


　しかし、御堂は、御剣の精せい一いつ杯ぱいの言葉を、鼻で笑った。


「ハッ！　仲間だって!?　今日は面おも白しろいジョークを沢たく山さん聞けて楽しいよ！」


「じょ、ジョークなんかじゃ……」


　御堂の言葉を御剣は否定しようとするが、その言葉には勢いが無い。


「言乃、彼らは、お前が何故なぜ魔ま女じよと行動を共にするのかを知らないんだろう？　教えてやれよ」


「──ッ！」


　御剣の瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。紅潮していた顔からすうっと血の気が引いていく。


「やめて……、兄、さん」


　かすれたような小さな声が、御剣の口から漏もれる。御堂は楽しそうに顔を歪ゆがめた。


「別に構わないだろう!?　どうせもう部活は続けられないんだからさ」


「いや……、駄だ目め……」


「何故こんな奴やつらに義理を立てる必要があるんだ!?　御剣家の跡あと継つぎともあろう者が、こんな奴らの肩を持つのか？　情けない！　お父様に申し訳ないと思わないのかい？」


　御堂はゆっくりと、御剣の周りを歩き、「ああ、それとも……」と、唇くちびるを歪めた。


「それとも、男に惚ほれたのか？　御剣の跡取り娘むすめが籠ろう絡らくされたか？　なあ、どっちの男だ？」


　青くなっていた顔に、さっと朱しゆが差した。


「そっ、そんな訳が！」


「じゃあ構わないだろう！　言いにくいなら僕が代わりに言ってやる！　お前が魔女と共にいるのは──」


「やめてぇっ！」


　御剣が髪かみを乱して叫ぶも、それは御堂をより一層楽しませるだけだった。


　そして、御堂は、歌うように、言った。


「それは、お前がいつでも、水那斗るうるを、殺せるようにだ。そうだろ？」


　血の気が引いていた御剣の顔が、より白くなった。瞳ひとみに、絶望が浮うかんでいた。


　部屋の時間が止まった、ように感じた。少なくとも、俺は息が止まった。


　御堂の発した言葉の意味が、今度こそ理解出来なかった。


　いま、あいつはなんて言った？　「水那斗るうるを、殺せるように」だと？


「おや、みんな驚おどろいているね。やっぱり知らなかったのか。その程度の仲だったって事かな」


　相変わらずヘラヘラとした口調で、手の中の扇せん子すをポンポンと叩たたく。


「御剣の家はね、社会と魔ま術じゆつの均きん衡こうを保つ事を責務としているんだ。そして、その時代の権力が表立っては出来ない事を、率そつ先せんして引き受ける役割を担になっている。それによって、御剣家は過去から現在にかけて、確固たる地位を保って来られたんだよ」


　誰も動けない部屋の中で、聞きたくもない声が響ひびき続ける。


「その表立っては出来ない事の筆頭が、他者が制せい御ぎよ仕切れない程ほど強力な素質を持った魔ま術じゆつ師しを監かん視しし、もし対象の力が暴走でもして社会、いや人類に影えい響きようを及およぼしかねない場合、速すみやかにそれを処理する任務だ」


　御堂は敢あえて「処理」と言った。それが何を意味するのか、聞き返さなくても分かった。


「そして、現在、その対象となっているのが、『世せ界かい災さい厄やくの魔女』こと、水那斗るうるだ」


　俺は御剣の顔も、るうるの顔も、見る事が出来なかった。ただ、御堂を睨み付けていた。


「これで分かっただろう？　何故言乃が、君達一いつ般ぱんクラスの生徒風ふ情ぜいが集まっているくだらないお遊びサークルに居続けているのか。全すべては水那斗るうるを監視する為ためなんだよ」


　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。


　さっきから何を訳の分からない事を並び立てているんだ、こいつは。


　そうだろ？　御剣、お前も言ってやれ。


　俺は、いつの間にか、声に出していた。


「なあ、御剣──」


　御剣はガバッと俺の方を振ふり向いた。


　瞳には、涙なみだが浮かんでいた。


「────ッ！」


　口を開き、何かを言おうとしていた。でも、それは、言葉にならなくて──





　バッ。





　御剣は背を向け、入り口に走ろうとした。俺は慌あわてて御剣の右手を摑つかむ。


「おい待てよ──」


「アタシに触さわるなっ！」


　硬こう質しつな否定の言葉の後、強い力で手を振り解ほどかれる。


「御剣……」


　御剣はうつむいていた。右手で一いつ瞬しゆん顔を覆おおう。


　そしてこちらを向いた時、俺はそこに誰だれがいるのかと一瞬錯さつ覚かくした。俺はもう一度呟つぶやく。


「御剣……？」


　御剣は、今まで見た事もないような表情で俺を見返した。


　睨にらみ付けているその瞳には、蔑さげすみの感情が浮かんでいた。


　口元は、奇き妙みように歪んだ笑えみを作っていた。


　まとっている雰ふん囲い気きが、御堂会長のそれに、似ている気がした。


「そうよ。アタシはなんにも勘かん違ちがいなんかしちゃいない」


　さっきまでの感情に揺ゆれた声ではない。自信に満ちた、そして、高圧的な声が響く。


「兄さんの言う通り、ここにいるのは水那斗を監視するのに都合が良かったからよ。そうじゃなきゃ、あんた達みたいな一般クラスの生徒とつるむ訳無いじゃない。誤解しないでよね」


「御剣──」


「でもま、バレちゃしょうがないか」


　俺の言葉を無視して、御剣は笑った。


「もう、これまでみたいに仲良しごっこは続けらんないわよね。アタシ、部活やめるから。じゃあね」


　御剣はくるりと体を翻ひるがえし、手を振りながら廊ろう下かに出て行こうとした。扉とびらをガラリと開ける。


「言乃！」


　その背中に、るうるが呼びかける。御剣の体が止まる。やがて、廊下を向いたまま、御剣は言った。


「水那斗、友達ごっこは終わりよ。アタシは、あんたの事なんか、なんとも思っちゃいない」





　ガラリ。扉が閉まる。





　るうるは、閉じた扉をじっと見つめていた。その瞳に浮かんでいる感情がなんなのか、俺にはすぐには分からなかった。


　俺達が動けずにいると、御堂が一人、クックと笑った。


「言乃の本ほん性しようを見てしまって、ショックを受けたかな？　気にしない事だ。本来は、君達一般人と交流がある事自体、おかしかったんだから。そういう立場の人間じゃないんだよ。言乃は」


　俺は既すでに怒おこっていなかった。いや、怒ってはいたが、体の制御は利きいていた。


　なので、今度はいきなり胸むなぐらを摑んだりせず、会長をじっと睨んだ。


「ん？　犬海君、まだ、なにかあるかい？」


「……あんた、最初からこうなる事を分かっていたな？」


「こうなる事って？」


「俺達の前で、御剣の正体を暴ばく露ろして、あいつが自分から部活をやめると言い出す事をだよ」


　その言葉に、御堂の楽しそうな目が少し細まり、「ふむ」と呟く。


「健全な学園生活を守る為に、必要な処置を打ったまでだ」


「なんだと!?」


「言いたい事はそれだけかね。なら、もう話す事は無い」


　会長は優ゆう雅がな足取りで扉に向かった。


「僕は生徒会室に戻もどる。私物の整理が終わったら、鍵かぎを持ってこい」


「鍵？」


　扉の前で御堂が振り返り、馬ば鹿かにしたような顔を向けた。


「この部室の鍵だよ。休部処置が解けるまでは、鍵は生徒会で預かる。当然だろ？」





　　　　◆





　その日の夜。


「犬海君！　これ３番テーブルです！」


「ん？　３番には今ドリンク持ってったぜ？」


「え!?　あっ、ごめんなさい４番でした！」


「１番テーブル注文入ったよー。ナポリタン二つとカレーライス。ドリンクは僕作っとくから、小春さんよろしくねー」


「は、はい！　ナポリタン二つとカレーライス、作ります！」


「ねえねえタマキ」


「あ？　どうしたるうる」


「やっこさん！」


「ナプキンで折り紙してないでテーブルを片付けろ！」


「余よ裕ゆうが無い。３ptポイントダウン」


「余裕無いだろ！　お客さん待ってるんだぞ！」


「水那斗さんのウェイトレス姿、かわいい……（じゅるり）」


「……小春さん、手が止まってる。あとよだれ」


「あっ！　ごめんなさい！　カルボナーラ二つとハヤシライスでしたね！」


「違ちがうよー！」


「いやあ、若者はエネルギーがあって頼たのもしいねえ」


「なんでマスターが休んでるんですか！　働いて下さいよ！」


　夜、喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」で、欧おう文ぶん研メンバーは総出で臨時バイトに駆かり出されていた。


　あ、「総出」と言っても、御剣は、いなかったけど。





　　　　◇





　会長が部室から出て行った後、俺達は無気力感に囚とらわれながら、私物をカバンに詰つめて、部室から出た。


　るうるが鍵を手放すのを強く抵てい抗こうするんじゃないかと思ったのだけど、意外にるうるは俺に言われると、すっと鍵を出してくれた。もしかしたら、御剣の事で頭がいっぱいだったのかもしれない。瞳ひとみが、いつになく、ぼんやりとしていたから。


　生徒会室には会長はおらず、副会長の男の先せん輩ぱいに鍵を預けておいた。あいつと顔を合わせずに済んだのはラッキーだ。


　それで、俺達は家に帰った。


　色々な事がありすぎた。


　もやもやが頭の中をループし続けて、何を考えればいいのか、そもそも何かを考えなければいけないのか、それすらも、よく分からなかった。


　そんな時、るうるから電話があった。


　正確には、るうるの携けい帯たいから電話があって、かけてきたのはマスターだった。曰いわく、


「言乃がバイトやめちゃって人手が足りないから手伝いに来てくれ。今すぐ」


　そのまま電話が切れてしまったので、俺は仕方が無く、やたら重く感じる体を動かして「ねこのあしあと」に行った。





　　　　◆





　そして、現在の混乱に至る。


　一昨日おとといの放課後、御剣と話をしに来た時には閑かん古こ鳥どりが鳴いていたのに、今日はテーブルが既すでに満席で、入り口で待ってる人がいるほど店は繁はん盛じようしていた。水曜の夜と金曜の夜ってこんなに違うものなのか？　というか、この店にこんなにお客がいるところ初めて見たんだけど……。


　おっと、ぼんやりしている場合じゃない。


　４番テーブルに到とう着ちやくして、トレイからぎこちなく料理を持ち上げ、並べる。


「お待たせしました。ジャーマンドッグとポテトフライになります」


　一礼して席を離はなれ、そのまま別の客が席を立ったばかりの６番テーブルを片付ける。ようやく作業の流れが分かってきた感じだ。


　その６番テーブルにさっきまで座っていたカップルは、今は会計の最中で、碓氷がレジを叩たたいている。碓氷はマスターから一通り操作方法を聞いただけで、レジの使い方を難無く覚えてしまった。器用な奴やつだ。


　なんでホールの接客を男二人で回しているのかというと、小春さんは料理が得意なので厨ちゆう房ぼうに入っていて、そしてるうるは基本的に役に立たないからだ。今の所、るうるはテーブルを拭ふくのとお客さんをテーブルまで連れて行く専門の係になっている。まあ、あいつがちょこまかと動いているのは、それはそれでお客さん達を楽しませているようだけど。


　ちなみに小春さんとるうるは、それぞれ御剣がいつも来ているのとは少し違うデザインの、ネコミミネコシッポウェイトレスの制服を着ていた。どちらもサイズがぴったりなのがあのマスターらしい、いやらしい感じだ。こういう機会が予測出来たとしても、どうやってサイズを合わせたんだろう？


　そして俺と碓氷はモノトーンのシンプルなウェイターの制服を着ていた。マスターはいつもジーパンにＴシャツなのに、この制服は誰だれ用に用意していたんだろう？　前に聞いた時は男物は用意していないって聞いた気がしたのだけど。ちなみにサイズは微び妙みように合ってない。男はどうでもいいらしい。


「はい！　１番カレーライス上がりました！　ナポリタンもすぐ出ます！」


　料理という専門分野の為ためか、いつもよりテンションの高い小春さんがカウンターに皿を並べる。露ろ出しゆつ度がそれなりにある制服の上からエプロンを羽織っていて、フロアからその姿を拝めないのが、なんとももったいない。


　俺がカレーライスが置かれたトレイに手を伸のばすと、レジから戻もどって来た碓氷が、ヒョイと手を伸ばして先に取ってしまった。


「僕が運んでおくよ。タマぴょん、今のうちに十五分休きゆう憩けい行って来てよ」


「え、でも……」


「夜はまだ長いんだぜ。ここから順番に休憩していこう」


　碓氷はバイト慣れしているのか、こういう段取りが上手うまい。ここは従っておこう。


「分かった」


　俺は後を任せて、厨房の奥の休憩室兼けん更こう衣い室に向かった。





　　　　◆





　扉とびらを閉めると、フロアの喧けん噪そうや、厨房に響ひびく換かん気き扇せんの音もほとんど聞こえなくなる。奥の椅い子すに座って、俺はぼんやりと室内を見み渡わたした。


　着き替がえ用のロッカーとパイプ椅子が二つずつあるだけの狭せまい空間。


　先月、御剣が「話がある」と言って、俺を無む理り矢や理り連れ込んだのも、この部屋だった。


　あの時、御剣は「アタシは、水那斗の友達に、なれない」と言っていた。


　その言葉の意味を、俺は今日知ったのだ。


　俺は──


「ごくろーさん、ほれ」


　急に頰ほおに冷たい感かん触しよくが張り付く。見上げると、マスターの甲斐さんがストローの刺ささったドリンクのカップを持っていた。俺は「どうも」と言って受け取る。マスターは入り口側の椅子にどっかと座った。


「……あの」


「ん、なに？」


「厨房、戻らなくていいんですか？」


「アイちゃん、俺より料理上手だわ。手て際ぎわもいいし、全部任せちゃった方が効率がいい」


「……前から思ってたんですけど、甲斐さんって、自分で経営してるのに、この喫きつ茶さ店てんに対して思い入れが無いように見えます」


「お、それは鋭するどい視点だね」


　その言葉の意味がよく分からなかった。けれど、それを確かく認にんする前に話題が変わった。


「いやあ、君達来てくれてホント助かったわ。言乃の奴、『もう行きません』って電話一本で辞やめやがんの」


「今日俺達四人で回してる分を、普ふ段だんは御剣一人でやってた訳ですよね」


　まあ、るうるはなんにもしてないから、実質三人だけど、それでも凄すごい。


「そ。あいつはなんでもそつなくこなすからね。成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万ばん能のう。その上でトップクラスの魔ま術じゆつ師しなんだから、天は人に何物与あたえてんのかって話だな」


　確かに、周りからはそう見える。


　でも、それは単に才能に溢あふれているだけという訳じゃなくて、本人のたゆまぬ努力あっての物だという事を、一学期の間御剣とつるんでいた俺は知っている。


　周りにはなんでも余よ裕ゆうでこなしているように見せて、弱気な面を一いつ切さい見せたりしないのは、他人に心配されたくない御剣のポーズなのだ。


　今までは、単にそういう性格なのか、じゃなきゃ、るうるに対するライバル心やあてつけみたいな物なのかと勝手に思っていた。


　でも、そうじゃなかった。


　御剣は、優等生でなければならなかったんだ。


　実の兄を家から追い出して後こう継けい者しやとなった御剣は、公私ともに完かん璧ぺきでなければならなかった。それがあいつに求められた最低ラインなんだ。なにより、あいつ自身が、そうでなければ自分を許せないだろう。そういう奴だ、あいつは。


　俺が黙だまっていると、甲斐さんはタバコを取り出し、火をつけずに口に咥くわえた。


「言乃の話、姫ひめから聞いたよ」


　甲斐さんは、特になんの感情も含めず、いつもの世間話みたいに、そう言った。


「部活辞めたんだってな。だからって、バイトまで辞める必要無いのになあ」


　そう言って甲斐さんは欠伸あくびをした。深刻さの欠片かけらも無い雰ふん囲い気きに、俺は少しイラついた。


「続けられる訳ないでしょう！」


　そんなに大きな声を出したつもりは無かったのだけど、部屋が狭いからか、俺の声は割と響いた。逆に恥はずかしくなってしまう。


　甲斐さんは視線だけ俺に向けた。


「なんで？」


「なんでって……。るうるに自分の事がバレたってのに、続けられないですよ」


「自分の事って？」


「いやだから！　るうるを、その……殺すって」


　どうにも抵てい抗こうがあって、「殺す」って言葉は、小さめの声になった。


　甲斐さんは垂れ目気味の瞳ひとみで俺をしばらく眺ながめてから、つまらなそうに、こう答えた。


「知ってたよ。そんなの」


「えっ!?」


「俺も姫も、知ってた。水那斗家と御剣家の付き合いは、相当長いんだよ。タマキ君が考えているよりもずっとだ」


　俺は啞あ然ぜんとして、この飄ひよう々ひようとして正体の摑つかめない人を見上げた。甲斐さんは火の点ついてないタバコを口先でぷらぷらしながら続ける。


「中学までは通ってる学校が違ちがったから、それほど頻ひん繁ぱんではなかったにせよ、家族ぐるみでお互たがいの家に行くような仲だったんだよ。一いつ緒しよに旅行に出で掛かけたりね」


「そんな……、だって……」


「おかしいと思うかい？　殺す側が殺される側と親密になる事が」


　タバコを咥えたまま、甲斐さんは少しだけ笑った。


「逆だよ」


「逆？」


「世界の為ために人間一人を殺すというのはね、殺す側が、殺される側の人生に責任を持つという事なんだ。決して、無関係ではいられない。いや、無関係でいてはならない。何事にも流りゆう儀ぎって物があってね。これが御剣家のしきたりなんだ」


「しきたり……」


「そ。だから言乃の役割を俺達は知っていた。知っていた上で、るうるはあの子と友達でいようとしたし、俺は看板娘むすめとして雇やとったんだ。まだ、おかしいと思うかい？」


「いや、あの……」


　上手うまく答えが思いつかず、俺は口ごもり、うつむいた。マスターが視界から外れる。


　俺は、るうるが御剣に裏切られたんだと思って、それでずっともやもやしていた筈はずだ。


　しかし、それは勘かん違ちがいだった。二人はお互いの立場を知っていて、その上で今の関係を作っていたんだ。


「……でも」


　でも、もやもやはまだ晴れない。御剣の事は、御剣とるうる二人だけの問題じゃない。


　俺達の問題でもあるんだ。


「でも、あいつは俺達を裏切ったんです」


「裏切った？　どうしてそう思うんだい？」


「御剣は、御堂会長の手て駒ごまだったんです」


　そうだ。御剣は会長の手駒だった。


　夜間の活動延長を会長にお願いすると御剣が言った時、あの時から、二人はグルだったんだ。


　御剣は昨日あたりからやたらと携けい帯たい電でん話わを見ていた。


　きっと、御堂会長からの指示を受け取っていたんだ。


　そして、その指示に従って、俺達を誘ゆう導どうした。


　偽にせの鍵かぎの貸し出し、職員室に仕し掛かけられた魔ま術じゆつ、写真。


　俺達はその罠わなに、綺き麗れいにかかった。


「だから、るうるは部室を失ったんです」


　頭の中のもやもやの理由が、ようやくはっきりした。そうだ。俺はこれが許せなかったんだ。


　るうるの大切な居場所、欧おう文ぶん研の部室が、会長が仕掛けた罠によって奪うばわれた。


　御剣が、その罠を張る手助けをしていた。


　それが俺には、許せなかった。俺はうつむいたまま、言った。


「御剣が、るうるから大切な物を奪った事が、俺には許せないんです」





「違うよ、タマキ」





「るうるっ!?」


　顔を上げると、隣となりに座っていたのは甲斐さんではなく、るうるだった。


「か、甲斐さんは!?」


「今出てった。休きゆう憩けい交こう替たい」


　せめて一声かけてから出て行けよ！　いると思って喋しやべってたじゃんか！


「違うよ、タマキ」


　るうるは、俺を見つめて、身を乗り出して、同じ事をもう一度言った。ウェイトレス姿が新しん鮮せんで、あと露ろ出しゆつ度どが高くて、目のやり場に困る。


「違う、って？」


「言乃は、欧文研を裏切ったりしてない」


　大きく開かれた二つの瞳ひとみには、99％の確信が映うつり込んでいた。


「……だって、現に部室は取られちゃっただろ」


「何か理由があるの。言乃が、わたし達にも言えない理由」


「なんで、そんな事が分かるんだよ」


「分かるもん！」


　瞳に、僅わずかに怒いかりが滲にじむ。


　まるで「なんでわたしに分かるのに、タマキは分からないの？」と、責めているようだった。


　俺が困こん惑わくしていると、るうるは更さらに身を乗り出した。


「タマキ」


「な、なんだよ」


「信じてあげて、言乃の事」


「るうる……」


　目の前に迫せまる二つの瞳には、寂さびしさと、懇こん願がんが、混ざり合っていた。


「タマキが信じてあげないと、言乃、可哀かわい想そうだよ」


「……」


　るうるに見つめられながら、俺はこの数日の事を思い返していた。


　プールの事、会長の事、犬の事、写真の事、箱の事、──


　──そして、御剣の事を。


　るうるは、ずっと俺を見つめていた。


　俺は、大きく息を吐はいて、るうるの頭に手を載のせた。


「分かった。信じるよ。御剣を」


「タマキ！」


「お前の言う、あいつが言えない理由ってのを、考えてみよう」


　頭から手を離はなして、グーを作り、るうるの顔の前に置いた。


「俺の勝負ゲームに、のるか？」


　こくん。


「タマキなら、大だい丈じよう夫ぶ。タマキは、わたしを見つけられたから」


　るうるはいつもの無表情で、でも嬉うれしそうに頷うなずき、俺の拳こぶしにこつんと、小さな拳を合わせた。


「タマキ」


「なんだ？」


「ちょっとかっこいい。７ptポイントアップ」


　俺は答える代わりに、るうるの髪かみの毛をわしゃわしゃした。
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　第五章　七月十六日（月）　再調査開始







「もう一度、〝三不思議〟を調べ直したいんだ」


　週が明けて月曜。昼休み。俺は三人、つまりるうる、碓氷、小春さんの前で、そう言った。





　　　　◇





　結局、土日も「ねこのあしあと」で一日中働かされた。なにかとるうるがトラブルを起こして、その対処に追われる二日間だったけど、まあそれはそれで楽しかった。そこに御剣がいなかったのが、少し、残念だったけれど。


　その二日間、注文を聞き、料理を運び、テーブルを片付け、会計を──レジの使い方を覚えたのは日曜になってからだったけど──処理しながら、俺はずっと御剣の事を考えていた。いや、御剣の事だけじゃない。この四日間の出来事を最初から考え直していた。


　羽を生やしたるうるが部室に飛び込んでから、俺達が部室を失うまでに起きた様々な出来事を、出来るだけ冷静に、客観的に思い出し、あの時何が起きていたのかを考えていた。


　やがて、気づいた。


　なにかが、おかしいという事に。





　　　　◆





　生徒会に鍵かぎを取られたので、昼休みとはいえ欧おう文ぶん研の部室に皆を呼ぶ事は出来なかった。なので、今日は大学生協前の広場に集まっている。広場には木製のテーブルとベンチが幾いくつも並んでいて、その内の一つを借りてる格好だ。


　俺の隣となりにるうる、向かいには小春さん、そしてその隣に碓氷が座っていた。


　昼食がちょうど終わったところで切り出した俺の言葉に対し、小春さんと碓氷は神しん妙みような顔で俺を見返した。二人とも、やはり御剣の事で思う所があるのだろう。るうるは──こいつは買ったばかりのいちごオレを幸せそうにちゅうちゅう飲んでいる。


　一ヶ月ほど前にも、ここでこうしてお昼を食べた事があった。香奈恵嬢じようが高等部の敷しき地ちに入れなかったから、ここに集まったんだ。


　あの時は、すぐ近くに御剣がいたなと思い出して、俺は少しだけ寂さびしくなった。


　今日一日、御剣とは顔を合わさなかった。魔ま術じゆつクラスと一いつ般ぱんクラスは校舎も離れているから、向こうからやって来なければ接点が無いのだ。改めてそれを意識すると、もっと寂しさが増した。


「タマぴょん、〝三不思議〟を調べ直すって、何故なぜ？」


　碓氷が聞く。俺はるうるを見た。るうるは見返して来なかったが、その瞳ひとみには「後はタマキに任せたから大丈夫」と書いてあるような気がした。俺は答える。


「なにかが、おかしいんだ」


「なにかって何さ？」


「俺にもまだよく分かって無いんだけど──」


　ちょっと頭の中を整理する。そして、説明を始めた。


「──おかしな所は三つある。一つ目は、生徒会が俺達から欧文研の部室を取り上げたのは何故なのか。もっと細かく言うと、るうるを罠わなに嵌はめたのは何故なのか」


「それは会長も言ってたじゃないか。欧文研の部室をもっとちゃんとした部活に明け渡わたしたいんでしょ？　るーちゃんは関係無いんじゃない？」


「仮にそれが理由だとしたら、その目もく論ろ見みは成功していない。欧文研は休部になっているだけで、廃はい部ぶになった訳じゃない。部室は取り上げられたけど、失われてはいないんだ」


　言われて、碓氷は考え込む。


「……確かに、そうだね」


「あのあの」


　小春さんが小さく手を挙げる。仕草が可愛かわいい。


「じゃあやっぱり、水那斗さん……か、私達を部室から追い出す事が目的なんじゃないでしょうか？」


「それもおかしいんだ。それは、誰だれのメリットにもならないから」


「あのあの、どういう事ですか？」


「今現在、理事会を含ふくめて、この学園の誰もが、るうるには積極的に関かかわらないようにしている。るうる、気を悪くするなよ」


　こくん。ストローを咥くわえたまま頷うなずく。


「大だい丈じよう夫ぶ。気にしてない」


「彼らは、俺達が大人しくしている事を望んでいる。なら、俺達が欧文研の部室に閉じこもってゲームしてるのは、彼らにとってはむしろ都合がいい事なんじゃないか？　なのに、敢あえてそれを邪じや魔まする理由が分からない」


「そう……ですね」


　小春さんに頷いて、俺は話を続けた。


「二つ目は、どうして御剣が会長の味方についたのかだ。俺には、あいつが兄貴の命令だったら、それがなんであっても逆らえないとか、そういうタイプだとは思えない。会長のやっている事は明らかにおかしい。そういう不正を、御剣が黙だまって手伝うとは、思えないんだ。まあこれは、単に俺がそう思っているってだけで──」


「あのあの、私もっ、そう思います！　御剣さんは、不正に手を貸すような、そんな人じゃありません！　人一倍、正義感の強い人だと思いますっ！」


　小春さんが、胸の前で両手を握にぎりしめて力説する。


「そうだね。なにか、そうせざるを得ない理由があったんじゃないかと、僕も思うよ」


　碓氷が同意すると、るうるもこくんと頷いた。俺は続ける。


「三つ目は、〝三不思議〟だ」


　俺は指を三本立てる。


「これ、どうして〝三不思議〟じゃなきゃいけなかったんだ？」


「？　あのあの、どういう意味ですか？」


　小春さんが首をかしげる。


「会長は、部室を奪うばう為ために、俺達が深夜の職員室に忍しのび込んで、問題用紙を盗ぬすみ見るように誘ゆう導どうした。るうるの気を惹ひきそうな〝三不思議〟なんて噂うわさまで作って」


「そうだね。そして僕らはまんまと引っかかった」


「でもな。これ、初めの二つは、いらなかったんじゃないか？」


「え？」


「俺達を罠にかけるだけなら『黒くて赤い箱』の事件だけでいい。他ほかの二つは特に意味が無い」


「言われてみれば……確かに」


「不思議ですね……。あのあの、それって、どういう事なんでしょう？」


　小春さんの言う通りだ。それって、どういう事なんだろう？


「これは、あくまで俺の勝手な想像だから、そのつもりで聞いてくれ」


　真しん剣けんな表情で俺を見つめている二人が頷く。るうるは、黙っているので、まあいいや。


「〝三不思議〟が、俺達を罠に嵌める物じゃなくて、もっと別の目的で、生徒会によって作られた噂だったとしたら、どうだろう」


「別の目的？　タマぴょん、別の目的ってなにさ」


「それは、分からない」


　俺は首を振ふりながら言った。


「でも、もしそうだとしたら、生徒会はその別の目的である何かを隠かくす為に〝三不思議〟なんて大層な物をぶち立てた事になる。そして、その事件の調査をしていた俺達は、生徒会が隠そうとしていた何かに、いい所まで近づいていたんじゃないか？」


　小春さんがハッとした顔をする。


「あのあの、だから、生徒会は、私達が事件を調査するのを利用して、逆に私達を罠に嵌めたって事ですね？」


「そう、なんじゃないかと思ってる。確証は無い」


「なるほど。それで、三つの事件を調べ直したいんだね。タマぴょん」


　俺は黙って頷いた。そして、二人を見る。


「結果は変わらないかもしれない。でもこのまま黙っていたくないんだ。二人とも、協力してくれないか？」


　碓氷と小春さんは顔を見合わせ、そして小さく笑った。


「こっちからお願いしたいくらいだよ、タマぴょん」


「そうですよっ！」


　正直、積極的には賛同してくれないんじゃないかと思っていたので、俺は少し驚おどろいていた。二人とも、御剣に対してわだかまりを感じていたりしないんだろうか。


　俺が黙っていると、碓氷が笑いかけてきた。


「御剣さんは、大切な欧おう文ぶん研の仲間じゃないか。連れ戻もどす為の協力は惜おしまないよ」


　小春さんも、少し興奮気味に身を乗り出す。


「あのあの、私、御剣さんとこのまま離はなればなれになるのは嫌いやですからっ！」


　こくん。るうるが頷く。


　俺は、胸の底から何かがこみ上げてきて、上手うまく喋しやべれなかった。


　そんな俺を見て碓氷が微笑ほほえみ、立ち上がって、体を伸のばす。


「さあ、タマぴょん。何から始めるんだい？」


「最初から行こう。まずは『燃える小屋』だ」


　こうして、俺達は再調査を開始した。





　　　　◆





　調査その一。


　昼休みが終わっての五限の授業は体育で、丁度良い事に男子は水泳だった。


　放課後は水泳部がプールを使っているし、俺達が騒そう動どうを起こして以来、部外者のプールへの立ち入りが厳しくなっているので、調査するのはこのタイミングしかなかった。


　授業が終わって更こう衣い室に戻る僅わずかな時間、俺と碓氷は水着のままそっと長屋に近づいた。


「タマぴょん、中には入れそうもないね」


　碓氷が指を差した先、実じつ況きよう室の扉とびらには『生徒の立ち入りを固く禁ず　生徒会』という張り紙が留めてあった。


　窓に回り込んで、折れたブラインドの隙すき間まから中を覗のぞき込む。けれど、前回同様、暗くて中は良く見えなかった。


「この前調べた時はどうだったんだい？」


「特にこれといった物は無かった筈はずなんだよな……」


　あの時発生した炎ほのおの魔ま術じゆつは、実況室への不用意な立ち入りを拒きよ否ひする為の物だった筈だ。けれど、それは何故なぜなのだろう？


「そこの二人！　早く着き替がえて戻れ！」


　体育教師の怒ど鳴なり声がプールの反対側から届いた。


「タマぴょん」


「ああ。時間切れだ。戻ろう」





　　　　◆





　調査その二。


　放課後。俺とるうる、小春さん、碓氷の四人は携けい帯たいメールで連れん絡らくを取り合って、ラクロス部の部室の前に集合した。


「タマキ、これ」


　るうるが指差した先、廊ろう下かの端はしにロッカーが三つ、並べられていた。


「ああ。晶に頼たのんで中に入れてもらおうと思ってたけど、その必要は無くなったな」


　置かれていたのはあの『開かずのロッカー』だった。


「あのあの、そういえば、撤てつ去きよするって言ってましたよね」


「そうだね。御堂会長の仕事の速さだけは、評価してもいいかもね」


　言いながら碓氷がロッカーに近づき、スリットから中を覗き込む。


「暗くて何も見えないね……おや？」


　碓氷が取っ手を揺ゆらすと、ロッカーが開いた。


「鍵かぎは無む理り矢や理り壊こわしたみたいだね、これ。廃はい棄きするんだから当然か」


　また犬が出てきたら危ないので、小春さんとるうるには下がっていてもらって、俺と碓氷で三つのロッカーを開けて中を調べた。


　とはいえ、どのロッカーの中にも、別段なにもおかしな所は無かった。


「まあ、中が空なのは前にも確かく認にんしたんだよな……」


　三つ目のロッカーの扉を閉めながら、あの時の事を思い出す。


「うーん、『ロッカーの犬』も収しゆう穫かく無しかー」


　碓氷が肩かたを落とす。


「収穫無し、か……」


　果たして、そうなのか？


　俺は少しずつ、微び妙みような引っかかりを、感じ始めていた。





　　　　◆





　そして最後、調査その三。


　サークル棟とうの演劇部部室の前まで来た時、俺は「しまった」と呟つぶやいた。


「タマキ、どうしたの？」


　るうるが見上げる。


「演劇部の部室に来る意味は無かった。俺達は結局、昨日の夜にここには来て無いんだから」


　小春さんが口元に手を当てる。


「あ、そうですよね。魔術で職員室に連れて行かれたんですから、調べるなら、職員室じゃないと」


「とはいえ、用事も無いのに職員室に入るのはちょっとチャレンジングだね」


　碓氷が腕うでを組む。少しの間沈ちん黙もくが流れた。


　すると、小春さんがスタイル抜ばつ群ぐんの胸の前で両手を合わせた。


「あのあの、一いつ旦たん部室に戻もどって休きゆう憩けいにしませんか。私、お茶を──」


　小春さんは、喋しやべる途と中ちゆうで言葉が止まる。


　戻る部室は、残念ながら、今は無いのだ。


「ごごごご、ごめんなさい！　わた私、そんなつもりじゃっ！」


　小春さんは今にも泣き出しそうな顔で謝りだした。


　と、るうるが小春さんの前に立ち、つま先立ちで右手を伸のばし、ぽんぽんと頭を触さわった。


「大だい丈じよう夫ぶ」


「……へう」


　涙なみだ目めの小春さんが小さく頷うなずいた。


　その時、





　ガラリ。





　部室の扉とびらが開き、部長の及川先せん輩ぱいが顔を出した。


「やあ欧おう文ぶん研の諸君じゃないか！　今日はまた何か用かい？」


　今日も美人の演劇部部長はテンションが高かった。


「ああいえ、用という訳では……」


　この部屋は重要では無いのだ。


　あ、いやしかし、一応調べさせてもらおうか。


「あの、『黒くて赤い箱』って、もう一度見せてもらえませんか」


「おお！　なんという事だ！　それは一時間前に言って欲しかった！」


　先せん輩ぱいの芝しば居いがかった良く通る声が、廊下に響ひびき渡わたる。


「あの、一時間前って、どういう事ですか？」


「焼しよう却きやく炉ろで燃やしちゃった」


　急に可愛かわいい声になって、「てへっ」とばかりに舌を出す先輩。キャラが摑つかめない。


「そうですか……って、え!?　燃やした!?」


「やっぱり気味が悪いからね。廃棄したんだよ。小道具として使うには補修が必要だったし、だったら一から作った方が早いと思ってね。鈴木先生は『ＯＢの作った物だから……』って割と迷ってたけど。なに、演劇部のこれからの歴史は私達が作る訳だから！」


　よく分からない方向をびしっと指差し、腰こしに手を置いて瞳ひとみを輝かがやかせる及川先輩。


　しかし、それならば、この部室には本当に用が無い。


「ありがとうございました。及川先輩。それじゃあ──」


　帰ろうとした時、るうるが片手を上げて、ぴっと及川先輩を指差した。


「ジャージじゃ、ないの？」


　確かに、及川先輩は今日は制服姿だった。先輩は笑って答える。


「月曜日はミーティングと本読みだけだからね。他ほかの日はちゃんとトレーニングしてるよ～」


「トレーニング？」


　るうるが首をかしげる。及川先輩はニカッと笑った。


「サークル棟に部室はあるが、演劇部の本質は体育会系なのさ！　舞ぶ台たいを動き回るし、安定した大きな声を出さなきゃいけないから、筋トレが欠かせないのだよ！」


「おー」


　及川先輩の口上を聞いて、るうるが小さな手でぱちぱちと拍はく手しゆしている。


　俺はるうるの肩かたに手を置いて、


「るうる、邪じや魔ましちゃ悪いから、そろそろ失礼──」





　──え？





　頭の中で今までの事がフラッシュバックする。今日、少しずつ感じ始めていた違い和わ感かん、そして、この数日頭の中でもやもやしていた様々な事が、ぐるぐると回りだす。


　やがて、そのどれもが、ある一つの可能性を示している事に、気づいた。


　これなら、全すべてに説明がつく。


　いや、しかし──


「あのあの、犬海君、なにか、分かったんですか？」


　心配げに小春さんが聞いてくる。


「……御剣は、裏切ったんじゃない。あいつは、守ろうとしたんだ」


「タマぴょん、どういう意味だい？」


「それは──」


　──言えない。


　俺の想像通りだとしたら、それが理由で御剣があんな風に行動したのだとしたら、それは、あまりに救いが無かった。


　そして、真相をるうるに教えられない。言える訳が無い。


　でも。


　でも、本当に、そんな事があり得るのか？


　俺が黙だまっていると、及川先輩がしゃがんで、るうると視線を合わせる。


「なあ水那斗君。もし良かったら、演劇部の活動に参加しないか？」


「活動？」


「ああ。私は以前から、舞台と魔ま術じゆつの融ゆう合ごうってのに興味があってね。もちろん魔術を公おおやけの場で使えない事は知っているさ。でもちょこっとならバレ無いだろ？　生憎あいにく、魔ま術じゆつ師しと交流がある部員がいなくてね、相談をしようにも──」


「及川先輩！」


　俺は叫さけび、るうるを押しのけるように先輩の前に立った。


「今の話、本当ですか！」


「え？　え？　舞台と魔術の融合の話かい？　そりゃもちろん──」


「じゃなくて！　演劇部の人達には、魔術師の知り合いがいないんですか！　一人も!?」


「んー、厳密には、鈴木先生は御堂会長と面識があるだろうけど、でも、私はあの会長が苦手でね。出来れば他の人と知り合いになりたいんだよ。それがどうかしたのかい？」


　不思議そうな顔をする及川先せん輩ぱい。でも俺は、それに答える余よ裕ゆうが無かった。頭の中を整理するので手て一いつ杯ぱいだった。


　そして、最後には、もつれていた何本もの思考の糸が、一本にまとまっていった。





　ようやく、全てが繫つながった。





　碓氷が俺を覗のぞき込む。


「タマぴょん、どうしたのさ」


　俺は、ゆっくりと、答えた。


「御剣に、会ってくる」




　第六章　七月十七日（火）　会議は踊る







「どういうつもりよ、犬海。こんな所に呼び出して。嫌いや味みのつもり？」


　やって来るなり、御剣は俺を睨にらみ付けて、そう言った。俺は答える。


「ここなら、誰だれかに話を聞かれる心配が無いと思ってさ。ホントは中で話したいけど、鍵かぎが無いからな」


　俺達二人は、サークル棟とう四階の端はしっこ、欧おう文ぶん研の部室の前にいた。


　火曜日、期末試験一日目。今日から全ての部活動は活動禁止になる。サークル棟は無人で、廊ろう下かには俺達二人を除けば誰もいなかった。いつもは小さく聞こえてくる吹すい奏そう楽がく部の練習も無く、静かだ。


「ただ、暑いのは失敗だった」


　直射日光が降り注ぐ廊下はかなり暑かった。近くの窓を開けて、身を乗り出す。外は外で暑いけど、風がある分、多少快適だ。


「そんな事はどうでもいいのよ」


　御剣のイラついた言葉が背中に刺ささる。


「もう一度聞くわよ。どういうつもりよ、犬海。こんな所に呼び出して」


　窓の外に身を乗り出したまま返事をする。


「いつもなら『アタシをデートに誘さそうなんて百万年早いのよ』くらい言いそうなもんだけどな」


「ふざけてんじゃないのよ！」


　廊下側の窓からは、購こう買ばいの前の小さな広場と、特別教室棟に向かう道が見えるだけで、あまり楽しい景色じゃなかった。部室の窓からはグラウンドが見えるから、野球部の練習が覗けたりしたんだけど。


　そして、そのグラウンドが見える窓まど際ぎわには、いつも御剣が座っていた。左足をかき抱いだくような格好で、携けい帯たい電でん話わから伸のびるイヤフォンを耳にして、目を閉じていた。


　ついこの間までは、そういう光景が、当たり前の物だった。


　俺はたった数日入れないだけで、もう欧文研の部室が恋こいしくなっている自分に気づいて、思わず笑ってしまった。


「……なにが可笑おかしいのよ」


「あ、すまん。これはホントに他意は無い。ただの思い出し笑い」


「いやらしい」


　思い出し笑いをする人はスケベ、というのはどういう理り屈くつなのだろう。


「メールで書いた通りだよ。話をしたかったんだ」


　今朝、俺は御剣の携けい帯たいにメールを入れた。





to 御剣


話があるので、放課後欧文研部屋の前に来られたし。


来ない場合は、お前が隠かくし通そうとしている事を、全部るうるにバラす。





　ほとんど脅おどしているけど、こうでもしないと、頑がん固こな御剣は応じないと思ったんだ。


「あのメール、意味不明だわ。アタシは別に何も隠してなんかいない」


　俺は振ふり返って、窓まど枠わくに体重を預けつつ、御剣を見た。


「そう言いながら、お前はここに来た。それが、隠し事があるなによりの証しよう拠こだよ」


「っ！…………」


　緊きん張ちようと焦あせりが顔に出ている。らしくない。御剣は常に自信に溢あふれ、堂々としていた筈はずだ。


「順に説明するぞ。〝三不思議〟は欧文研を休部に追い込む為ための罠わななんかじゃない。お前と御堂会長は俺達にそう思い込ませたいようだけど、それは後付けの物だ。この三つの事件は、ある物を生徒の目から逸そらす為に、意図的に作られた怪かい奇き譚たんだったんだ」


「……ある物、ですって？」


「そうだよ。プールの時も、ラクロス部の部室にも、それはあった。でも、俺の目には入らなかった」


「魔ま術じゆつが働いていたとでも言うつもり？」


「いいや。もっと単純な事だ」


　俺は、御剣を指差す。


「お前が隠してたんだよ。御剣」


　御剣は口を閉じたまま、俺をじっと見返していた。


「まずはプールからだ。実じつ況きよう室は狭せまくて、人が一人しか入れなかった。そして、最初に入ったのは御剣、お前だ」


　あの時、俺が先に入っていれば、話はもっと違ちがう方向に転がっていたのかもしれない。


「お前はそこで、それを見つけ、そしてすぐに、それが何を意味するのかに気づいた。御堂が、お前にプレッシャーをかけたからだ」


　あの時、御堂は御剣に「何か見つけたりしたか？」と聞いた。あれは、暗に「『何かを見つけた』なんて言うなよ」って意味だったんだ。


「そして、るうるが二つめの事件も調査したいって言い出した時、お前はそっち、つまりロッカーにもそれがあるんじゃないかと心配になった。それで、御堂に確かく認にんをした」


　晶が部室にやって来た時、御剣が俺達の話に入らずに携帯を見ていたのは、御堂とメールをやりとりしていたからだ。


「そして、三つある『開かずのロッカー』のうち、どの中にそれがあるのかを御堂からのメールで確認して、それを俺達から隠した」


「ちょっと待ちなさいよ。あの時、誰だれがどのロッカーを調べるのかは、自由だったじゃない」


「そんな事は無い。お前はまずるうると小春さんに右のロッカーを調べるように言った。そして、俺に『どっち？』と聞いた」


「そうよ。犬海に決めさせたんじゃない。だったら──」


「違うね。あの時、俺が『じゃあ、左』と言ったら、お前は『ＯＫ。じゃあそっちはアタシが確認する』って言ったんだ。それが左のロッカーにある事を、お前は知っていた」


　もし俺が「右」と言ってたら、御剣は「じゃあそっちは犬海お願い」とでも言って、自分はやっぱり左のロッカーを受け持つつもりだったんだ。俺は続ける。


「一番右のロッカーはるうると小春さんが、真ん中のロッカーは俺と碓氷が、それぞれ二人で確認している。お前が開けた左のロッカーだけ、お前しか中を見てないんだよ」


　御剣は、じっと俺を見つめている。


「最後、演劇部の『箱』の中にあった筈のそれは、及川先せん輩ぱいが気絶している間に、誰かが持ち去ったんだろう。あの行動力があって好こう奇き心しんに満ち溢あふれてる先輩は、目が覚めたら箱の中身をもう一度確かめようとするに決まってるからな」


　そもそも、及川先輩が夜中に部室に行った時、箱が掃そう除じ用具入れの上から下ろしてあったのは、誰かが箱の中のそれを確認しようとしたからだ。及川先輩は、そのタイミングにたまたま遭そう遇ぐうしてしまったんだ。


「こうして、俺達はそれの存在をお前に上手うまく隠されたまま、休部に入っちゃった訳だ」


「さっきから、『それ』ばっかりね」


　御剣の口調は荒あらっぽかったけど、声は静かだった。


　これ以上隠し通せないと、諦あきらめているのかもしれない。


「指示代名詞を延々並べられても意味が分かんないのよ。『それ』って、一体何の事なの？」


　廊ろう下かは静かだが、遠くで蟬せみの鳴き声が聞こえた。俺は言う。


「……プールの実況室は、ブラインドが下りていた」


「それが？」


「けれど、そのブラインドは所々壊こわれていて、中を覗く事が出来た」


　御剣が小さく息を呑のむ。


「ラクロス部の『開かずのロッカー』も、ロッカーの上下にスリットがあって、そこから中を覗けた。演劇部の『箱』は、壊れて穴が空いていて、やっぱり、中を覗く事が出来た」


「だから、それがなんだって言うの？　中が覗けたからなんだって言うのよ？」


　御剣の言葉には、より強い抵抗があった。けれど同時に、諦あきらめの気持ちも滲にじんでいた。


「これは大事な事だ。どうしてかって言うと、外から中を覗けるって事は──」


　言葉を切る。


　御剣は俺を見つめている。


　俺は言った。


「──逆に言えば、中から外が覗けるって事だ」


「っ！」


　御剣の目が見開かれる。


「この三つの空間は、どれもその条件を満たしているんだよ。そして、中から外が覗ける場所に、かつ、人に見つからないように置く物ってのは……」


　俺は、俺の推理の結論を告げる。


「……それは、カメラ、だ」


　これが、俺の辿たどり着いた結論だった。


　御剣はその意志の強い瞳ひとみで俺を睨にらみ続けた。


　そして、やがて、ゆっくり、ふうと、体から力を抜ぬくように、息を吐はいた。


「犬海なら、気づくんじゃないかと思ってた」


「合ってるんだな」


「ええ、その通り。監かん視しカメラよ。水那斗とその仲間の行動を記録する為のね」


　……やっぱり。


　全すべてを明らかにされて、ふっきれたのか、御剣は俺の隣となりに立ち、窓まど枠わくにひょいと腰を乗せて、足をぷらぷらさせた。


「実じつ況きよう室でちっちゃなカメラを見つけた時、すぐにその目的に気づいた。あんたの言う通り、兄さんがプレッシャーかけてきたしね。で、逆に兄さんに問い質ただした。『学園は水那斗のプライバシーに干かん渉しようするのですか』ってね。あの人は笑って取り合ってくれなかった。『理事会の指示だ。水那斗るうると今の関係を維い持じしたいなら黙だまっておけ』って言われたわ」


　あまり御剣がする事の無い、いじけた口調だった。俺は聞く。


「なんでその時、俺達に相談しなかったんだ？」


「言える訳無いじゃない！」


　突とつ然ぜん御剣が大声を上げ、廊下に反はん響きようする。自分でも意外だったらしく、顔が赤くなっている。


　俺から目を逸そらし、御剣は続けた。


「理事会が学園ぐるみで隠かくれて監視してるなんて、そんな事、あの子に教えたくなかった」


「……そうか」


「水那斗が事件の調査を続けるって言った時、嫌いやな予感がした。だから、兄さんにメールで確かく認にんしたの。『開かずのロッカーにもカメラが仕込んであるのですか？』って」


「返事は？」


「『一番左。お前が対応しろ』」


「……」


「アタシは余計にこの事を話せなくなった。だってカメラが仕し掛かけられているのはラクロス部の部室なのよ？　水那斗は普段そんな所には行かない。つまり、このカメラの監視対象は、神宮晶さんなのよ。水那斗の友達が、『水那斗の友達』って理由だけで監視対象になってしまっている。そんな事、とても水那斗には言えない」


　その気持ちは俺にも分かる。俺だって、もし同じ状じよう況きようになれば、るうるには言えないだろう。


「けどね」


　御剣は少し寂さみしげに笑えみを作る。前にも見た、投げやりな笑顔だった。


「水那斗を守っているつもりだったアタシは、いつの間にか兄さんに弱みを握にぎられる立場になってしまった。『水那斗が問題用紙を入手する所をカメラに写せ。欧おう文ぶん研を潰つぶすのだけは勘かん弁べんしてやる』って。アタシはもう、何が正しいのかを判断する余よ裕ゆうを無くしてしまっていた。今考えてみると、兄さんにいいように利用されてる、ただの馬ば鹿かだったわ」


　言い終えると、御剣は窓枠から下りて、そのままずるずると座り込んだ。両手で膝ひざを抱かかえ、頭を埋うずめる。そして言った。


「どうして……、こんな事になっちゃったんだろ。アタシは、水那斗を守りたかっただけなのに……。全部、バラバラに、なっちゃった……」


　その声は、震ふるえていた。顔は見えなくても、御剣が泣いているのが、俺には分かった。


　俺は、御剣の隣に座った。


「バラバラになんかなってない。元の欧文研に戻もどれる」


「馬鹿じゃないの、あんた」


　御剣は顔を伏ふせたままそう言った。


「あれだけ啖たん呵か切って、あんた達を馬鹿にして出てったのよ。今いま更さらどの顔して戻れんのよ」


「お前が出て行こうとしたあの時、俺、お前の腕うでを握ったよな。お前、震えてた。怖こわかったんだろ。兄貴に逆らう事が。それか、俺達と離はなればなれになる事が」


「……」


「碓氷も小春さんも、もちろんるうるだって、お前が本心からあんな事言ったなんて思って無い。大だい丈じよう夫ぶだよ」


「でも……だって……」


　御剣がうじうじと弱気な思考をしているのを見て、俺は猛もう烈れつにイライラを感じていた。


　こいつは、こんなキャラじゃない。


　常に自信に溢あふれ、行動に責任を持ち、威い風ふう堂どう々どうとしてないと、らしくないんだ。


　絶対、違ちがう。


　気がつくと、俺は叫さけんでいた。


「じゃあ、お前はるうるが大切じゃないんだなっ！」


　御剣の肩かたがビクリと震える。俺は続けた。


「あいつはお前がいないと駄だ目めなのに、お前はあのクソ兄貴を選ぶんだな！　お前にとって、るうるはその程度の存在なんだな！　あの時お前が言った事は本心で、お前はるうるの事なんかなんとも思って無──」


　突とつ然ぜん、御剣がガバリと顔を上げる。涙なみだが筋になって頰ほおを流れているその姿は、どきりとするほど綺き麗れいだった。


　が、その顔はすぐに俺の方を向き、瞬しゆん時じに怒いかりに満ちた表情に変わる。両りよう腕うでが一瞬で俺の胸むなぐらを摑つかみ、そして、御剣は廊ろう下かの端はしまで届くような声で叫んだ。


「大切に決まってるでしょおっ！」


　御剣は俺の体を両腕で押し、そのまま俺を床ゆかに押し倒たおした。怒りに満ちた瞳ひとみが、真上から俺を見下ろす。


　溜ために溜めていた思いをまとめて吐はき出すみたいに、御剣は叫んだ。


「あんなの全部噓うそよっ！　あの子の事をなんとも思って無い訳無いじゃないっ！　アタシはっ、あんたなんかよりも、ずっと、ずっと前から、水那斗の事を知ってるんだから！　ふざけんじゃないのよっ！」


　御剣は、俺を責めるように、俺の肩を摑み、俺を睨にらみ付けて、俺に叫び続ける。


「あっ、あんたなんかに、何が分かるってのよっ！　水那斗はっ！　あの子はっ！　誰だれよりも大事なっ！　アタシの──っ！」


　そして、自分の思いを、爆ばく発はつさせる。


「──アタシの一番、大切な、友達なんだからあっ！」


　ポタリと、俺の頰に、水すい滴てきが落ちる。ぎゅっと瞑つぶった御剣の瞳から、涙が零こぼれていた。


　俺は、静かに言った。


「るうるの事、好きなんだな」


「大好きよっ！　決まってるでしょっ！」


　食いしばった口から、嗚お咽えつが漏もれる。泣くまいと、必死に、我が慢まんしてるみたいだった。


　その時。


[image: ]








「わたしも、そうだよ」








　御剣が弾はじかれるように欧文研の部室を見る。


　部室の扉とびらが半分開いていて、


　そこから、るうるが顔を覗のぞかせていた。


　御剣の目が驚きよう愕がくに見開かれる。


「そんなっ！　だって部室の鍵かぎは生徒会が──っ！」


　混乱している御剣に、床に寝ねっ転がったままの俺が答える。


「魔ま術じゆつで鍵を無効化出来るって教えてくれたのはお前だぜ、御剣」


「！」


「お前、テンパり過ぎて訳分かんなくなってんだよ。もっと、自分の思いに素す直なおになれよ」


　馬乗りになっていた御剣は、力が抜ぬけるみたいにずるずると俺の上から落ち、床の上にぺたんと座り込んだ。怯おびえたような瞳で、それでも、るうるを見つめている。


　るうるは、とてとてと御剣の前まで歩き、座り込んでいる御剣を見下ろした。


　そして、御剣の頭に手を載のせ、優やさしく撫なでた。


「わたしも、そうだよ。言乃が大好き。だって」


　その瞳が、小さく、そして柔やわらかく、微笑ほほえむ。


「だって言乃は、わたしの、一番の、友達だもん」


　そう言って、るうるは、御剣の頭を、両手で、ぎゅっと、抱だきしめた。


「水那……、斗？」


「ずっと、こう思っていたの。もし、わたしが、わたし自身を止められなくなった時」


　御剣の黒くろ髪かみに顔を埋うずめながら、るうるは言う。


「言乃になら、いい」


　一言ずつ。


「殺されても、いい」


　心からの言葉を。


「言乃が、大好きだから」


　御剣は、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした後、くしゃりと顔を歪ゆがめ、るうるを抱きしめ返した。そして、


「う、ううう、うああああああああんっ！」


　廊下中に、御剣の泣き声が響ひびき渡わたる。


　それは、何もかもを流し落とす、浄じよう化かの涙だった。





　　　　◆





　二十分後。


「……恥はずかしい所、見せちゃったわね。忘れなさいよ」


　腫はれたまぶたを濡ぬらしたタオルで押さえつつ、御剣が呟つぶやく。


「あ、それそれ。その高圧的な態度の方がお前らしいよ」


「どういう意味よっ！」


　怒ど鳴なり声を聞くのも、何故なぜか今は、少し嬉うれしかった。


　俺達三人は欧おう文ぶん研の部室にいた。廊ろう下かで泣き続ける御剣に手を貸して、中に入ったのだ。


　泣けるだけ泣いてすっきりしたのか、御剣は今はいつもの調子を取り戻もどしている。


　部室には俺と御剣とるうるの三人だけだった。碓氷と小春さんにもいてもらおうかと思ったのだけど、碓氷が「るーちゃんだけの方がいいよ。僕らがいると遠えん慮りよしちゃうかも」と言い、小春さんが「ですです」と同意したのだ。


「碓氷と小春さんには、明日謝っておけよな。まあ、二人とも怒おこってないけど」


「……分かった」


　ぶすっとしながらも素直な御剣は、これはこれで新しん鮮せんだ。


「それにな、明日は、やらなきゃいけない事があるから」


「なによ、やらなきゃいけない事って」


　タオルを顔から外して、まぶたの腫れ具合を確かめつつ、御剣が俺を見る。俺は答えた。


「会長だよ。お前を泣かせた代だい償しようをしっかり支し払はらってもらわなきゃならん。部室も取り戻さなきゃいけないし、カメラの問題も残ってる」


　るうるがこくこくと頷うなずき、薔薇ばらの髪かみ飾かざりから伸のびる一枚葉がぴょこぴょこ揺ゆれた。


　御剣は俺の言った事が理解出来なかったらしい。ポカンと見つめた後、沈しずんだ瞳ひとみになる。


「……無理よ。あの人は自分では何一つ手を下してない。自分に非がないように行動を計算してるのよ。反はん撃げき手段は最初から全部潰つぶされてる」


　御剣は手に持ったタオルをぎゅっと握にぎった。


「せめて、アタシが兄さんの言いなりになって、あんな写真を撮とってなければ……」


「いや、違ちがう。お前は写真なんか撮ってない」


　俺が言うと、御剣はまたポカンとした顔を俺に向ける。


「何を言ってるの？　あんたも見たでしょ？　あれはアタシがデジカメで撮った──」


「違う。あれはお前が撮ったんじゃない。もしお前が撮ったってんならさ」


　俺は、本来あるべき《理ことわり》を、告げた。


「《なんであの写真には、御剣も写ってるんだ？》」





　ぱちん。





　巨きよ大だいなシャボン玉が、ゆっくりと破は裂れつしていくような音が、耳の奥で響いた。


「──ああっ！」


　御剣が思わず立ち上がって叫さけぶ。


　簡単な話だ。あの写真にはるうると、欧文研全員の背中が写り込んでいた。御剣が撮ったというのなら、御剣自身の背中が写っているというのはおかしい。


　啞あ然ぜんとする御剣に、俺は言った。


「きっと、お前は仲間を裏切る事など出来ないと、最後まで抵てい抗こうしたんだよ。だから会長は、お前の記き憶おくと行動を、魔ま術じゆつで操あやつったんだ」


「信じ、られない……。あの人が、そんな強力な魔術を使えたなんて……」


「隠かくしカメラの存在を隠したのはるうるの為ためだし、写真も撮っていない。お前は俺達を裏切る行こう為いなんて、なんにもしてないんだよ」


　御剣は、ゆっくりとまた椅い子すに腰こしかけ、それでも、つらそうな表情のままだった。


「……だからって、あの写真が兄さんの手にあるのは変わりが無い。言ったでしょ。アタシはあの人の人生を奪うばったの。だから、どうしても負い目がある。それに、監かん視しカメラは理事会の意向であって、アタシ達がどうこう出来る物じゃ──」


「違う」


　俺はキッパリと言った。


「それはお前の勘かん違ちがいだ、御剣。お前はまだあいつらの仕し掛かけた罠わなに囚とらわれてるんだよ」


　御剣は俺をしばらく見つめ、そして真しん剣けんな表情で言った。


「……もしかして、まだなにか魔術がかかっているの？」


「半分はな。もう半分は、そうじゃない。けど、まあ、理り屈くつは同じかな」


「理屈は、同じ？」


「ああ。魔術じゃないけど、お前は巧こう妙みように仕組まれた《ルール》に囚われているんだ」


「《ルール》って、何よ」


「そうだな」


　俺は少し考えて、そして言った。


「アレを見れば、一発で分かる」
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　第七章　七月十八日（水）　二人の結末







　七月十八日。放課後。


「さあどうぞ、お入り下さい」


　御堂会長が扉とびらを開けて、外に立っている人物を中に招き入れる。


「誰だれも、いないんだろうな？」


　キョロキョロと見み渡わたしながら、中に入って来たのは、演劇部顧こ問もんの鈴木先生だった。


「ええ、今日は生徒会活動はありませんから。生徒会室は貸し切りです」


　会長は笑いながら扉を閉める。


「そちらの椅子をどうぞ。狭せまい所ですみません」


　机と壁かべの隙すき間まに、椅子が二つ並んでいる。鈴木先生は一つ目の椅子をまたいで、奥の椅子に腰こし掛かけた。


　会長が手前の椅子に座る。


「すみません、そこの扇せん子す、取ってもらっていいですか」


「ん、これか？」


　鈴木先生が机の上にあったそれを渡わたすと、会長は手の中でポンポンと叩たたいた。


「これを手に持ってると落ち着くんですよ。変な癖くせでね」


　会長は「さて」と言って笑え顔がおになる。


「とりあえず、お疲つかれ様でした、という感じですかね」


　鈴木先生は声を潜ひそめて、聞く。


「本当に、大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」


「心配はいりません。問題は全すべて解決しました。鈴木先生には生徒会費の精算で毎回便べん宜ぎを図はかって頂いていますから、これくらいのお礼は当然です」


「ま、まあ、別に俺の金じゃないしな。逆に、俺は君の魔術のおかげで色々バレずに済んでる訳だから。持ちつ持たれつって奴だろ」


「そうですね。まあ、残念ながら先生のご趣味はしばらくお休みして頂く必要がありますが」


「分かってるよ。〝三不思議〟の噂うわさが消えるまでは大人しくしているさ」


「それが良いでしょう。余計な事に首を突つっ込み兼かねない欧おう文ぶん研は、ほぼ解体されたようなものです。二学期からは、また続けられますよ」


「その時は、また頼たのむよ」


「お任せ下さい」


　会長と鈴木先生は気味の悪い笑顔を交かわした。





　そのタイミングで、俺は、室内のスピーカーから声を流した。





『いや、それは駄だ目めですね。先生のご趣味を再開させる訳にはいきません』


　二人がバッと天井近くのスピーカーを見上げる。


「なんだこれはっ!?」


「この声は……犬海か!?」


『御剣は、プールの実じつ況きよう室に仕し掛かけられたカメラを「るうるの監かん視し用のカメラ」だと考え、それを御堂会長に問い質ただした。あなたはそれを否定せず、それをネタに御剣を操あやつった』


「犬海！　どこから喋しやべっている！」


　御堂会長が立ち上がり、スピーカーに向けて叫さけぶ。俺は無視して続けた。


『けれど、それは御剣の早とちりだったんだ。そもそも、水那斗を監視する為ためのカメラなんか無かったんだ。あれは──』


「やめてくれ！」


　鈴木先生が叫ぶ。もちろん俺はやめない。


『あれは、ただの盗撮用のカメラだ。鈴木先生、あなたが仕掛けた物ですよ』


　鈴木先生の顔が綺き麗れいに青く染まっていく。


『実況室に仕掛けたカメラは水泳授業と、水泳部の活動を盗撮する為の物だった。同じように、ロッカーのカメラはラクロス部員の着き替がえを、そして、黒い箱は演劇部員の着替えを盗撮していたんだ』


　演劇部員は部活中、トレーニングの為にジャージに着替える。最初に部室に行った時、鈴木先生が廊ろう下かにいたのは、女子しかいない演劇部員の着替えが終わるのを待っていたんだ。


『あれをるうるの監視カメラだと考えるには、一つ無理なところがある。演劇部員には魔ま術じゆつ師しの知り合いがいない。つまり、るうると交友関係にある人が誰もいないんだ。そこに監視カメラが仕掛けてあるのはおかしい』


　御剣はるうるを守ろうとテンパっちゃって、そこまで考えられなかったみたいだけど。


『当然、盗撮用のカメラの存在がばれると困る。そこで、鈴木先生は御堂会長に、生徒が不用意にカメラに近づくと、魔ま術じゆつが発動するような仕掛けを作ってもらった。これが〝三不思議〟の正体です。そして、会長は、鈴木先生に手を貸す理由があった』


　会長は、スピーカーを睨にらみ付けていた。


『今のお二人の会話で分かりましたよ。御堂会長、あなた生徒会予算を水増し請せい求きゆうして、自分の懐ふところに入れてるんですね？　それを生徒会顧こ問もんでもある鈴木先生が見み逃のがしているんだ。これはスキャンダルですよ』


　会長の顔が、ギリリと、怒いかりに歪ゆがむ。


　碓氷は、鈴木先生が演劇部以外に、別の団体を受け持っていると言っていた。及川先せん輩ぱいは、鈴木先生が御堂会長と知り合いであると言っていた。二人の関係に、俺はもっと早く気づくべきだったんだ。


　頭を抱かかえていた鈴木先生が、スピーカーに向かって叫ぶ。


「た、頼む！　助けてくれ！　どちらもバレたら俺は終わりだ！」


『会長も、罪を認めますか？』


　俺の言葉に、会長は、右手に握にぎった細長い物をビシッとスピーカーに向ける。


「証しよう拠こが無いだろう！　君達のような半はん端ぱ者の言葉など、誰だれも信じたりはしない！」


『……そうかもしれませんね』


　俺の言葉に、会長がにやりと笑う。しかし、


『けれど、あなた本人の言葉なら、みんなも信じてくれると思いますよ』


「……僕が、自白するとでも思っているのか？」


『もう、しています』


「どういう意味だ！」


　俺は、ガラス越しに見える会長と鈴木先生に向かって、言った。





「《あなたたち二人がいる場所は生徒会室ではなく、事務部棟の放送室の収録ルームです。そして、会長がさっきから持っているのは、扇子では無くて録音用のマイクなんですよ》」





　ぱちん。





　はっとした顔で、鈴木先生と御堂会長は周囲を見み渡わたした。二人がいたのは小さな机と椅い子すが二つ置かれた狭せまい部屋で、人が二人入れば手て狭ぜまになるような小さな空間だった。


　そして、壁かべ一面にはめ込まれたガラス越しに俺と目が合い、ギョッとした顔をする。俺は笑え顔がおで手を振ふった。


　俺達が魔術によって、職員室を演劇部部室と誤ご認にんさせられたように、二人には放送室の一角にある収録ルームを生徒会室だと誤認してもらった訳だ。


　鈴木先生はあわわと口を震ふるわせながら座り込み、会長は手に持っていたマイク──会長達は扇子だと思い込んでいたけど──をギリギリと握りしめた後、床ゆかに投げ捨てた。


「はーい、ここまでの音声、ばっちり録音させてもらいましたー♪」


　俺の隣となりでミキサー装置を弄いじっていた碓氷が楽しそうに言う。


　収録ルームからガラス一枚隔へだてたこちら側はミキサー室になっていて、欧おう文ぶん研のメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。もちろん、御剣も一いつ緒しよだ。御剣は、ずっとうつむいている。


　そして、今の今まで、生徒会室で二人っきりで喋しやべっていると思い込んでいた会長と鈴木先生のやりとりの一部始終を、こちら側で鑑かん賞しようしていた訳だ。スピーカーから声を出してみせたのは、ちょっとした茶ちや目めっ気。


　るうるが収録ルームの扉とびらを開けると、生気が抜ぬけた顔をした鈴木先生と、冷静さを保ちながらも怒り心しん頭とうといった表情の御堂会長が、ミキサー室に出てきた。


　俺は立ち上がって言う。


「御堂会長。取引です」


「取引、だと？」


「今録音した音声と引き替かえに、欧文研の休部を取り消して下さい。ただし、あの写真と、鈴木先生が盗撮した動画のデータは、全すべて破は棄きしてもらいます」


　立っているのもやっとだった鈴木先生が、それを聞いて、泡あわを吹ふいて倒たおれた。


　歯を食いしばって俺を睨み付ける御堂会長は、俺の隣に立って、うつむいている御剣に視線を向け、指を差した。そして言う。


「言乃っ！　兄をここまで愚ぐ弄ろうして、許されると思っているのか！　どうなるか分かっているんだろうな！」


　御剣は、うつむいたまま、答えた。


「ええ、分かっています……」


　御剣が顔を上げる。


「……ただし」


　その顔を見て、会長が目を見張る。


　御剣は微笑んでいた。


　和風美人は、会長を睨んだまま、微笑みを絶やさずに、言った。


「ただし、あんたが、本当に兄さんならね」


　今度は、会長の瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。


「なっ!?　破られているだと!?　そんな筈はずが!!」


「そうだよ。あんたの魔術は昨日きのうのうちにもう破った」


　俺は、呆ぼう然ぜんとしている会長に言ってやった。


「あんたは御剣の兄貴なんかじゃない」





　　　　◇





　前日。欧文研部室。





　俺は少し考えて、そして言った。


「アレを見れば、一発で分かる」


「アレってなによ」


「写真」


「写真って……、あの職員室の写真は兄さんが持ってるのよ」


「いや、そっちじゃない。御剣が持ってる奴やつ」


「え？」


「財さい布ふに挟はさんでるあの写真だよ。ちょっと見せてくれないか」


　御剣はいぶかしげな表情をするも、黙だまって財布を取り出し、広げて見せた。


　大人の女の人と二人の子供が写っている写真を前に、俺は聞く。


「この写真、どこで撮さつ影えいした物か覚えてるか？」


「どこって、海……だけど？」


「写っているのは誰だれだ？」


「母さんと、兄さんと、アタシ」


「じゃあ、撮っているのは誰だ？」


「そんなの、父さんに決まってるじゃない。四人で行った旅行なんだから」


「まあ、そうだろうな。そうだと思ってた」


「ちょっと犬海、あんたさっきから何言ってんの？」


　俺はそれには答えず、手前に写っている子供二人を指差した。


「この子供達、二人ともシュノーケルとゴーグルを付けてるよな。これ、何色だ？」


「見れば分かるでしょ。ピンクよ。さっきからなんなのよ一体──」


　苛いら立だたしげに喋っていた御剣の声が、そこで止まる。そして、小さく呟つぶやく。


「──ピン、ク？」


「そうだ。色も形もお揃そろいだな。ところで、お前はこの写真が小学校の時の物だと言った。ちょっと一いつ般ぱん論の話になっちゃうけど、その年とし頃ごろの男の子は、ピンク色のゴーグルなんて付けたがるかな？」


　俺は顔を上げて、御剣を見た。御剣は呆ほうけた顔で写真を見つめている。俺は続けた。


「それよりは、この子供は二人とも女の子だって考えた方が、自然じゃないか？」


　子供達は首から上しか写ってないし、特に右の子はゴーグルで顔を覆おおっていて髪かみも短いから、ぱっと見では男の子か女の子か分からない。けれど、付けてるゴーグルの色は、明らかに女の子カラーだったのだ。


　まだ信じられないという顔をしたまま御剣は、呟くように聞いた。


「この、右の子……兄さんじゃ、無いの？」


「ああ。違ちがう」


　俺は断定した。


「お前は毎年四人で海に行ってたと言った。父親と、母親と、お前と、そして、この──」


　右の子を指差す。


「女の子と、四人でだ。御堂宣一が出てくる隙すきは、無い」


「じゃあ、この子は、誰なのよ！」


　俺は小さく息を吐はいてから言った。


「るうるだよ」


「!?」


「マスターが言ってた。お前とるうるはずっと長い付き合いだったって。るうるは六歳から身寄りが無い。お前の家族に連れられて旅行に行っていても不思議はない。そうだな？　るうる」


　椅い子すに座ってじっとこっちを見ていたるうるは、こくん、と、頷うなずいた。


「毎年行ってた。その写真も、同じの持ってる」


「そんな！　でも！　だって！」


　御剣は混乱している。


「おかしいのよ！　だって、いつも四人で──」


　はっと気づいた顔をした御剣は、焦あせりながら言った。


「ここに写ってない四人目が兄さんなのよ。父さんは来て無かったんだわ！」


「いや違う。お前は『父さん、母さん』と来てたとはっきり言った。さっき写真を撮ったのが父さんだって自分で言ったじゃんか」


「でもっ！」


　叫さけぶ御剣に、俺は静かに答えた。


「それにな、そもそも会長は、海に来る筈はず無いんだよ」


「なんでそんな事があんたに分かるのよ！」


「これだよ」


　俺はポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出して操作し、その画面を御剣に見せた。


　それは、『噂うわさ屋や』のトップページだった。





●７月９日（月）の噂ヘッドライン


［★★★］今、最もＨｏｔな話題、「帆群守学園の〝三不思議〟」の謎なぞを追う！


［★★］　昨年度文化祭ミスコン一位の演劇部部長、及川生埜さん。今年は参加辞退!?


［★★］　顔を水につける事も無理？　学園の頂点に立つあの男は生まれついてのカナヅチ！


［★］　　明日は高等部プールで体育会系部活交流会が開かい催さい予定。しかし、準備不足が……。


［★］　　野球部エース伝田君、美人マネージャーと交かわした「三つの約束」が明らかに！





「『学園の頂点に立つあの男』ってあるだろ。『学園の頂点』ってのは、生徒会長の事だ」


「…………！」


「御堂会長は、カナヅチなんだ。シュノーケルを咥くわえて泳ぐなんて、出来ないんだよ」


「でも！　だったら、これはどういう────！」


　頭を抱かかえながら、御剣は小さく息を呑のんだ。


「もしか、して……」


　俺は頷いた。


「もっと早く、俺が気づけてれば良かったんだけどな。生憎あいにく、俺はお前の家の《ルール》を知らなかった。だから、家か督とく争いの話を聞いて、そういう事もあるんだろうと勝手に納なつ得とくしちまった。これは本当に悪かったと思ってる」


　御剣は俺を見つめている。


「もう分かるだろう？」


　俺は、ゆっくりと、本来あるべき《理ことわり》を、告げた。


「《御剣、御堂会長はお前の兄貴なんかじゃない》」





　ぱちん。





　　　　◆





「まあ、あんたには感謝していなくも無いのよ」


　御剣は、いつもの揺ゆるがない自信と確固たる信念に満ちた姿で、御堂会長にそう言った。言われている方は驚きよう愕がくに顔が歪ゆがみ、額に沢たく山さんの汗あせが浮かんでいた。


「アタシは、自分が守るべき物がなんなのかを知る事が出来た。そして、アタシは、その大切な物を守る為ためなら、なんだってするんだって決めた。たとえ、御剣の家だって、アタシの邪じや魔まはさせない。その事に、ようやく気づけたのよ。みんな、あんたのおかげでね」


　御剣が一歩出る。思わず会長は後ずさる。


「……でもね」


　御剣がゆっくりと微笑ほほえむ、その笑えみは綺き麗れいだったが、綺麗すぎて凄せい惨さんさを感じた。


「でもね、アタシとアタシの仲間にあんたがしてくれた事は、三十倍返しさせてもらうけどね」


「うわあああああああっ！」


　御剣の最さい後ご通つう牒ちように、御堂会長は錯さく乱らんしたみたいに叫び声を上げ、右みぎ腕うでを御剣の方に向けた。





　ゴロゴロゴロゴロッ！





　会長が掲かかげた手のひらから、雷かみなりのようなうなり声と共に、あの黒い炎ほのおの犬が飛び出した。犬は一直線に御剣に飛びかかろうと──





　一いつ閃せん。





　瞬まばたきする暇ひまも無かった。


　犬は真っ二つに分かれ、赤い炎に包まれて消えた。


　御剣の手には、剣けんが握にぎられていた。あの時、会長が手にしていたような炎に包まれた剣を。


　しかし、それは会長が持っていた物よりも太く、長く、そして、輝かがやいていた。


「あの時は、相手が兄さんの魔ま術じゆつだと思ったから、遠慮してたんだけど」


　御剣は剣の切っ先を、御堂会長に向けた。


「もう、心置きなく戦えるわ。さあ、次はどうする？」


「ヒッ、ヒイイイイイッ！」


　会長は顔を引きつらせ、その場にしゃがみ込む。そして、懇こん願がんするように叫さけんだ。


「た、助けてくれえっ！　ぼ、僕が悪かった！　ぼっ、僕は、頼たのまれただけなんだあっ！」


「……頼まれた？　どういう事？」


　切っ先が会長の顔に近づき、また「ヒィッ！」と声が漏もれる。


「ちっ、『力を貸すから、欧おう文ぶん研を潰つぶしなさい』って！　僕が悪いんじゃない！　あいつが！　あいつが悪いんだ！」


　この期ごに及およんで責任を誰だれかになすりつけようとする会長だったが、御剣の瞳ひとみは真しん剣けんだった。


「『あいつ』って誰よ。そいつの名前を言いなさい。そしたら、お仕置きは勘かん弁べんしてあげる」


　涙なみだ目めになっていた会長の顔が、パアッと輝き、ぶんぶんと頷うなずく。現金な奴やつだ。


「あいつの！　あいつの名前は！　つ──」


　そこまで言った所で、会長の目がぐるりと白目を剝むいた。そして、口から泡あわがあふれ出し、糸の切れた操あやつり人形のように、その場に倒たおれ込んだ。


「ちょっと、どうしたのよ！」


　御剣が炎の剣を消し、会長を抱え起こす為にしゃがもうとした。離はなれていたるうると小春さんも歩み寄ってきた。小春さんが心配そうに倒れた会長を見下ろす。


　その時。


　御剣の背後の壁かべに、真っ黒な孔あなが浮うかび上がった。そして、





　ゴロゴロゴロゴロッ！





　雷のようなうなり声と共に、またあの黒い犬が、孔から飛び出して、御剣に襲おそいかかった。


「御剣！」


　俺は無む理り矢や理り御剣を両手で抱だき締しめるように抱かかえ、そのまま部屋の奥へ飛んだ。


　収録ルームほどでは無いにしても、ミキサー室はそれほど広くは無い。飛んだ先には棚たながあって、俺達はそこに突つっ込んだ。


　ガラガラと棚の中の物が頭上に降ってくる中、俺は背後を見る。





　ゴロゴロゴロゴロッ！





　黒い犬と、目が合う。


「どきなさい、犬海！」


　下から声が聞こえる。見れば、俺は御剣の上に被かぶさっていた。慌あわてて横にどく。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「あんたに押し倒されるようなやわな体はしてない──たっ！」


　起き上がろうとした御剣が、バランスを崩くずして倒れそうになる。俺は手を出して体を支える。


「どうした！」


「──足が！」


　床ゆかに転がった時、打ち所が悪かったらしい、御剣は右の足首を押さえて、苦しげな顔をした。





　ゴロゴロゴロッ……。





　犬が、俺達を見つめながら、喉のどの奥を鳴らす。まるで、舌なめずりをするかのように。


　御剣が動けない。そして、俺も逃にげる訳にはいかなかった。御剣を置いては行けない。


　犬が、一歩前に出る。


　その時、俺達と犬の間に立ちはだかるように、るうるが立った。


「るうる！」


「ちょっと水那斗！　どきなさい！」


　るうるはぶんぶんと首を振ふる。


「言乃とタマキは、わたしが守るの！」


　そう言って、るうるは両手をめいっぱい広げた。


　犬が、口を大きく広げて飛びかかる。


　るうるは、動かない。


　御剣は無理矢理立ち上がろうとしたが、痛めた足首のせいでまたバランスを崩した。


　犬の大きな頭がるうるに迫せまる。


　間に合わないっ！





　ガシイッ！





　硬こう質しつな音が響ひびく。犬が嚙かみついたのはるうるではなく、さっきまで床に転がっていた、ビニール傘がさだった。


　そして、犬の口の中にその傘かさを突っ込んだのは、るうると犬との間に自分の体を無理矢理挟はさみ込んだ、小春さんだった。


「小春さん！」


　両足を強く踏ふん張って犬の動きを止めている小春さんの瞳は、犬をしっかりと見み据すえていた。けれど、その瞳は、何故なぜか、ぼんやりと、虚うつろなように、俺には見えた。


　小春さんは犬から目を逸そらさずに、早口で何かを喋しやべっていた。何を言っているか分からないけど、繰くり返し同じ事を呟つぶやいているようだった。それは、俺にはこんな風に聞こえた。





「──ましよのふえいすしふときけんせいをかんちとうかいしようきようそしもくてきによりたいよんきゆうきんきゆうしたいとみなしきようせいてきにきしたいにしんかくへこん──」
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　バリィッ！





　傘の骨組みが食い破られる。虚ろな目をした小春さんは、襲いかかる犬を避よけるように体を反らすと、そのまま半分から先が無い傘を近くの棚の隙すき間まに差し込み、両手で一気に押し込んだ。すると、その棚がゆっくりと前のめりに倒たおれ始める。


　てこの原理なのか、たまたまなのか分からないけど、棚は犬めがけて勢いを付けて落下した。





　グァッシ！





　棚の直ちよく撃げきを受けて、犬が一いつ瞬しゆん動きを止めた。


　その隙すきに、小春さんは、折れて骨が何本か剝むき出しになっている傘を両手で構え直した。


　そして、体重を乗せて、一瞬の躊ちゆう躇ちよも無しに、犬の頭に真上から突つき刺さす。





　グロオオオオォォッ！





　犬が苦く悶もんの叫さけび声を上げて暴れる。


　小春さんは傘が刺さった頭に向けて右手を広げ、感情の欠落した声で呟いた。


「fire.」


　ボウッ！　と音がして、黒い犬が一瞬にして青色の炎ほのおに包まれる。


「小春が……魔ま術じゆつを!?」


　御剣が信じられないという顔で呟いた。


　犬を包む青の炎が一瞬膨ふくらみ、その次の瞬間には、空気に溶とけるように、犬の姿が消えた。


　挟まっていた障害物が無くなり、棚たなが今度こそ床に倒れる。大きな音が室内に響いた。


　そして、その棚の上に、バタリと小春さんが倒れ込んだ。


「小春さん！」


　御剣をるうるに任せて、俺は駆かけ寄り、小春さんを抱だき起こした。


　小春さんは目を閉じていた。小さく息をしている。気絶しているように見えた。


「小春さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「う、う……ん」


　俺が揺ゆすると、小春さんはゆっくり目を開けた。


「小春さん！」


「え？　ん？　犬……海、くん？」


　眠ねむそうな目をパチパチさせた後、小春さんは、うーんと体を伸のばす。


「うーん、なんか、寝ねてました。あれ？　メガネ、どこ？」


　……脱だつ力りよく。


　寝ぼけた小春さんの言葉に、一気に緊きん張ちよう感かんが削そがれた。


「ふ、ふふっ」


　御剣が我が慢まん仕切れずに笑い出す。


　釣つられて、俺も、碓氷も笑い出した。


　小春さんはまだ寝ぼけていたけど、俺の腕うでの中で、ふにゃあと、赤ちゃんみたいに微笑ほほえんでいた。


　るうるも、俺を見て、滅めつ多たに見せない柔やわらかな笑えみを返した。


　色々はっきりしない事もあったけど、とりあえず〝三不思議〟の事件はこれで決着した。


　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら笑っている御剣を見ながら、俺は思った。


　あの写真に写っているのと、同じような笑顔だなと。


[image: ]




　幕間　七月十九日（木）　男と女の話







　夜。


「こちらにお入り下さい」


　入り組んだ廊ろう下かを何分も歩かされた後、前を歩いていた女はようやく扉とびらの前で止まり、こちらに向き直った。タイトスカート姿の美人。首元で切り揃そろえられた髪かみと、ツルの細いメガネが知的な印象を与あたえている。


「君はここで待っててくれるの？　それとも、一いつ緒しよに入ってくれるの？」


　水那斗るうるの叔父おじであり、「ねこのあしあと」のマスターでもある甲斐歩は、その女性に聞いた。女性は感情の欠落した言葉で返す。


「いえ、私は戻もどります」


「じゃあ、俺は帰る時どうしたらいいわけ？　帰り道、覚えて無いんだけど」


「お出になる際は、別の者がご案内します」


「君に来て欲しいなあ。で、その後お茶しない？」


「失礼します」


　甲斐の軽口を完全にスルーして、女はスタスタと廊下を歩き、角を曲がって視界から消えた。


　女が消えたその角をしばらく見ていた甲斐は、「ふむ」と呟つぶやき、扉を開け、中に入った。


　部屋は真っ暗で、広さすら分からなかった。


「明かりは？」


　甲斐が暗くら闇やみに向かって問いかけると、甲斐の前方数メートルの所が、ぽっとスポットライトのように、天てん井じようから照らされた。


　明かりによってくりぬかれたようになっているその空間に、男が一人いた。


　椅い子すに座っているその男は、異様に長い髪で、顔の上半分が隠かくれていた。寝ね間ま着きのような服を着ている。甲斐は初めて目にしたが、それは囚しゆう人じん服だった。


「やあ」


　男は甲斐に呼びかけ、髪の下から覗のぞく唇くちびるを、にたあと左右に広げた。


　甲斐はぼんやりとした瞳ひとみを男に向け、言った。


「久しぶりだな」


「そうだね。どれくらいぶりだろう。ここにいると時間感覚が狂くるっちゃってね。ほら、」


　男はだらんとぶら下げていた両手を、甲斐の方に差し出す。ジャラリと、固い音がする。


　その腕うでには、手て錠じようが四本、かけられていた。


「この通り、拘こう束そくされていてね。この部屋から何年も出ていないんだ」


　甲斐はそこで初めて、男の両足が椅子に縛しばり付けてある事に気づいた。腰こしにも鉄のベルトが巻かれ、それが鉄の鎖くさりで椅子に繫つながっていた。


　甲斐は、椅子と一体化している男をしばらく眺ながめた後、やがてつまらなそうに息を吐はいた。


「そんな拘束具、お前にはなんの意味も無いんだろう？」


　甲斐の言葉に、男の唇が更さらに広がる。


「まあね」


　男は腕に嵌はまった手錠にふっと息を吹ふきかける。すると、四つの縛いましめは風に流されるようにかき消えた。


　いつの間にか、足かせも、腰のベルトも無くなっていた。着ている服も囚人服ではなく、深い紺こん色いろのスーツに変わっていた。


　それでも、長い髪はそのままで、前髪に隠れた顔は、やはり下半分しか見えない。


「それで、今日はなんの用事だい？」


　男に言われて、甲斐は頭をかきながら答えた。


「どっちかっつーと、それは俺が聞きたい事なんだよな」


「ふむ、そうかい」


　男は顎あごに指を当て、少し考える。そして言った。


「あの子は、元気かい？」


「元気だよ。最近元気過ぎててね。だから俺はここに来たとも言えるな」


「ああ、なるほどね」


　男は、今度は少し楽しげに笑った。甲斐はその垂れた目で小さく男を睨にらむ。


「何が楽しい？」


「君は楽しく無いのかい？」


「だから、何が楽しいんだ？」


　男は顎から指を離はなし、両りよう腕うでを広げた。


「お互い、欧おう文ぶん研ＯＢとして、後こう輩はいが伸のび伸のび活動しているのは喜ばしい事じゃないか」


　甲斐は少しだけ目を大きくし、やがて、にやりと唇を持ち上げた。


「これ以上後輩がやんちゃしたら、困るのはそっちなんじゃないのか？　お兄さん」





　　　　◆





　同日、夜。


　小春アイを笑え顔がおでホームから送り出した後、ホームの椅子に腰こし掛かけた月つき城じようは、手に持った携けい帯たい電でん話わをぷらぷらさせながら、この先のスケジュールについて考えていた。


　御堂宣一を操あやつって欧文研を内部から解体し、活動停止に追い込むというお遊ゆう戯ぎ的な作戦は、結果として失敗に終わった。想定していたより、彼らの結束力がずっと高かったのだ。


「まあ、データの収集が主目的だったから、いいんだけどさ、別に」


　ホームは喧けん噪そうに満ちていて、月城の独り言は誰だれにも聞こえない。ちょっといじけた感じの呟きだった事も、誰にも気づかれない。


「でも、二回もアイちゃんの第二人格を引き出させちゃったのは、ミスったかな……」


　しかも今回は魔ま術じゆつまで使ってしまったらしい。それは予定には無かった。


「全く、なんで処分対象候補の安全を、私が担保しなきゃなんないのよ」


　ため息をつく。


　と、携帯が振しん動どうする。月城は着信画面も見ずに通話ボタンを押した。


「もしもし？　ええ、これから帰るところ。ホームでちょっと休んでる」


　受話器の向こうから、ぼそぼそと声が聞こえる。


「全く、あの子達やんちゃよね。私が手助けしてなかったら、簡単に犬に食い殺されてたわよ」


　まあ、その犬のトラップを仕し掛かけたのも自分なのだが。


「え？　うん。それは問題無い。収しゆう穫かくは十分過ぎるほどあった」


　月城は呟つぶやく。


「そ。犬海君の事。あの子にも消せない魔術がある事が分かった。これはこちらにとっては大きなアドバンテージだわ」


　携帯の向こうからは返答が無い。月城は構わず続けた。


「だけどね、もう一個思いついた事があってね。今度はこれを試ためせないかと思うの。なんだと思う？」


　ぼそぼそと、相手が喋しやべる。月城はにんまりと笑った。


「正解。あの子は書き換かえられた《理ことわり》を言葉にする事で、魔術を破る事が出来る。だったら」


　月城は言葉を切り、視線を上空に向けた。


「言葉を喋れない状態にしたら、どうなるかしら？」


　空には、月が浮うかんでいる筈はずだったが、雲に隠かくれて見えなかった。


「ん？　ああ、そうね。確かに」


　月城は、見えない月に目を細める。


「そろそろ、欧文研ＯＧとして、彼らの前に出て行ってもいいかもね」




　終章　七月二十日（金）　小さな告白







「す～ず～し～い～！」


　るうるが声を上げながら部屋をぐるぐる回る。それを見て、小春さんが微笑ほほえんでいる。


　今さっき、工事の人がやってきて、欧おう文ぶん研の部室に待望のエアコンが設置された。現在試運転中である。経過は良好。


　何故なぜエアコンがこんなにも早く導入されたのかというと、簡単に言えば御堂会長を脅きよう迫はく……じゃなくて、説得、そう、説得したからである。おかげで、何故か後回しにされていた欧文研部室のエアコン工事が、何故か最優先で行われる事になったのだ。


　白くて長い箱から流れてくる冷風を体で受け止めながら、俺は独りごちる。


「人類の叡えい智ちには感服せざるを得ないな。これで夏休み中もまともに部活が出来る」


　俺が技術大国日本に感謝の念を捧ささげていると、窓まど際ぎわから馬ば鹿かにするような声が届く。


「たかがエアコン一つで何言ってんのよ」


　顔を向けると、御剣が俺をジト目で見ていた。いつもの席で、いつもの格好で。


　横を見れば、碓氷が狐きつねに似た目を細めて、今日遊ぶゲームのルールを真しん剣けんに確かく認にんしている。


　その向こうでは、クーラーの下でぴょんぴょん跳はねて、腕うでをめいっぱい伸のばし、冷風をその小さな手のひらで受け止めようとしているるうるがいた。


　小春さんは、エプロンをつけたまま椅い子すに座って、跳はねるるうるをにこにこして見つめていた。


　いつもの、ありふれた、なにげない光景。


　けれど、いつの間にか、この光景が、俺にとってかけがえのない物になっていた事に、今回の件で気づかされた。


　そして同時に、この光景を快く思っていない、あるいは、明確に壊こわそうとしている存在があるらしい、という事も、知ったのだった。


　先週の顚てん末まつを確認していた俺は、もう一度小春さんにあの時の事を確認する。


「じゃあ、ミキサー室で自分がやった事、覚えてないんだな」


　小春さんは顔を曇くもらせて答えた。


「はい……。水那斗さんに犬が飛びかかった時、なんか、急に眠ねむくなって、気がついたら、その、犬海君の腕の、中、で……」


　何故か真っ赤になる小春さん。


「思い出させんじゃ無いのよ」


「12ptポイントダウン」


　そして何故か辛しん辣らつな言葉が二方向から届く。俺、何かしたか？


　あの時、小春さんが尋じん常じようでない動きで犬をしとめてくれたおかげで、俺達は助かったのだけど、小春さん自身にはその記き憶おくが無いようだった。


　一昨日おとといの光景を思い出す。


　あの時、小春さんはよく分からない言葉を口にしていた。


　俺は、それを前にも一度聞いた事があった。香奈恵嬢じようが部室の窓から落ちた時だ。あの時も、小春さんは普ふ段だんからは想像出来ないような俊しゆん敏びんな動きで、香奈恵嬢を助けようとしていた。


「でも小春、あなた、魔ま術じゆつまで使ったのよ？」


　御剣が真剣な表情で聞く。小春さんはもっと困った顔になって、


「ホ、ホントに覚えて無いんです……。魔術なんて勉強した事も無いし……。つ、使えたら楽しいかもなあ、って思った事くらいは、ありますけど……」


　今回分かったのは、小春さんは、小春さんの意思を超こえて何かをしようとする事があるらしい、くらいの事だった。それが何を意味するのかは、さっぱり分からない。


　そして、もう一つ分からない事があった。俺は御剣に聞いた。


「結局、鈴木先生が何をしようとしていたのかは、分からないままなのか」


「ええ。盗とう撮さつカメラは全部押収したし、先生の自宅のパソコンからデータは残らず回収した。だけど……」


「盗撮の動画は一つも見つからなかった、か」


　御剣は納なつ得とく出来ない、という顔をしながらも頷うなずいた。


　鈴木先生は盗撮を目的として、カメラを仕し掛かけた。それは間ま違ちがいの無い事だし、先生自身が認めている。


　しかし、実際には、それらのカメラは何も撮さつ影えいしていなかったのだ。撮とった形けい跡せきが見つからなかった。そして何故か、鈴木先生自身が、その理由を説明出来なかった。


「意味分かんないのよね。先生は、何も覚えていなかった」


「……そして、御堂会長も」


　御堂会長が生徒会費を水増し請せい求きゆうして小こ遣づかい稼かせぎをしていたのは、本人も自供をしたので間違い無かった。それを脅おどした、じゃなくて、説得した事で、今我々は科学の勝利であるエアコンを目の前にしているのだ。しかし……。


　御剣は部室の棚たなを眺ながめながら言った。


「気絶から目覚めた御堂は、自分に入れ知ぢ恵えをした人間の事を、綺き麗れいさっぱり忘れていた」


「そんな事って、あるのか？」


「魔術でならね。そもそも、今回あいつが仕掛けた魔術は、どれも高度すぎて、とてもあんな男に使いこなせる術じゃないのよ」


「そうなのか？」


「あんたってなんにも知らないのね……。いいわ、教えてあげる」


　この高圧的な口ぶりも、少し懐なつかしい感じがした。


「なにをにやにやしてんのよ……。いやらしい」


「３ptダウン」


　エアコンの足あし下もとからるうるが同調する。ジト目のまま御剣が続けた。


「前にも言ったかもしれないけど、人間自身に術をかけるのはとても難しいのよ。しかもアタシ自身を中心とした『場』を設定して、周囲にいる人間をみんな巻き込んで、御堂会長をアタシの兄だと誤認させるなんて、よっぽど高位の魔術師じゃなきゃ無理」


「つまり、それを出来る人間が、御堂に手を貸した訳だな」


　御剣は少し間を置いてから「多分」と肯こう定ていした。


　俺は考える。


　それが誰だれなのかは分からない。しかし、そいつの目的は、明確に、俺達を内部から壊し、欧おう文ぶん研を活動停止に追い込む事だった。


　何故なぜ、そんな事をする必要がある？　放課後にゲームをするだけの、たわいもない部活を、こんな大がかりな方法で潰つぶす必要が？


　一つだけ考えられる事がある。


　るうるだ。


　この部活、そして部室は、何者かによって十年間も維い持じされ、今年入学してきたるうるに受け継つがせた可能性がある。


　それが、その誰かにとっては都合が悪いのだ。


　俺は、頭の後ろに手を組んで、考えた。


　俺は、この空間が好きだ。この五人で馬ば鹿かやってるのが好きなんだ。


　だから、守りたい。


　誰が、どんな理由でるうるからこの部活を奪うばおうとしているのだとしても、それを守りたいんだ。


　この気持ちも、今回の件を通じて知った、というか、気づいた事だった。


　まだ敵が誰なのかすら分かっていない今、俺に出来る事はたかがしれている。


　でも、一つずつ、謎なぞを解いていこう。


　俺は勝負事ゲームなら、負けやしないんだ。決して。


　まずは、夏休みのバイトだ。「ねこのあしあと」のバイトをしっかり努めて、甲斐さんが話したがらない昔話を聞かせてもらう。遠回りにもほどがありそうだけど、出来る所から始めて行こう。


「おっとそう言えば」


　急に碓氷が顔を上げ、小春さんを見る。


「小春さん、明日のテストの範はん囲いで、ちょっと分からない所があるんだけど、聞いてもいい？」


「なんでしょう？」


「お、それなら俺も教えて欲しい所がある」


　俺は一いつ瞬しゆんで頭を切り替かえて立ち上がり、カバンへ向かった。


　明日でテストは終わり、すぐに夏休みがやって来る。高校生活最初の夏休みだ。


　アルバイトに明け暮れて終わるかもしれない。


　部室でだべってゲームして終わるかもしれない。


　でも、今は。


　俺はカバンを漁あさりながら思った。


　でも、今は、それが最高に楽しいのだ。





　　　　●





　机の上にノートを広げて、犬海、碓氷、小春が、楽しそうに問題を解いている。


　御剣言乃は、それを窓辺から眺ながめながら、小さく、本当に小さく、呟つぶやいた。


「アタシも、一いつ般ぱんクラスに行こうかな……」


「さんせいっ！」


　耳元で大きな声を出されて、言乃は体をびくっとさせた。


　振ふり向くと、知らぬ間に、すぐ後ろに水那斗が立っていた。誰に聞かせるつもりの無い呟きを聞かれたらしい。


「言乃も来ればいいよ。楽しいよっ！」


「じょじょじょ冗じよう談だんに決まってるでしょっ!?　なんでこのアタシが魔ま術じゆつクラスを辞やめなきゃいけないのよ！　アタシはあんたとは違ちがうの。っていうか、あんたこそいい加減戻もどって来なさいよね！」


「やだ！　言乃がこっち来る方がいい！」


「いいとか悪いとかじゃなくて……」


「来たいんでしょ？　なんで嫌いやなの？」


「なんでって……」


　言乃はため息をつき、視線だけ犬海に向け、今度こそ自分にしか聞こえない大きさで呟いた。


　少しだけ、拗すねた口調で。


「……水那斗と張り合っても、疲れるだけな気がするのよね、正直」


「ん？　今なんて言ったの？」


「なんにも言って無い」


「えー？　なんか言ったよー」


「うるさいわね。ほら、ゲームするんでしょ。準備しなさいよ。お茶の準備しておくから」


「はーいっ！」


　水那斗は一瞬で興味が移ったらしく、いそいそとテーブルに向かった。その後ろ姿を見て、言乃は小さく微笑ほほえみ、立ち上がった。


「あのあの、御剣さん、お茶の準備は私が……」


　ノートの上にシャーペンを走らせていた小春が、おどおどと言乃を見る。


「ああ、いいのいいの。たまにはアタシがやるわよ。そいつらの勉強見てやって」


　言乃は冷蔵庫の前に座り、扉とびらを開けた。


　まあ、いいのだ。


　今はこういう時間が、楽しいのだから。


　そう。


　なによりも、かけがえの無い物なのだから。





　　　　◆





「あ、忘れてた！」


　小春さんに数式の解き方を教わっていた俺は、突とつ然ぜん立ち上がった。


「どうしたんだい、タマぴょん」


「ええと、あのさ、完全に言い忘れてたんだけど」


　俺は頰ほおをかきながら言った。


「夏休みさ、もし良かったら、俺の田舎いなかに遊びに来ないか？」


「いく！」


　速そつ攻こうで答えた舌足らずの声が誰だれの物なのか、確かく認にんする必要はもはや無かった。




　あとがき




「タマキが魔ま術じゆつで上書きされた《理ことわり》を破るのって、つまる所『ルールズ・ルール』なんですよね？」という質問を貰もらいました。仰おつしやる通りで、ついでに言えばその話には続きがあります。


　魔術に限定せず、誰だれかあるいは何かが、前提条件を誤ご認にんさせる事によって、周りが気づかないうちに歪ゆがんだ《ルール》が浸しん透とうしてしまう。この歪みをタマキが見つけ、そして解きほどいて行く過程が『それがるうるの支配魔術イレギユラー』の物語になっています。


　例えば前巻でのタマキは、魔術によって上書きされた《理》はどれもすぐ看破していましたが、彼女が何をしようとしたのか、あるいは彼が何を隠かくそうとしたのかという《ルール》に気づいたのは、全すべての騒そう動どうの後、保健室で目覚めた時でした。


　今回の物語では、誰が、誰に対してどんな《ルール》を歪め、そしてタマキがそれをどのように破ったのか。本文をお読みの方は既すでにご存じかと思います。いかがでしたでしょうか？


　言いい換かえると、この物語は「ゲームによる誤認」「魔術による誤認」「人間による誤認」という三重構造になっている訳です。しかしこうして見ると、いずれ四つ目の誤認が出てくるのだろうなと、なんとなく想像出来ますよね（本当に？）（さあて、どうなんでしょう？）。





　お久しぶりです、土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー　Game3：ファミリアル・リドル』をお贈おくりします。お楽しみ頂けたなら望外の喜びです。





　今回、色々あって作中に「ルールズ・ルール」を入れられませんでした。代わりと言ってはなんですが、角川スニーカー文庫公式サイト「ザ・スニーカーＷＥＢ」にて、読み切り短編を書かせて頂いています。こちらは丸々一本ルールズ・ルール（＋魔術）になっておりますので、よろしければどうぞ。是ぜ非ひタマキの「分かったぞ」より先に真相に辿たどり着ついて下さい！





　毎回素す敵てきなイラストを描えがいて頂いているさくらねこさん、そして担当編集さんを始め、本書に関かかわった全ての人にお礼を申し上げます。そしてもちろん、これはもう言うまでも無い事ですが、読者の皆みな様さまに百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋はこれからも書き続けられます。





　第四巻は春頃ごろお届けしたいと思っています。タマキの田舎いなかで欧おう文ぶん研けんメンバーがトラブルに巻き込まれ、アイが活かつ躍やくする、か、も？　それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。





追つい伸しん　著者の最新情報はブログ「土屋つかさの今か無しか」でどうぞ。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。TwitterIDは@t_tutiyaです。こちらもよろしく。




それがるうるの支配魔術イレギユラー


Game 3：ファミリアル・リドル





土つち屋やつかさ
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